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序章、燃える⽇ 

異様な光景であった。 
まだ⽇が傾くには早い時刻であるにも関わらず、空は燃えるように⾚かった。 
そして、下に⽬を向ければ東にそびえ⽴つ⼭から麓にかけても⾚く染まっていた。 
⼭⽕事である。 
 緑葉が茂る⼭の表⾯が煙をあげながら燃えていた。 
 無⾵の中で、なぜか勢いよく炎は燃え広がり、⼭から麓にある平野にまで伸びて
きていた。⼭の動植物が次々に炎に呑まれ、灰になっていく中、動く影がいくつか
ある。 
⼀⼈の少年を筆頭に⼦供たちが炎に追われながら、草に覆われた平野を⾛ってい
た。 
⼩柄で、⿇の着物を纏った少年は顔を煤で汚しながら、傍らの⼦供たちの⼿を引い
ている。⼦供たちは泣きはらした顔で必死に少年の後を追う。⼦供たちは体中を煤
で汚しながら必死に⾜を動かしている。 
それとは反対の⽅向に騎⾺武者がいた。 
必死に炎から逃げようとする⼦供たちを遠くから⾒ていたのは⼀⼈の男である。 
精悍な顔つきに、着物の上からでも引き締まった体つきをしているのが分かり、年
は五⼗に近いであろうに、若々しく闘志の籠った瞳を持っている。その男が平野を
⾒下ろせる丘に佇んでいると、⼭を迂回するように⼤勢の騎⾺が駆けてきた。 
指物から⾃軍の⾺廻衆だと察した男は、⼰の配下たちを⽚⼿で制した。 
「追うな、すでに、奴らは⻯胆領に⼊った」 
丘へとやって来た配下たちは男の⾔動に⼿綱を引くも、⼀⼈が不満げな声を漏らし
た。 
「ですが、破鉢さま。今ならまだ追えるのではないですか？ 
 蒼⽥城も、百姓共が逃げ込んだことに気づいてはいないはず」 
配下の⼀⼈の声に、破鉢と呼ばれた男は溜め息をつくと呆れ半分に振り向く。 
「⻯胆家の当主は⿐が利く。許しなく侵⼊すれば、即座に捕らえられるのは我らの
⽅ぞ」 
男の眼には平野の挟んだ先に建つ城が映っていた。 
堀と塀で囲われ、屋根に望楼を乗せたような天守を持つ⼀城。背後の⼭から平野に
かけてを領地とする⻯胆領の主が座す、蒼⽥城という城である。その城を⾒つめ、
かつての苦い経験を思い出しながら破鉢は更に⾔葉を重ねた。 



「それと…あそこは蒼⽥城ではなく『⻯の城』と呼べ。城の⻯を怒らせるぞ」 
破鉢の⾔葉に、配下らは⽬を丸くすると誰からと⾔わず、⼾惑いの声が漏れた。皆
は、それぞれ困った様⼦で顔を⾒合わせる。 
「どうした」 
反応に訝しさを覚えて、破鉢が問えば先に進⾔した武⼠が答えた。 

「その、⻯はすでに滅んだはずでは、と思いまして」 
それに破鉢は唖然となった。 
「まさか今の⾔葉の意味が分からないのか」 
思わず諫めようとしたところで、破鉢は周りの武⼠らが、まだ若いことに気づく。 
「其⽅ら、歳は幾つだ？」 
年を聞くと周囲からは「⼆⼗」「⼗七」「⼗九」と⾔った答えが返ってくる。 
それを聞いた瞬間、破鉢は「仕様がない」とも思いつつも、若⼈らと⼰の間に渓⾕
にも似た⼤きな溝があることを突きつけられた気がした。 
思わず、押し黙ってしまった破鉢に対し、若者は意味を理解していないようで不思
議そうに⾸を傾げる。破鉢は、何かを告げようと⼝を開きかけ…何度か、⼝内で⾔
葉を転がした後にようやく。 
「⽕は早々に消すように伝えよ。百姓の死体は、呪術師の元へ持っていけ。⽚をつ
け次第、城に戻る」 
それだけを告げて⾺腹を蹴った。 
背後の⼭からは煌々とした炎が⽴ちのぼり、⼣暮れでもないのに空も⾚く染まって
いた。 
まるで地獄の釜が開いたようだ、と破鉢はつぶやく。 
暗く重い気持ちが情けなく思えるほど彼の背後に⽴つ城はどこまでも気⾼く、泰然
として、そこにあった。 



⼀、蒼空の元で 

「⻘空って、⻯胆の花を思い出すよなぁ。なんか⾊が」 
⻯胆領、柳宮寺。 
誰に⾔っているのか、⼩さく呟きながら天を仰ぐ⼥がいた。 
柳宮寺は城外に位置する住職もなく、潰れていると⾔っても過⾔ではない古い寺で
ある。所々が腐り落ち、敷地内には雑草が⽣えて、狐狸の庭と成り果てている上に
総⾨は⼾が外れ、誰でも⼊れてしまう為に決して安全とはいえない場所。 
 そんな寺では、午後になると近くの農村から百姓たちが集まり、武芸の稽古を⾏
うのが常となっている。今⽇も今⽇とて、仕事を終えた若い衆たちが集まって、
各々が⽊⼑や槍を⼿にして、⼿合わせをしていた。 
「おい、てめぇ、卑怯だぞ！」 
「はぁ? 卑怯はてめぇだろうが！」 
「某の⽊⼑を勝⼿に使うな！」 
「知るかよ！」 
⾛り、打ち合い、怒鳴る為に敷地全体が揺れるような錯覚に陥るほどで、部外者で
あれば、何事だと眉を顰め、⽿を塞ぎたくなる五⽉蠅さだと感じることだろう。 
しかし、⼀⼈事を⾔っていた⼥は顔⾊を変えず本堂に上がる階段に腰を下ろし、筆
で絵を描きながら、それを観戦していた。 
⼥は⿐⽴ちがはっきりとし、凛々しさが現れるような顔つきをしていた。 
⿊髪に、⾦⾊の瞳が神々しさを放っており、どこぞの姫君かと初⾒では思うだろう
が如何せん、今は古びた寺に座し、⼝をあけたままに空と若者たちを交互に⾒⽐べ
ている様⼦からして「美しい」よりも、「間抜け」の⽂字が先に浮かぶ。 
⼥は、⼝元を隠さず、⼤きな⽋伸をひとつする。 
「ああ、平和だなぁ」 
声⾃体はよく通る綺麗な⾳であったがどことなく、気の抜けている喋り⽅で呟く。 
「このまま何事もなく、⼀⽣を過ごせたら。いや、せめて⼀年ほどでもいいから落
ち着いた⽇々を送りたいんだがなぁ」 
ひとり呟いた瞬間、⼥の眼前を掠めて、⼤柄の男が勢いよく吹き⾶んでいった。脆
くなった塀を破壊して男は敷地外に転がる。そんな状況に⼥は驚くわけでもなく、
ただ⽚眉を上げて壊れた塀の⽅、外に転がった男を⾒やった。 
「おーい、⼤丈夫か」 
微塵も⼼配の⾊を⾒せず、棒読みに投げかけた⼥に男は咳払いで答えてから⽴ち上
がる。 
「俺は問題ありやせんが。春姫の⽅は無事ですかい」 



袴についた⼟を払いながら、⿊髪の巨漢が開いた⼤⽳より顔を出せば⼥、春はゆっ
くりと⾸を縦に振る。 
「うん、⼤丈夫だ」 
「なら、いいですがね」 
男の獣を思わせるぎょろりたした瞳が、安堵に細まる。地⾯に転がった塀の破⽚を
⾜で避けながらに戻って来た男を春は⾒上げた。 
「それにしても、饕餮が打ち負けるなんて珍しいな」 
少しの驚きを顔に浮かべた春に、饕餮と呼ばれた男は「いやいや」と否定を⼝をし
た。 
「打ち負けたわけじゃ、ありませんぜ」 
「じゃあ、なんで？」 
「転びやした」 
「…転んで、この威⼒かぁ」 
春は視線を開いた⼤⽳へと向け、関⼼しながら呟いた。 
「饕餮と⼿合わせしたら、体格的にいい勝負になりそうだな。今度、私とやる？」 
「それは俺に死ねって⾔ってんですかい？  
疲れる上に、諏訪たちに殺されちまいますぜ」 
ぶんぶん、と⾸を横に振りながら⻘ざめる饕餮だったが、すぐさまハッとした。 
「いや、諏訪の奴が怖いってわけじゃねぇんですからね。苦⼿なだけで」 
「はいはい、分かってるから」 
適当に春が相槌を打つと、饕餮は少し頬を膨らませる。 
しっかりと話を聞いてくれないと思ったらしい。その仕草が年は三⼗を超えた饕餮
には、なぜかよく合っていて、むしろ愛嬌を感じさせるのだから不思議なものであ
った。 
饕餮は、不満げな様⼦のままに、春の前、⽯畳みの上に座り込む。 
梅⾬時の⻘天は、微妙な湿気を孕んでいて蒸し暑い。 
辟易して「あー」と呟いた饕餮は、懐から⽵筒を取り出して喉を潤し始める。⼗分
に⽔を飲んだ後に、饕餮は不満げな顔を浮かべた。 
「まあ、それより春姫。戦はねぇんですかい。もう飽きやしたぜ」 
「縁起の悪いことを尋ねないでくれよ。私は平和を噛みしめているというのに」 
「こんな五⽉蠅い所で平和も糞もねぇと思いますがね」 
⾔った瞬間に、⼿合わせしていたうちの⼀⼈が吹き⾶ばされて、⽯畳に転がってい
く。先ほどと同じ状況に春と饕餮は「あぁ」と⾔葉にならぬ声を漏らした。 
「もっと⾜腰鍛えた⽅がいいぞ」 
 饕餮が声を掛ければ、吹き⾶ばされた⻘年は頷きながら、覚束ない⾜取りで⽴ち
上がった。それを⾒て、春は溜め息を漏らした。 



「…饕餮。さっき戦はないのかと聞いたが。戦が起きても、今の状況じゃ勝てん
ぞ。うちは」 
 その⾔葉に饕餮は⼀瞬、⼿合わせをする⻘年たちへと⽬を向けてから、諦めたよ
うに溜め息をついた。 
「確かに、先の⼤戦で⼤勢、死にやしたからねぇ…。でも、俺みたいな『もどき』
からすりゃあ、戦がねぇのは死ねって⾔われてんのと同じだ」 
 饕餮が困り果てたような顔で呟くと、春は苦笑してから饕餮の頭に⼿を伸ばす。
武⼠にしては短い髪が、春の⼩さな⼿によって、がしがしとかき混ぜられる。 
「近頃、情勢がきな臭くなっている。そのうち、否が応でも戦ってもらうから⼼配
するなって」 
 おどけた春の⾔葉に饕餮は⽬を瞬く。 
 程なくして饕餮は、にいっと⼝⾓を上げて笑った。 
「じゃあ、戦はあるんだな」 
「いや、断定はできないから、みんないる前で喜ぶなよ。緩んだ顔も元に戻せっ
て」 
春が諫めると「おっと」と饕餮は⼝元を⼿で隠すが、瞳が笑っているのだから意味
をなしていない。少しは包み隠してもらいたい、と春が⼼のうちで思っていると饕
餮が思い出したように呟いた。 
「情勢云々といえば。先⽇、尾⼭の村が焼かれたって、何か関係があるんですか
い？」 
「どうだろうなぁ」 
尾⼭の村とは⼭を越えた先にある⼩さな村である。幕府の武⼠が焼いたという話
が、春たちの暮らす⻯胆領にも伝わってきていたが、詳細はいまだに判らない。 
「⼀応、探らせに⼈は⾏かせたが、まだ何も判らんしなぁ」 
「そうですかい。じゃあ、しばらくは野盗でも狩るかな。 
…この寺にでもいたら、⾯⽩いだろうによ」 
饕餮は⾔いながら本堂へと⽬を向けた。野盗が根城にしていたら戦うつもりなの
か、気配を探るようにキョロキョロと⾒回すが、近くの茂みを狐が横切ったのを⾒
て、すぐさま項垂れた。 
「狐や狸しかいやがらねぇか」 
「いや、⼈はいるかもしれないぞ。まぁ、⽣きているかは分からないけど」 
 春が⽚眉を上げて⾔えば、饕餮はきょとんと⾸を傾げた。 
「⽣きてるか分からないって、幽霊でもいやがるんですかい」 
「そうそう、それ」 
 春が饕餮を指させば、指された饕餮は顔を顰めた。 
「怪談って、時期じゃねぇと思うんですが」 



 季節は梅⾬である。精神的に涼むには幾分か早く思えた。 
「いいじゃないか、というか私はそっちが本題で此処に居るんだがな」 
「本題？」 
「そうそう、実はこの柳宮寺。数⽇前より奇妙な物⾳や声がするようになったらし
い。 
 で、近くに住む百姓たちが幽霊かもしれないから祓ってくれと、⾔ってきたわけ
だ。 
 お前も暇だったら、⼿伝ってくれよ」 
 饕餮が顔をしかめる。 
「ええ、じゃあこれから幽霊退治でもするんですかい。俺、幽霊は掴めねぇから嫌
ですぜ」 
「まぁ、そこは巫⼥たる私の本領発揮だな」 
 春は確かに、⻯胆領では百姓でも知る有名な巫⼥であったが、今の恰好といえば
鴇⾊の上⾐に差袴を纏って⼀⾒、男のような恰好でいる。 
今の春に巫⼥らしさなど垣間⾒えないことに饕餮も気づいており、呆れ顔になっ
た。 
「たぶん、男の霊なら寄って来そうですがね。 
 ほら、春姫って間抜けな顔してても整ってるし、体つきも悪くねぇですから」 
「…お前、そういうのは、もう少し遠回しにいえよ」 
「でも、事実じゃねぇですか」 
 饕餮の⾔う通り、春の柔らかな顔⽴ちには⾊がある。加えて、服の上からも判る
ような豊かな体つきをしていた。 
 変なこと⾔ったかな、と⾸を傾げる饕餮に今度は春が呆れを隠せない。 
「饕餮が嫁さんを娶るのは先になりそうだ」 
「姫も、そういうのは遠まわしに⾔ってくだせぇよ。 
 …まぁ、俺なんかより諏訪の⽅が問題ありだと思いますがねぇ」 
「あぁ、あいつが婿⼊りするのは随分先になるだろ」 
 春が苦笑した、その時。 
遠くより「春様―――?」という叫びが響き渡り、瞬間的に饕餮の笑みが消えた。 
「げ、諏訪かよ」 
「噂をすれば諏訪だな」 
春が頷くと同時に、寺の総⾨から勢いよく⼈が⾶び込んできた。 
「ここに春様は居られるか?」 
そう⾔って周囲を⾒回したのは袴姿に⼑を差す、すっきりとした顔⽴ちの若い男だ
った。顔⽴ちが整っているのと細⾒のせいか、遠くからだと⼥のようにも⾒える。
美しいという⾔葉が似あっている⻘年だ。 
苦笑しながら春が⼿招きをすれば、気が付いた⻘年、諏訪は顔に焦りを浮かばせな
がら駆けてきた。が、その⾜は饕餮が開けた⼤⽳の前で⽌まる。 



「…なんだ、これは」 
訝しげに諏訪は⼤⽳を⾒回す。 
「俺が転んで開けた」 
饕餮の答えに眉間の皺を深くした諏訪が、がっと⼤⼝を開けた。 
「また、貴様か饕餮！ 何度、寺を壊せば気が済む?」 
腹の底を揺らすような⼤⾳声に、饕餮は嫌そうに⽿を塞ぎ、春は⽬を細めた。 
⽳を開けた饕餮への怒りが⼤きいのか、⼆⼈の様⼦を気にするより前に諏訪は捲し
⽴てる。 
「直す為の⾦は誰が払っていると思う? ⾃分で直せない癖に壊すな！ 
そもそも貴様は図体のわりに、⾜元が疎かだから転ぶのだ！」 
「疎かだぁ…？」 
途中まで黙って聞いていた饕餮だが、「疎か」という⾔葉に顔が歪む。 
しかし、饕餮が何かを⾔おうと⼝を開く前に、場の空気を察した春が、声をかけ
た。 
「諏訪は、私に何か⽤があるんじゃないのか？」 
春の⼀⾔に、諏訪はハッとして振り返った。先ほどまで怒りに声を上げていたとい
うのに、春に何かを⾔おうとした途端に饕餮を放置して、その場で膝をついた。 
「その通りです。春様に急ぎ、お伝えしたいことが御座います」 
改めて役⽬を思い出した諏訪は、真剣な表情で告げる。諏訪の様⼦に、皆も何事か
と⼝を噤み、⼿を⽌める。静寂の中で諏訪が⾔葉を続けた。 
「尾⼭村の調査を⾏っていた夜頭から、やはり幕府が尾⼭村を襲撃したことに間違
いはないと。そして尾⼭村周辺で呪術が使⽤された形跡があり、どうやら炎を操
り、村を⽕攻めにした様⼦とのことです」 
 呪術とは、祈祷などを⾏い神霊に呼びかけることで超常的な現象を起こす技術の
ことである。呪術師と呼ばれる専⾨家が使⽤し、その技量によっては砂漠に⽔を湧
かせることや、炎や⾵を操ることも出来るものだ。 
「呪術で村まで焼いちまうとは…幕府も変わりやしたねぇ」 
 饕餮がしみじみと⾔うのに続き、春も頷く。 
「近頃じゃ、将軍の⼀声で城を落としたりもするからな。⼀⼈で政を動かしている
ようなものだ」 
 春の⾔う通り、國の⾏政機関たる幕府は将軍の⼀存だけで軍を動かすなど周辺の
領主からも反感を買うほどの⾏為を⽴て続けに⾏っていた。 
 諏訪や饕餮も、その事実は理解しており険しい顔で頷いた。 
「加えて、もう⼀つ。尾⼭の村⼈が⻯胆領内に逃げ込む様⼦を⾒た者がいるとのこ
と」 
 諏訪の⾔葉に場に騒めきが広がり、饕餮が中でも驚きをひときわ露わにした。 



「おいおい、そうなると幕府が匿ってるなんだの⽂句つけてくるんじゃねぇか？」 
「その通りだ。ただでさえ、我が領は幕府の反感を買っているというのに」 
 諏訪も顔を顰めて、溜め息をつく。⼆⼈の⾔う通りで、幕府に追われている者た
ちが、領内にいるとなれば、それは幕府の反感を買うことになりかねないのは明⽩
だった。 
「まぁ、どうするかは本⼈たちの事情を聞いてからだな」 
「それもそうですな」 
 春が⾔って、諏訪が続けて頷いた、次の瞬間。 
春と諏訪が⼀⻫に振り向いた。続けて饕餮も。 
そして諏訪が本堂の⼾に⼿をかけ、勢いよく開け放った。 
 ⼾に体を寄りかからせ、聞き⽿をたてていた⼈物は突然のことに、対処できずに
そのまま転がり出て来る。それを饕餮が素早く腕を取り、流れるように床に押し付
けた。 
「動くなよ」 
 春が⾔いながら、本堂の中に⽬を向ければ、幾⼈かの⾒慣れぬ若い⼥や⼦供たち
が⾝を寄せ合っているのが⾒えた。春と⽬が合った者たちは、その強い眼光に固ま
って、動けない。 
「…お前らも、こっちは⼤丈夫だからな」 
 次に春が背後に顔を向ければ、何事かと⾝構えていた⻘年たちが安堵の息をつ
く。 
「さてと、まずお前はどちらさん？」 
 春が腰を下ろして、饕餮に抑えられている⼈物の顔を覗き込む。 
 薄汚れた⿇の着物を纏った、元服前の幼い顔⽴ちをした少年だ。 
 泥をつけた顔を歪めて、頑なに⼝元を引き結んでいる。 
「じゃあ、私から名乗ろう。私は春だ。君は？」 
 少年からの反応はない。 
 しかし、春はそれに気を悪くした様⼦もなく笑みを浮かべて、さらに⾔葉を重ね
た。 
「君が何者かということだけれど、答えないなら勝⼿に私の考えを⾔わせてもらお
う。 
 …君たちは尾⼭の村⼈だな」 
 少年の瞳が驚きに⾒開かれるのと同時に傍らで「え」と饕餮が声を上げる。 
 ⼼から驚いたような声に諏訪と春は顔を上げると饕餮を⾒やった。 
「春姫、こいつ幽霊じゃないんですかい？」 
「なんでそうなる？」 
 春が不思議そうに尋ねれば、饕餮は焦ったように答えた。 
「だって、さっき幽霊の話してたから、てっきり寺に住んでいる幽霊がこいつら
で、退治しようってことだと思ったんですが」 
「貴様、⼈の気配と煤の匂いに気づいていなかったのか」 



諏訪が呆れたように続けると饕餮は⾸を傾げる。 
「いや、煤臭くて気配のある幽霊もいるんじゃねぇかと思って」 
 饕餮の答えに諏訪は唖然とし、春は苦笑を漏らす。 
「…春様、こんな⾺⿅は早々に暇を出すべきかと。同じ⾂として気分が悪くなりま
す」 
「そりゃ、どういう意味だ、おい?」 
 再び、諏訪と饕餮を取り巻く雰囲気が悪くなり、春は顔を顰めた。 
「お前ら、喧嘩するなら後でやってくれよ。今はこっちが問題だろう」 
 春の⾔葉に⼆⼈は、ハッとして周囲を⾒やる。 
 外にいる若者たちの視線も、本堂の中にいる百姓たちの視線もいつの間にか、⼾
⼝で⾔い合いをしていた諏訪と饕餮の元へと集まっていた。さすがに、⼤勢の視線
を受けた中で喧嘩するのは羞恥⼼があるようで⼆⼈は顔を俯かせた。 
「騒がしくて悪いとは思うがいい加減、どこの誰かぐらいと。 
 何の⽤で此処にいるのか、⾃分の⼝で⾔ってくれないか？」 
 責めの⾊がない静かな春の声で尋ねられて少年は息を呑む。 
 そして、しばらくして意を決した少年は顔を上げると春を⾒つめた。 
「あんた、良家の姫か、何かだろ」 
「うーん、まぁ、そうだな」 
 着物も上等で、持ち物も傍⽬から⼀級品だと分かるので、誤魔化しようがない。
春が頷くと少年は「じゃあ」と続けて、泣きそうな顔をした。 
「俺を、蒼⽥城の城主のところまで連れて⾏ってくれ」 
 蒼⽥城とは、寺の近くにある領主の居城である。そこの城主となれば⾃然と領主
のことを指すが、野盗の少年が謁⾒を求める理由がわからず、春は⾸を傾げた。 
「なんで？」 
「俺と俺の村に関わることで、話がしたい。俺は尾⼭村⻑の海⾺だ。領主に話があ
る」 
 名乗った少年の⾔葉に春だけでなく饕餮と諏訪の顔が驚きに染まる。 
「村⻑だと？ お前のような⼦供が？」 
 信じられないと、諏訪が呻く中で春は⽬を⾒開き、⼝⾓を上げた。 
「そうか、なるほどな」 
「…春姫？」 
 饕餮が⾸を傾げる中、春は納得したように⽴ち上がった。 
「饕餮、離していいぞ」 
「⼤丈夫ですかい」 
「⼤丈夫だから」 
 しっかりとした⼒強い⼝調で春がいえば、饕餮は渋々、海⾺から⼿を離した。 



 解放された海⾺は、どうして、と顔を上げるが春は饕餮との会話を続けていた。 
「城にこいつを連れていこう。話がしたい」 
 春は⾔うなり、海⾺の肩を叩く。 
「お前が城に⾏っている間に、百姓たちに、ちゃんと待ってるように指⽰だしてお
いてくれないか。勝⼿なことをされると近くの村の奴らも驚くからさ」 
「あ、いや、それよりも。領主に会わせてくれるのか」 
 こんなに簡単に会えると思っていなかったのか、海⾺は信じられないという様⼦
で春に問う。それに春は空を⾒上げて「あー」と⾔葉にならない⾳を漏らした。 
「会わせるというか、場所を変えるだけだな。ここだと内密な話もできんから」 
「場所を変える？」 
 海⾺が⾸を傾げると、春は困ったように笑った。 
「私が、⻯胆領の領主だからな」 

⼆、燃える空の元で 

 燃えているかと思うような空の⾚。 
 海⾺は、尾⼭村の⽥の中から、それを眺めていた。 



 尾⼭村は、周囲を新緑豊かな森に囲まれた朝座領と⻯胆領のちょうど境に位置す
る⼩さな農村である。⻯越⼭を背にしており、辺境と⾔っても過⾔ではないほど⼈
気の少ない場所にあり、尾⼭家という名家の⾎筋が⻑となって治める村であった。 
 そんな尾⼭村には春から夏にかけて、空が⼣暮れ時のように⾚くなる不思議な現
象がみられた。俗に『紅燭』と呼ばれるその現象は数⽇に⼀回の頻度で⽇中に現れ
た。 
 今⽇も紅燭が起き、真昼だというのに空は⾚い。 
（そういえば、どうして、⾚くなるんだろう） 
 尾⼭村に⽣まれた者ならば、当たり前に⾒続けてきた光景。 
 幼いながらに尾⼭家の当主である海⾺も常に⾒慣れていたはずなのに、その⽇は
なぜか疑問を持った。鍬で畝を作っていたのだが、途中で⼿を⽌めて空を観察す
る。 
（俺、紅燭が起きる理由知らないや） 
 はたと気づいた海⾺は、⾸を傾げた。 
「どうした、海⾺。呆けて」 
 間延びした声に呼ばれて海⾺が振り向くと、あぜ道に⼀⼈の⽼⽗が佇んでいた。 
「爺様」 
 海⾺がそう呼んだのは、尾⼭村で最⾼齢だとされる百姓の⽥村だ。 
 痴呆になっている為に近頃の⾔動は覚束ないが、物知りで経験も豊富な⼈物だっ
た。 
 海⾺は、この⼈ならば知っているかもしれないと思い⾄り、作業する⼿を⽌めて
あぜ道に駆け上った。着物に泥が跳ねるのも気にせず、海⾺は今ある疑問を解消す
るべく⽥村に尋ねた。 
「爺様、紅燭って、なんで起きるのか知ってる？」 
 海⾺の⾔葉に⽥村は⽬を丸くした後に、うんうんと⾸を縦に振った。 
「知っとる、知っとる。紅燭はな、⻯が吐く炎なんじゃ」 
「⻯って…あの御伽草紙に出て来る奴？」 
「そうじゃ」 
 断⾔した⽥村に海⾺は訝しげな眼を向ける。 
「⻯は、何⼗年も前に滅んだはずだろ？」 
 海⾺たちの暮らす東ノ本と呼ばれる国には、かつて⻯がいたとされている。 
 鰐のような⼝に、何尺もある⼤きな⾝体、翼を持った⽣き物で、⻄の⼤陸から東
ノ本に渡って来たという。しかし、すでに滅び、今では空想の産物とまでされてい
る。

「いや、⻯は居るんじゃよ」 
 ⽥村は秘密を語るように潜めた声で告げる。 
「紅燭を起こしているのは、隣の⻯胆領に棲む⻯神様じゃ。あそこは⻯が⽣まれ、
育つ國じゃからのう」 



 ⽥村は⾔いながら、海⾺の瞳をまっすぐと⾒据える。 
「何かあれば、⻯胆領の領主を頼れ。⻯は弱者を守ってくれる。あそこは、どんな
⼒ある⼈間であっても⼊るには領主の許しが居る。匿ってもらうには最適じゃ」 
「⻯かぁ…」 
 海⾺は半信半疑で、⾸を捻った。 
 いきなり、空が⾚くなる理由が⻯神の炎だと⾔われても、理解が追い付かない。 
 呆けた爺様の⾔い分だ。 
 海⾺は話半分に、それを聞いていた。 
「って、爺様。何かあればなんて縁起の悪いこと⾔うなよ」 
 冗談でも⾔われると胆が冷える。 
 笑いながら海⾺は⾔うが、⽥村の顔はいつになく真剣でありながら、同時に何か
を悟ったように⽬を細めていた。 
「海⾺、村⻑の⾎筋であるお主が⽣きていれば⼤丈夫じゃ。 
 …今⽇、⾺の嘶きが聞こえたら、⼦供と若い⼥を連れて⻯胆領に⾛れ」 
「爺様？」 
 何を⾔っているのか、海⾺は判らなった。 
 判らないでいる間に遠くで、⾺の嘶きが聞こえた。 
 ⽥村が⾔ったばかりの⾔葉と嘶きが重なって海⾺は、疑問で⽴ち尽くす。 
 すると年⽼いているとは思えないような⼒強さで⽥村が海⾺の背を叩いた。 
「⾏け、はやく⾏け！」 

   そこからは、⻑いようでもあり、⼀瞬のことのようでもあった。 

怒鳴られた海⾺は肩を⼀瞬、震わせてから弾かれたように駆けだした。 
 よく判らないが、逃げなくてはいけない、⾛らなくてはいけないと⼼から湧き上
がる感情に、⾜が勝⼿に動いた。 
 あぜ道を駆け抜け板葺きの家屋が集まる⼀⾓に⾶び込んだ。 
 海⾺がやって来くれば、皆も⽥村同様に悟ったような顔をして迎えた。 
 そして、年寄りを筆頭に、集まった村⼈らは不思議そうな顔でいる幼⼦や娘の⼿
を引いて海⾺の元にやって来た。 

「⻑、皆を頼む」 
「⾛って、逃げてくれ」 
「達者で」 
 各々はそういうと、駆り⽴てるようにして海⾺と⼦供たちを⻯越⼭の⽅へと追い
やった。 
 海⾺⾃⾝は、訳が分からなかったが、疑問を尋ねようとする前に⼿⾜は勝⼿に動
き出した。 
 託された幼⼦たちの⼿を引いて、海⾺は⻯越⼭へと⼊った。 



 ⼦供たちも何が起こっているのか、まったく分からない顔をして中には泣き出す
者もいたが⾜を⽌める者は誰もいなかった。 
 まるで⾒えない⽷で操られているかのように、皆は⾛った。 
 海⾺も⾃⾝の⼼とは裏腹に、勝⼿に動く⾜によって⼭を登った。 
 ⼭麓より、少し上に登った頃、誰かの悲鳴で海⾺は振り向いた。 
「…燃えている」 
 空の⾚に劣らぬほどの⾚が、村から広がっていた。 
 ⾵も吹いていないのに、冬でもないのに、炎は⾛って村と⽥畑を焼き始める。 
世の終わりだと、海⾺は思った。 
 燃え広がった⾚は、ゆっくりと⼭にも⼿を伸ばしてくる。 
 空も、地も⾚く染まり、灼熱の地獄にみえた。 

「⼤丈夫か？」 
 春に呼びかけられ、回顧していた海⾺は、息を呑んだ。 
 改めて周囲を⾒回し、今、⾃分が居る場所を確認する。 
 寺から移動した海⾺が居たのは、蒼⽥城の広間だった。 
 華美すぎない⽊造りの何⼗⼈と⼊れそうな⼤広間には春と、道中で名乗ってくれ
た諏訪と饕餮という男と海⾺を含め、四⼈だけが座していた。上座に座った春は、
気遣いの眼差しで海⾺を⾒つめている。 
 事の起こりを話しているうちに、周囲が⽬に⼊らないほどに考えこんでしまって
いたらしい、と気づいた海⾺は春に軽く頭を下げた。 
「⼤丈夫、です」 
「本当か、具合悪いなら⾔えよ？」 
 ⻘さの残る海⾺の表情を伺ってから、春は困ったような顔をした。 
「追い打ちをかけるようで、すまんと思うが確認させてほしい。 
 ⾜が勝⼿に動いて、⼦供たちと⼭を登った後、どうした？」 

 海⾺は⼀度、唾を飲み込んで深く息を吐いてから語り始める。 
「⼭を登っている途中で炎が追いかけて来たんです」 
「追いかけて来た？」 
 訝し気に諏訪が尋ねれば、海⾺は⾸を縦に振った。 
「⼭全体に燃え広がるんじゃなくて、まっすぐに蛇が追ってくるように、後ろから
俺たちを追いかけきて。騎⾺が追いかけて来るような⾳もして、⾛って⼭を半周し
て、そのまま⻯胆領の⽅に⼊って、あとは平野を通って、夜のうちに村に忍び込み
ました」 
 ⽮継ぎ早に海⾺が告げれば、春たちは顔を⾒合わせた。 
「どうしたもんかな」 
 春が腕を組んで困ったように⾔う。 



それに海⾺はびくりと肩を跳ねさせた。 
 恐る恐ると⾔った様⼦で春と、上座の近くに座す諏訪と饕餮の顔⾊を窺えば、三
⼈は揃って⾸を傾げていた。 
今、⾔った事情を信じてもらえていないのか。 
海⾺は⼰が嘘疑われている、と推測して居⼼地の悪さと焦りを感じた。 
 頬や⼿に汗をかきながら、海⾺は意を決して、頭を下げた。 
「あの、領主さまが、疑う気持ちはわかります。でも、嘘は⾔っていません。俺た
ちには⾏く当てもなくて。それに何が起きたのか、まだ混乱していて分らないんで
す。だから、しばらくの間だけ、少しだけでいいので、信じて此処においてくださ
い。 
 …お願いします！」 
村から出た⼦供たちは、憔悴と混乱に包まれている。 
 今から⻯胆領を出ても、疲れ果てるだけなのが⽬に⾒えていた。 
 突然、逃げろと⾔われて逃げたら村が燃えていた、などという不可解な事を話す
⾃分を信⽤してもらえるとは、海⾺⾃⾝思っていない。 
それでも短い間だけ休ませて欲しいと頭を下げる他に出来ることがなかった。 
「いやいや、疑ってはいないさ」 
「え？」 
 春が普通に⾔ってくるものだから、必死に頭を下げていた海⾺は思わず顔を上げ
た。 
 春は頭を掻きながらも海⾺をまっすぐに⾒据えていた。 
「むしろ、海⾺の⾔葉で、事情は把握出来た」 
「把握って…。俺の村に、何が」 
 海⾺⾃⾝、何が起きたのか未だに理解出来ていない。 
 寺で聞き⽿を⽴てていたので、幕府の関係者が村を襲撃したということは判った
が、それ以外に何故、どうして、という部分が推測出来ないでいた。 

 そして、⽥村たちが⾃分たちを逃がした理由や⾜が勝⼿に動いた現象も何も分か
らない。 
 意思があるように動いた炎のことだって夢を⾒ていたのではないか、と⼰の頭と
⽬を疑っているような状況だ。 
 それなのに、この春という⼥城主は何を把握出来たというのか。 
「お前の話だけじゃ、さすがに私でも混乱するさ。でも、私には優秀な草がいる
し、そもそも私はこう⾒えて、⾊々と博識だからね。集めた情報を整理すれば、
⾊々とわかるさ」 
 春が⼀⼈で納得顔になれば、黙っていた饕餮が⽚⼿を上げる。 
「春姫、俺まったく分からねぇんだけど。つまり、どういうことだ？」 
 饕餮が⾸を傾げれば、反応したのは春ではなく諏訪だった。 
 諏訪はひくり、と⼝元を歪めると饕餮を睨んだ。 



「…間抜けな質問をするな、ど阿呆」 
「はぁ？ どこか阿呆なんだ。つーか、てめぇは事の次第が判ってんのかよ」 
 饕餮は苛⽴ち混じりな質問に、諏訪は呆れを含んで嘲笑した。 
「あぁ、判るとも。強いていえば、事情を知っている側の貴様が何故理解できない
のかが判らないが。いい加減、その阿呆な脳みそを変えてもらえ。このままでは貴
様のせいで主たる春様の品位まで疑われる」 
 それに饕餮が「ほう」と⽬を細めた。 
「そういうお前こそ気を付けた⽅がいいんじゃねぇか。てめぇのせいで、うちには
頭の固い⽯頭しかいねぇのかと思われる」 
饕餮が⾷って掛かれば、今度は諏訪が「なに」と眉間に皺を寄せた。 
「品がない莫迦に⾔われたくはない」 
怒りを放ちながら諏訪が饕餮を睨めば、喧嘩は買うと⾔わんばかりに饕餮が反応し
た。 
「莫迦だぁ？ 堅物阿呆に⾔われたくねぇよ」 
「阿呆だと？ 俺に⾔っているのか、それは」  
諏訪と饕餮が同時に前のめりになる。 
⼆⼈の間に剣呑な空気が流れる中。 
「お前ら、喧嘩するなら外でやってこい」 
 呆れ半分、怒り半分に顔を歪めて春が⾔えば⼆⼈の顔が恐怖に染まった。 
 ぎぎ、と奇妙な固まり具合で⼆⼈は⾸を春へと向けた。 
「すいやせん、度が過ぎました」 
「申し訳ありません、春様」 
 頭を下げた饕餮と諏訪に、春は静かに息を吐いた。異様な緊張感に関係のないは
ずの海⾺ですら固まる。 
「…次やったら、私が直々に外に放り投げるからな」 

と、春が⼩さく呟けば「御意」と⼆⼈は更に深く頭を下げた。 
「さて、と」 
仕切りなおすように春が息を吐き、重苦しかったはずの空気は⼀気に霧散する。 
「話を戻すぞ。饕餮の問いに対する答えだが。まずはこれを⾒てほしい」 
 春は懐から、⼀枚の書状を取り出し海⾺や諏訪たちの⽅に表を向けて広げた。 
 書状には達筆な字で⻑々しく何かが書かれているが、あまりにも流れるような⽂
字で百姓と共に育ち、碌に字を覚えていない海⾺には読みにくい代物だった。 
 ただ理解できるのは、書状の最後に幕府の将軍が使う花押が押されていること
だ。 
「これな、隣の朝座領に幕府から送られて来たものらしいんだが、要約すると、こ
うだ。 
 …尾⼭村にて⻯の卵が発⾒された。⻯の卵を保持することは、⻯狩令に反する
為、処罰した。しかしながら、尾⼭村の残党が⽣きている可能性があり、⾒つけ次



第、捕らえて幕府に報告せよ、ってな」 
「…⻯の、たまご？」 
 何だそれは、と海⾺は⽬を丸くしたが、周囲の反応、特に饕餮の反応はまったく
違うものであった。 
「⾒つかったのか、卵！」 
 驚きの中にも喜びを重ねて、饕餮が⽴ち上がる。 
 突然、巨漢が⽴ち上がったことで驚く海⾺に饕餮は詰め寄るとぎょろりとした瞳
を⾒開き、⼝⾓を上げた。 
「海⾺つったか、お前の村にあるのか。⻯の卵が」 
「い、いえ。俺、そもそも卵がなんなのかすら、分からないんですけど」 
「うん？ あるんじゃないのか」 
 饕餮が⼼から不思議そうに⾸を傾げつつ、諏訪と春の⽅を確認するように⾒や
る。 
 背後では呆れた顔の諏訪と困り顔の春がいる。 
 春は眉を⼋の字にすると。 
「あくまで、幕府の⾔い分な。夜頭の調べだと、尾⼭村に卵らしき物はなかったら
しい」  
 春の⾔葉に饕餮は肩を落として、消沈した⾜取りで元の位置に戻った。 
「ねえのかよ」 
「⻯が卵が産まれなくなって、どれ程の時が経ったと思っている。卵がある訳がな
いだろう」 
 いつもながらの呆れた声⾳で諏訪が⾔えば、饕餮は不快そうに眉間に皺を寄せ
た。 
「まあ、饕餮の気持ちも分からんでもない。卵が⾒つかったら嬉しいもんな」 
 春が少し肩を持つように⼝添えれば、饕餮は⽬に⾒えて明るくなり、諏訪は叱ら
れた⼦供のような顔をして不満を訴える。 

 ⼀⽅、話に置いて⾏かれた海⾺は三⼈の顔を⾒⽐べてから、⼝を開いた。 
「あの、卵って、何ですか」 
 すると。 
「卵は卵だろ」 
「⻯は卵のことだ。今では皆、⺟親から産まれるが昔は卵から産まれた」 
「ほら、鶏とか蛇とか殻みたいなのに包まれて産まれるだろ、あれと同じ」 
 饕餮、諏訪、春の順で説明をしてくれる。しかし、三⼈の素早く⼩気味よすぎる
⾔い回しに、海⾺が理解するには少しの間を要した。 
 海⾺は考えた。 
 三⼈が何も⾔わなかったので、静かな広間で頭を捻って考えた。 
 そして、ようやく⾔葉を噛み砕き、理解しようとしたところで再び、⼝を開い
た。 



「まるで、⻯が存在しているみたいに、⾔うんですね」 
 春たちのやり取りが冗談だと判断し、少し苛⽴ち混じりに海⾺は⾔った。 
 ⼈が苦しんでいるのに、冗談を⾔うなんて、と不快感に顔を歪めれば、諏訪と饕
餮が⽬を丸くした。⼀⽅、春は⽬を細めると「ほう」と⼩さく息を漏らした。 
「なるほど、まぁ、仕⽅ない反応か」 
 春は苦笑しながら⼀⼈ごちると、柔らかな視線を海⾺に向けた。 
「海⾺は、私たちがふざけていると思っているんだな？」 
「…そうじゃないんですか」 
「残念ながら嘘でも冗談でもない。⻯はいる。これは紛れもない事実で、そしてこ
れを信じて貰わないと、話は何も進まなくなる」 
 はっきりとした⾔葉で、春が⾔い切る。まっすぐと海⾺を⾒据えたまま断⾔した
姿は、嘘をついているようには⾒えず、海⾺はたじろいだ。 
「話が進まないって…」 
「海⾺の⾝に降りかかったことは、⻯に関わって起きたことだからな」 
 春はそこで肩を竦めてから、天井を仰いだ。その様⼦を⾒ていた海⾺は、『⻯』
という⾔葉を反芻し⽥村が⾔っていたことを思い出す。 
「⻯が⽣まれて、育つ國…」 
 ⽥村は、そう⾔っていたと、海⾺が思わず、呟くと場の空気が⼀変した。 
 諏訪と饕餮は顔に僅かな喜⾊を浮かべ、春は⼒強く頷く。 
「そう、此処は⻯が⽣まれて育つ國。⻯の末裔が暮らす場所だ」 
 きっぱりと春が⾔い切れば海⾺は唖然とし、少しだけ頭を抱える。 
「…でも、⻯は滅んだって」 
「まぁ、世間ではそう⾔われているが。 

 ⻯がいるからこそ幕府は⻯狩令なんてものを未だに使⽤しているんだ」 
⻯狩令。 
それは、幕府が何百年も前に作った法令だ。 
内容は⾄極単純で、幕府が危険と判断した⻯がいるのであれば、すぐに殺すことが
出来る上に、⻯を匿う等のことを⾏えば⼈間であっても、処罰される、というもの
だ。 
かつて⻯という⽣き物が存在していた頃に⼤勢の⼈間が危険にさらされたことか
ら、多⽤され、それが原因で⻯の存在は国から亡くなった、とまで⾔われている。 
「幕府が尾⼭村を焼いたのも、⻯狩令に従ってのこと、だな。⻯を育てること、能
わず、ってな」 
「でも、俺たちは⻯の卵なんて知りません」 
なのに、何故、焼かれる。 
 仮に⻯や⻯の卵があったとしても、村が焼かれる理由が判らない。 
海⾺が尋ねると、春は困ったような顔をして呟いた。 
「誤解かもしれないな」 



「ご、誤解…？」 
「数⼗年前にも、似たような事例がいくつかあってな。⻯や⻯の卵を保持している
として焼かれた村があったはずだ」 
「そんな…」 
海⾺はやるせなく、肩を落とした 
過去の産物のせいで、村が焼かれたなどというのは誰も信じたくはなかったのだ。 
同時に幕府のいい加減な判断で、村が焼かれたことに憤りも含んで海⾺は、しばし
の間、呆けるしかない。そんな中で饕餮が困ったような顔を春に向けた。 
「春姫、俺にも事情は⼤体、分かりやしたが。 
 追いかけて来る炎とか、勝⼿に⾜が⾛ったとかは、どうやって説明するんですか
い。 
 それに、坊主の⾔葉を聞くに、⽥村っていう爺さんは襲撃されるのを知っていた
みてぇじゃねぇですか」 
 質問をする饕餮に、再び諏訪が溜め息を漏らした。 
「貴様、忘れたのか。尾⼭家は⻯胆家の遠い親類に当たる家系だ。その村で暮らす
村⼈も同様だ」 
 それは海⾺も知っている事実である。 
⻯胆領で暮らす⼈々と尾⼭村はもともと、同じ⾎筋だと⾔われている。そして、海
⾺⾃⾝も領地を治める⻯胆家とは遠い親戚にあたるということは村でも皆が知って
いた。 
 海⾺はその事実と、今の会話が結びつかずに⾸を傾げたが、饕餮は納得した様⼦
で頷いた。 

「巫⼥の⾎筋ってことか。そりゃ、呪術で先読みや⼈の⼿⾜ぐれぇ動かせるわな」 
 巫⼥とはつまり、どういうことなのだろう、と⾸を傾げた海⾺であったが問う前
にそ春が膝を叩くと共に、⽴ち上がった。 
「まぁ、⻯云々の話はさておき。事情も分かったし、ひとまず尾⼭村の百姓は⻯胆
領で保護するという形にしよう」 
「え、あ…よろしいのですか！？」 
「よろしいも何も、有事の際には⼿を貸すという盟約が尾⼭とは結ばれている。な
により、⾏く場のないものを外に放置するような真似は、私個⼈としてもしたくな
い。それとも何か不満でもあるか？」 
「え、あ、いえ。そうしていただけるなら、ありがたいです」 
むしろ、願ってもないことだと海⾺が⾔えば、春は繰り返し頷いた。 
「では、私たち、⻯胆領⼀同は君たちを迎え⼊れる。饕餮。蕗のところに百姓を案
内してやってくれ。蕗には任せる、と⾔ってな」 
「了解ですぜ」 
頷いた饕餮がたちあがると、春は静かに海⾺を⾒つめた。 
「しばらくは先ほどの寺で体を休めていてくれ。細かい事柄はまた後⽇、決めると



いうことで、な？」 
有無を⾔わさぬ声⾳に海⾺がうなずくと、饕餮が歩き出した。 
「ほら、早く⾏って飯でも⾷おうや。ほかの餓⻤どもに顔も⾒せねぇと」 
 まだ思うところがないでもない海⾺だったが、今は村⻑として皆の様⼦を確認し
に戻りたいという気持ちが先⾏し、⽴ち上がる。 
「海⾺」 
⽴ち上がった海⾺に春が笑う。 
「ゆっくりと休んでくれ」 
春はそういって⼿を振る。 
海⾺は何か⾔おうか、しばし迷ったのち、送り出す春に頭を下げて広間から出て⾏
く。 
程なくして笑顔で海⾺を⾒送っていた春は表情を消すと、ついっと視線を動かし
た。 
「…で、どうだった。夜頭」 
春が尋ねると、⼈がいなくなったと思われた広間の端で男が⽴ち上がった。 
外⾒に特徴がこれといってない、あえて⾔うならば猫背であるということだけの⻘
年は、ゆったりとした歩調で歩み寄ってきた。 
「尾⼭村に⽣存者も卵もありませんでしたねぇ。ついでに⾔うと、死体もありませ
んでしたねぇ、えぇ」 
「死体も？ どういうことだ？」 

諏訪が訝しげに尋ね返すと、夜頭はポリポリと頬を掻く。 
「理由は判りませんが幕府の奴らが、全部、城に持って帰ったようで、えぇ。 
それと、お嬢の予想通り、卵なんてものは村にはなかったみたいですねぇ」 
春とはまた違った間延びのした独特な喋り⽅をしながら夜頭が告げると、諏訪の眉
間に皺が深くなった。 
「では、海⾺という少年の⾔は事実か。そうすると、冤罪で村を焼かれたことにな
るが…」 
「まぁ、幕府の⾺⿅将軍は、冤罪だと認めんだろうな。むしろ、変な悪知恵を働か
せてきそうだ」 
春は、そう告げてから⼩さく息を吸った。 
「幕府が動くぞ」 
その⼀⾔で、諏訪と夜頭の顔が険しくなった。 
「では、戦が起こると？」 
「判らんな。だが、可能性は⾼い」 
「…準備をさせておきます」 
諏訪は⾔うなり、急いた様⼦で広間から出ていくと、春は残った夜頭へと顔を向け
た。 
「夜頭。お前は、志⼾城に探りを⼊れてくれ。 



 ⻯の卵が尾⼭にあるという情報は誰が流したのかを探れ。 
 それと、死体の⾏⽅もな」 
「了解ですねぇ、はい」 
夜頭が、その場から掻き消えるように姿を消せば広間は途端に静まりかえり、春は
深い溜め息を漏らす。 
「…⻯を使いたくはないんだがな」 
聞く者の⽅が苦しさを覚えるような声で、そう呟いた。 

※ ※ ※ ※ 

⼀⽅、饕餮に連れられた海⾺は⼊り組んだ城内を歩いていた。 
「あの、俺たちはこれから、どうなるんですか…？」 
「住む場所が決まってないから、しばらくは寺で暮らすようだな。 
 んで、のちのちに春姫が領内に住む場所なり⽥畑なりを考えて、交渉してお前た
ちはそこで暮らすってことになるんじゃねぇかな」 
⼤雑把に今後のことを伝えた饕餮は、どんっと傍らを歩く海⾺の背を叩いた。 
あまりの勢いに海⾺は前につんのめるが、饕餮は⼀切、気にする⾵もなく笑顔を浮
かべた。 

「⼼配すんなって。春姫が、あんたらを迎え⼊れると⾔ったんだから、俺たちも全
⼒で⽀援する。守りの約がある以上、領内にいる限りお前らは安全だ」 
「守りの約…？」 
聞きなれない単語に⾸を傾げると、饕餮は⼀瞬驚いた顔をしたのちに納得顔になっ
た。 
「あ、そういえばお前、⻯を信じてなかったか」 
「いえ、存在⾃体を信じてないってことじゃなくて。 
 昔にいたことは判るんですけど、今いるのかは半信半疑で」 
「なるほどなぁ。ま、⾒てねぇもんを信じろっつっても分かんねぇよな」 
うんうん、と饕餮は頷いてから「だが」と腕を組んで唸った。 
「⻯胆領に住むなら、あまりそういうことは⾔わねぇ⽅がいいな。領内で暮らして
いる奴は百姓商⼈⼠分に問わず⻯の⼦孫ばかりだからな。 
『⻯なんていない』っていえば、⾺⿅にされたような気分になって怒る奴もいる」 
「…やっぱり、今もいるんですか。⻯」 
本当にいるような⼝調で、饕餮も語るものだから海⾺は恐る恐る聞き返した。 
饕餮は、それに「あー」と天を仰ぎ、頬を掻きながら⾔葉を濁す。 
「いるっちゃいるんだが、いねぇっちゃいねぇ」 
「…なんですか、それ」 
「⾊々複雑なんだよ」 
饕餮は⾔うなり、眉尻を下げた。 



「…俺みてぇな奴はもどきみてぇなもんでな。姫様や諏訪は本物だから、そっちに
聞けば詳しいことは判るだろう。あ、諏訪ってのは広間にいた、眉間に皺寄せた奴
のことな」 
⾃ら眉間に皺を寄せて諏訪の真似をする饕餮。 
まったく似ていなかったが、海⾺には饕餮が誰のことを⾔っているのかすぐに判っ
た。 
「姫様の側に座っていた⼈ですか」 
「そうそう、⻯についてはあいつなんかが詳しいからそっちに聞いてくんな。俺が
⾔えるのは、守りの約ぐれぇだな。 
で、前置きが⻑くなったが、守りの約ってのは皇家と⻯胆家によって作られたもの
だ」 
皇家とは遠い都を治めているという神の⾎筋の⼀族のことだ。この世で⼀番、⼒の
ある権⼒者の名が出たことに海⾺は仰天する。 
「皇家って、あの都にいる！？」 
「まぁ、そうだな。⻯狩令が出て⻯が殺され始めた頃に⻯と友好関係にあった⻯胆
家が願い⽴てて、⻯を守る法を作り、権利を得た。だから幕府の奴らは勝⼿に⻯胆
領に⼿は出せねぇし、幕府が無理にでも侵⼊してきたら武⼒で押し返すこともでき
る」 
他にも⾊々な許しが出ているぜ、と饕餮が⾔えば海⾺は驚きを隠さずに呟いた。 

「…その、⻯胆領に⼒がある⼈でも簡単に⼊れないってのは知っていて。 
だから、逃げて来たんですけど。皇家に認められた条約があったなんて」 
知らなかった、と海⾺は⽬を瞬かせれば饕餮が声を上げて笑った。 
「守りの約が、どんなものかも知らずに、それだけのことで来たのか。なかなかに
勝負師じゃねぇか」 
関⼼したように、どんどん、と⽴て続けに饕餮は海⾺の背を叩いた。 

 それからしばらく海⾺たちは城内を歩き回り、東乃⼝と呼ばれる登城⼝から出
て、城下に降りた。賑やかな喧噪の町を抜けて、柳宮寺の近くにある⽥畑に囲まれ
た農村にたどり着く。 
「おーい、蕗はいるかぁ」 
饕餮が呼びかければ、板葺きの家屋が集まっている場所より⼀⼈の少⼥が駆けてき
た。 
⿇の⼩袖を纏っており、顔⽴ちは⼤⼈びていて、優しげに細まる⽬元が可愛らし
い。そんな少⼥はやって来るなり、平伏をしかけるが饕餮は⼿を振って、それを制
した。 
「あー、いいぜ。蕗。礼だのなんだの、⾔っている暇はないんでな」 
「ということは、急ぎの御⽤ですか。饕餮さま？」 
⽴ち上がりながら蕗と呼ばれた少⼥が尋ねると、饕餮は⼤きく頭を縦に振ると背後



を顎で⽰した。 
「こいつは尾⼭の海⾺だ。⾊々あって百姓たちと逃げ込んできてな。春姫が迎え⼊
れるから、蕗に任せるってよ」 
饕餮の⾔葉に蕗は⽬を丸くしたのち、溜め息をついた。 
「…姫様はわたしのことを過信しすぎではありません？ ただの百姓に、そんなこ
とを任せてしまうなんて」 
饕餮の⾔葉に蕗は眉を⼋の字に下げた。 
頭を掻いた饕餮は、少しだけ申し訳なさそうな顔になって拝むように⽚⼿をたて
た。 
「悪ぃな。つっても、春姫は蕗を気に⼊ってからな。気に⼊られたもんとして応え
てやってくれ」 
「…仕⽅ないですね」 
蕗は肩を竦めると笑みを浮かべて、海⾺へと視線を向けた。 
「初めまして、わたしは蕗です。この深⼭村の村⻑を務めていますので、以後よろ
しくお願いします」 
こんな若い娘が村⻑か、と海⾺は驚きを露わにするも、⼰もあまり変わらぬ年で村
⻑と名乗っている為、⼈のことは⾔えないなと思い直す。 
「尾⼭の海⾺です。よろしくお願いします」 

頭を下げた海⾺に、蕗は頷くと饕餮を⾒上げた。 
「他にも村⼈がいるのですか？」 
「ああ、柳宮寺の⽅にいるぜ。明⽇以降に、春姫が来たら細かい調整をしてやって
くれ」 
「判りました」 
蕗は⾔うなり、村の⽅へぴゅっと駆けて⾏った。 
程なくして戻って来くると蕗は「じゃあいきましょうか」と歩き出した。 
饕餮もその後を歩き出したので、海⾺はそれを追って、再び進みだす。 
村を突っ切れば、再び柳宮寺が⾒えてきた。 
「あの寺を管理してるのは、蕗と深⼭村の百姓だからしっかりと⾔うこと聞けよ」 
饕餮はそれだけを⾔うと、海⾺を振り向いた。 
「よし、じゃあ海⾺、あとは蕗の⾔うこと聞いとけ」 
「判りました。わざわざありがとうございます」 
「応よ」 
饕餮は頭を下げた海⾺の肩を叩き、蕗へと⽬を向けた。 
「それと蕗、⾜りねぇものがあったらすぐに⾔ってくれ。とまず、必要なもんは後
で姫が送ってくるだろうが」 
「はい、⼼得ています」 
頷いた蕗に饕餮は踵を返して、急いたように歩き出した。 
「俺はそろそろ⾏かんとまずいから戻るぞ」 



前につんのめり、転びそうになりながらも疾⾵のごとき速さで村を駆け抜け、あっ
という間に遠くの距離まで⾛っていってしまった。 
「…さて、ひとまず、顔合わせをしてから⽔浴びをして布団を出しましょう。それ
と、⼣餉の⽀度もしましょうか」 
饕餮の⾔葉が気になり⽴ち尽くしていた海⾺に蕗が呼びかけた。 
 寺に歩み寄ろうとして、海⾺はふと空を⾒上げた。 
 ⻘い空を侵すように⿊い⾬雲が⼭の⽅から流れて来ていた。 

⼆、戦前の思惑 

「つまり、取り逃がしたということか。よりによって⻯胆領に、か」 
「然り、弁明の余地もございません。また、⻯の卵なる物も⾒つけること相成りま
せんでした」 
 ⼰の主たる苛賀の問いかけに、破鉢は頭を下げたまま肯定を⽰した。 
 幕府の政庁たる志⼾城の広間である。下座には多くの重⾂がそろっており、破鉢
の答えに、集まっていた者たちからは⾮難の声が漏れ、部屋全体に響き渡り始め
る。 
「情けない」 
「百姓相⼿に⼿を焼いたか」 
「破鉢も年⽼いたな」 
などいう声が⼩さいながらも、棘を持って破鉢を攻撃する。 
破鉢も仕⽅ない、と⽢んじて咎めを受けていたが、苛賀が⽚⼿をあげれば、それは
ぴたりと声が⽌んだ。 
「よい、顔を上げよ」 
主の許しに顔を上げた破鉢は驚いた。苛賀の顔には満⾯の笑みが浮かんでいたので
ある。 
「よくやったな、破鉢」 
「…それは如何様な意味でしょうか」 
尾⼭村の百姓を⻯胆領に逃がしたことや⻯の卵を⾒つけることが出来なかったの
は、⼤きな失態であり、叱責されるものと思っていた破鉢には、苛賀の表情の意味
合いも褒められる意味も理解できない。 



「元々、あの場所には卵などないのだ。すべてはただの布⽯なのだ」 
「布⽯？」 
 ますます苛賀の⾔葉が理解できない破鉢に対し、苛賀の表情は喜⾊に溢れる。 
 そして、破鉢が驚く⼀⾔を発した。 
「そうだ、あの忌々しい蒼⽥城を落とす為のな。」 
「なっ…⻯の城を?」 
驚きの声を上げた破鉢に加えて、広間に集められていた⾂たちからも息を呑む⾳が
発せられる。それは正しい反応と⾔えた。 
かつて幕府は、幾度となく⻯胆領に攻め⼊ったが、⼀度も勝利していない。 
繰り返し追い返され、苦い思いをしてきた過去があるのだ。 
「殿、考え直しを！ 
 ⻯を相⼿にすることが、どれほど無謀かはご存じかと思われますが?」 
 破鉢は苛賀の⾔をかみ砕くと共に、反論を投げかける。 

 ⼰の意に反することを⾔われた苛賀は、⼀瞬だけ眉をひそめたが、すぐに元の表
情へと戻り、上座で声を上げて笑い出した。 
「確かに⻯は脅威だ。 
だからこそ、我らは⻯狩令を発した。 
 しかし、⻯が城に逃げ込んだことで悲願を遂げることはなかったのだ。 
 そして、今もなお⻯の⾎を引く者たちが、⻯胆領に住んでいる」 
そんなことは、⾔われなくとも判っている、と破鉢は内⼼で怒りを爆発させた。 
かつて、⻯狩令を発したときに⼤半の⻯は駆除できたが、残った何匹かが現在の⻯
胆領に逃げ込み、その地で⼈間と⼦を成した。⻯胆領の⺠や⾂には多少なりとも⻯
の⾎が混ざっている。それは幕府に関わる者であれば誰でも知っていることであっ
たが、苛賀はまるで⼦供に物を教えるような⼝調で、⾔葉を続ける。 
「我が祖⽗や⽗が、⼒を尽くし何度、攻めようとも、あの城は落ちなかった。 
 だが、私の代で歴史が変わるのだ」 
「…何をなさる御つもりか。守りの約がある以上、⻯狩令は⻯胆領では使⽤できぬ
はず」 
 今回の件をどうやって、城を落とす⽅法につなげるのか、と破鉢は問いかけた。 
「まず、⻯の卵は、尾⼭村にあったのだ」 
「…ないことはすでに確認したはずですが」 
「あるのだ。今、私がそういうことにした」 
強要するように苛賀は告げてから、⼝⾓を上げる。 
「そして、⻯胆領に使者を送る。⻯の卵があった以上、尾⼭の残党は罪⼈だ。罪⼈
を引き渡すかどうかを交渉し、引き渡さないというのならそれを理由に城攻めを⾏
う。もし、引き渡すと⾔ったとしても、蜥蜴共の顔に泥を塗るくらいはできるだろ
う」 
 あまりにも相⼿を⾺⿅にした発⾔に、破鉢のみならず⾂下たちの顔にも不満が浮



かんだ。 
 破鉢は、簡単に城を落とせると思っている苛賀に憤りを感じながら、⼝を開く。 
「確かに⻯は誇り⾼い故に、弱者を切り捨てたとなれば⽣涯の恥と思うでしょう
が。仮に城攻めになった場合、こちらに勝機はありませぬぞ。なにせ、⻯は強く、
巨⼤で硬い体に⽮は通らず、挙句に空も⾶べば、炎も吹くのですからな」 
 ⻯胆家と戦を⾏ったことのある破鉢は経験から語ったが、苛賀はそれを⿐で笑っ
た。 
「いいや、今回は勝機があるのだ。そうだな、⿊部？」 
「ええ、その通りで」 
呼びかけられたのは、破鉢と同じく苛賀の⾂たる⿊部という男だった。 
普段からにやにや、と品のない笑みを浮かべる⿊部に不快感を持っていた破鉢は、
何を⾔うのかと中⾁中背の⾝体を睨みつけた。 
⼀⽅、破鉢の反応をなんとも思っていないのか⿊部は胸を反り返らせて語り始め
た。 

「某の放った草からの報せによれば、今、蒼⽥城に⻯はいないとのこと。 
 何度も⼈と交わった為にどれも⼈型で暮らしており、⻯になれる者はいないとの
ことで」 
⿊部の⾔葉に、おお、と広間の所々から感嘆の声が上がる。 
しかし、破鉢だけは更に顔を険しくし、疑わしい⽬を⿊部へと向けた。 
「それは誠なのか、⿊部。草からの報せが虚ではないと、⾔えるのか」 
破鉢が追求すると、⿊部は⿐で破鉢を笑った。 
「いくら布⽯とはいえ、百姓を燻すだけの役⽬も果たせぬ能無しは、よく吠えるも
のだ」 
燻す、という⾔葉にぴくりと破鉢の眉は動く。 
破鉢は武⼠の中でも珍しく、百姓領⺠を⼼から愛していた男であった。 
⼰の⾝体の⼀部となり、⽣活に関わる⽶を作っているのだ。 
⼤切にしない理由がない、というのが破鉢の考えであったため、尾⼭村を襲撃する
だけでも、相当に⼼を痛めていたのだが、それをまるで燻製でも作るかのような⿊
部の⾔葉に破鉢は苛⽴ちを募らせる。 
「⿊部よ、⼝を慎め。確かに破鉢は⽼いたが、⽗の代より仕えている重鎮なのだ
ぞ。 
 …破鉢、気に病む必要はない。次なる城攻めにて、武功をたてればよいだけのこ
とだ」 
破鉢が失敗を⾔い当てられたから怒っていると思ったのか。 
⾒当違いの助け船のように、苛賀がそんなことを⾔う。 
何とも的を外したような援助に破鉢は、⼰の主を情けないような、間抜けのように
感じてしまい眉を下げた。それを今度は、戦に対する不安だと苛賀は勘違いしたよ
うで。 



「そう不安がるな、破鉢。此度は優秀な呪術師を雇っているのだ。 
 城攻めになったとしても問題はない。そうだな、綾⿃？」 
「はい、その通りです」 
苛賀が呼んで答えたのは、広間の⼊り⼝付近に座していた男だ。 
頭に⽩い頭⼱をかぶり、唯⼀開いている⽬元では瞳が異様に揺らいでいる。 
「尾⼭村を焼く際に、炎を操った者だ。実⼒はお前もよく知っているだろう？」 
だから、安⼼しろと続けた苛賀の⾔葉に破鉢は⻭噛みした。 
直に村を訪ねた破鉢の⿐には未だに⼈と⽥畑が焼ける匂いが残っている。 
その元凶かと思えば、破鉢は戦⼒の増強を喜ぶよりも怒りや悲しみの⽅が⼤きかっ
た。 
同時に破鉢は、この呪術師を戦に関わらせてはいけないと強く感じる。 
「殿、今⼀度だけお考え直しいただけませぬか」 
「くどいぞ。破鉢」 
不快感を露わにして、苛賀は告げる。 
⼰の⾔を聞くつもりはない態度に、破鉢はやるせない気持ちを強く感じていると、
苛賀は「そうじゃ」と呟いた。 

「破鉢。お主が使いとして、蜥蜴共を挑発してくるのだ。⿊部も付ける故、戦にな
るように差し向けるなり、恥をかかせるなりしてくるのだぞ」  
苛賀の⾔葉に、もう苛⽴ちは頂点に達していた。 

「⿊部…！」 
衆議が終わった後、破鉢は急いで⿊部の肩に⼿をかけて、引き⽌めた。「なんだ」
と顔を顰める⿊部に、破鉢は⼰の考えをぶつける。 
「⿊部、今からでも遅くはない。戦を⽌めるよう共に上訴してくれぬか」 
使者として選ばれた⼆⼈が同じく上訴すれば、殿の考えも変わるやもしれない。 
それが破鉢の考えであったが。 
「何を⾺⿅な」 
破鉢の⾔葉を⿊部は嘲笑しながら、肩を竦めた。 
「御屋形は、すでに戦に決した。⻯になれぬ蜥蜴もどきを潰すのは今が好機であろ
う」 
「好機だと、本気で⾔っているのか?」 
苛⽴ち混じりに破鉢は床を踏み鳴らし、⿊部に詰め寄った。 
すでに怒りは頭の中を⽀配し、渦巻いている。 
「あそこにいるのは⻯だ。たとえ姿は⻯になれずとも、⼼根は⻯のままだ。このま
まで、地獄を⾒ることになる！」 
破鉢の頭の中には、とある光景が浮かんでいた。 
かつて苛賀の⽗の代に幕府が⻯胆領に進軍したとき、若い破鉢もそれに参加してい



た。 
幕府は九千の兵を⽤いて、⻯胆側の約三千の兵と戦を⾏った。 
⻯を掃討する⽬的で⾏われた戦であったが、幕府側は城を攻め落とすことは出来ず
に、途中で退却を⾏う⽻⽬になった。そのとき⾒た⽣き物と、惨状は破鉢の頭の中
にこびりついている。 
「三⼗年前も、⻯になれない兵など⼤勢いた。⼈の姿のままで我らと対峙した者も
いたが、その者たちは侮れぬ⼒を持っていた。何も⻯だけに⼿こずったわけではな
いのだぞ?」 
 破鉢は、⻯胆領に住まう者たちすべてが強靭な兵であると必死に⿊部に訴えた。 
しかし、⿊部は嘲笑の⾊を深めて、破鉢を突き返した。 
「何が⻯だ。ただの蜥蜴であろう。此度は奥の⼿もあるのだ、勝てぬ理由がない」 
「奥の⼿？」 
「そうだ、あの綾⿃という呪術師が秘術を⽤いて、な。詳しいことは⼰で調べるが
よい。」 
⿊部は⼩⾺⿅にして⾔うなり、廊を歩いて⾏ってしまう。 
破鉢はそれを追おうとして、途中で⾜を⽌めた。もう何事も無意味な気がしてなら
なか 

ったのだ。そして、無意味だと思ってしまった⼰にも同時に腹が⽴った。 
「くそっ…！」 
いつになく感情を露わにして怒鳴りながら、廊の⾓を曲がった。次の瞬間、破鉢の
⾝体に何者かがぶつかる。 
「っと、すまぬな」 
怒っていても、⼈の良い破鉢は慌てて倒れかけた相⼿の腕を取って、⽀えた。 
相⼿は顔に特徴がなく、破鉢の記憶にはない⻘年であった。 
⼠分にしてはみすぼらしい着物を纏い、腰には鉈などを納めている為に破鉢は不思
議に思った。 
「いえ、こちらも前を⾒ておらず。誠に申し訳ありません」 
慌てて平伏した相⼿に破鉢は⾸を横に振る。 
「それは構わぬ。其⽅、⾒慣れぬ顔だが、この場所に何⽤だ？」 
⾒慣れぬ相⼿が、武装とまでは⾔わないが鉈をもって城の奥を出歩いていることに
破鉢は奇妙さを覚えて思わず問う。さすれば⾃然な様⼦で⻘年は頷いた。 
「ええ、昨⽇、⼊ったばかりの庭師ですので、⾒慣れぬのは当然かと。 
 …今⽇はそちらの植⽊を⾒分する為に参りました」 
⻘年は平伏したまま告げる。 
そちら、と⾔われて破鉢は廊下の外、すぐ近くに⽣えている植⽊を⾒やった。 
確かに、腰にある道具も庭師のそれと⾔われれば納得できる。 
加えて、どこかで新しい庭師が来ると聞いた気もした破鉢は、受け答えもあまりに
⾃然だった相⼿から警戒を解いた。 
「そうか、突然尋ねてすまぬな」 



「いえ、まったく構いません」 
どのように戦を⽌めさせるかという議題の⽅が重要であった破鉢はすぐさま、⾃室
で考えを纏めるべく平伏した⻘年を放置して、歩き出した。 
残された⻘年   夜頭は、しばらくして顔を上げた。 
「どう報告したもんでしょうかねぇ」 

⻯胆領内 深⼭村。 
そこで、海⾺を含めた尾⼭の百姓たちは各々が鍬を持ち、⽥畑を耕していた。 
「海⾺、あまり無理しないでね」 
あぜ道から、そう声をかけてきたのは蕗だ。海⾺たちが深⼭村に⾝を寄せてから数
⽇が経っているが、その間に⼿を焼き、世話をしてくれている優しい蕗の⾔葉に、
海⾺は⼿を⽌ 

めて頷いた。 
「わかってるよ」 
しかし、本当に理解しているのか海⾺はすぐさま鍬を振り始めた。 
蕗は呆れたような、困ったような顔をしたのちに、再び声を掛けてきた。 
「ねぇ、そろそろ休憩にしない？」 
「でも、休んだら恩返しにならないだろ」 
そう、これは深⼭村にお世話になっている分への対価なのだ。 
⻯胆領に逃げ込んだはいいものの、いまだ尾⼭村の住⼈がどこに住まうかなどは決
まっておらず、深⼭村に世話になっている状況が続いている。よそ者と共同で暮ら
すなど迷惑だろうに、百姓たちは快く海⾺たちを受け⼊れてくれたのだ。せめても
の恩返しにと仕事をしているのに休んでいては申し訳ないというのが海⾺の意⾒で
あったが。 
「そんなに急いで仕事をしても体を壊すだけだよ。ほら、休憩しよ」 
「そうそう、蕗の⾔う通りだ」 
蕗に続いて唐突に聞こえた声に振り向くと同時、海⾺の⾜は宙に浮かぶ。 
「は…？」 
そして、あれよあれよという間に海⾺は担ぎ上げられたまま運ばれて、あぜ道へと
連⾏されてしまった。⼟の上に転がされたところで、慌てて⼰を担いだ⼈物を海⾺
は確認する。 
「は、春様?」 
「やぁ」 
そこには⽬を細めて笑う春の姿があった。 
⼥袴を履き、髪は⼀つに束ねた様⼦は⼀⾒して若い武者のようにも⾒え、数⽇前よ
りも凛々しさや勇ましさが際⽴っている。海⾺が驚きで固まっている間に、蕗が駆
けてきて不思議そうに春を⾒やった。 
「春さま、政務はよろしいのですか？」 



「いいの、いいの。多分、私の分の仕事まで諏訪が頑張ってくれるから」 
「諏訪さまも⼤変ですね」 
「まぁ、私が主だったのが運のつきだな」 
ふふ、と蕗が笑うと春も、へらへらと笑い出した。 
⾂下に仕事を押し付けて、城下に遊びに来ている暇があるのなら他にすることがあ
るのではないか、と海⾺は訝しげに春の顔を覗き込む。 
そんな海⾺の視線を受け⽌めた春は、ふっと柔らかに息を吐くと。 
「今、遊んでいると思っただろ。違うからな、ちゃんとした理由がある」 
「理由…？」 
「あぁ、案⼭⼦を作りに来たんだ」 

春は背後に⽴てかけていた藁製の⻯を⽰した。まるで案⼭⼦には⾒えない。 
「それは？」 
「題して、三代⽬深⼭⻯王というところだな」 
領主が、案⼭⼦作りをしていていいのか。 
案⼭⼦が⻯では、烏などを追い返すことは出来ないのではないか。 
そもそも三代⽬がいるなら、⼀代⽬とかもいるのか。 
突っ込み所が多すぎるために海⾺が何も⾔えないでいると、傍らの蕗が嬉しそうな
声を上げた。 
「わあ、おじいちゃんにそっくり！」 
「だろうな。こいつは平五郎を思い出して作ったからな」 
よく判った、と⾔わんばかりに春は笑うが、海⾺はまったく笑えない。 
⼤きな顎に並ぶ⽛は鋭く、頭には⼆本の⾓。⼿⾜にも⽖があり、⼤きな⽬⽟がぎょ
ろりとしている。蜥蜴にも似ているが、背には蝙蝠のような⽻根があり、今にも動
きそうなほど細やかに作られた⻯に、恐ろしささえ覚えたのだ。 
「…蕗の爺さんは、⻯の姿をしていたのか？」 
蕗は完全に⼈間の姿をしているのに。 
何かの冗談ではないか、と思いながら海⾺が尋ねると蕗はしっかりと頷き返した。 
「そうだよ。わたしのおじいちゃんは…っていうより、昔はみんな⻯の姿だったん
だよ」 
当たり前のことを語るような⼝調だ。 
「…本当に？」 
「本当だぞ」 
海⾺がもう⼀度、聞き返すと春が答えた。 
「⾎が薄まっているかから今じゃ簡単に⻯になったりは出来ないが。 
 蕗の爺さんたちは、好きなときに⻯になったり出来た」 
「へぇ」 
頷きつつ、海⾺はいまだに半信半疑であった。 
そもそも⻯なんてものが存在しているか⾃体が怪しいのに、好きなときに⻯になれ



たということを信じろ、というのが難しい。 
もしかして、蕗や春は⾃分のことをからかっているのではないか…。 
「今、からかわれているかも、と思っただろう」 
⾔い当てられて、海⾺はぎくりと固まった。相⼿の⼼を先読みするような⾔動が⽬
⽴っていたことや寺で聞いた巫⼥という⾔葉を思い出し、まさか、と春に尋ねる。 
「⼈の⼼が判るんですか？」 
「まぁ、分かるといえば分るな」 

肯定した春は嘘をついているようには⾒えなくて、海⾺は息を呑んだ。 
まさか、思っていることが筒抜けなのか、と恐れていると。 
「私は巫⼥だからなぁ。判ると⾔えば判るが、⼤雑把にだな。怒っている、とか。
疑っているな、とかその程度しか判らん」 
「巫⼥って、この前も⾔ってましたよね。爺様たちが俺たちを逃がした時の話で
も、巫⼥の⾎筋だとかって」 
海⾺の⾔葉に春は頷くと、⽥畑と遠くの⼭野を⾒つめる。 
「…⻯と最初に交わった⼈間は巫⼥だったそうで、その⾎が私にも流れているん
だ。 
そして、尾⼭は私たちと遠い親類だから、そっちにも神職の⾎が流れている。 
⾎が濃いと、呪術が扱いやすかったり、少しだけ未来のことを読んだりも出来る。 
海⾺を逃がした爺さんたちも、その⼒を使ったんだろうな」  
⻯と来たら、今度は⼼の読める巫⼥と来ている。何とも、夢物語のような話に海⾺
が頭を押さえていると、春は困ったように笑ってから海⾺を指さした。 
「お前はまだ信じられないかもしれないが、これだけは覚えておけよ。⼀応、海⾺
にも⻯の⾎も巫⼥の⾎も⼊っているんだからな」 
「え？」 
突然の⾔葉に海⾺は⽬を丸くした。 
「⻯胆家の分家がさらに派⽣して⽣まれたのが尾⼭家だと⾔うことは知っているだ
ろう？」 
「あ…」 
⻯胆家が⻯の⾎を引くというのなら、尾⼭家、つまり海⾺もまた当然に⻯の⾎を引
いており同様ということになってしまう。 
「でも、俺には⻯っぽいところ何もない。あ、いや、でも…⾎が薄まっているか
ら？」 
「そうだろうなぁ、近頃じゃ⼀⽣を⼈の姿で終える者も少なくないし。まぁ、お前
は間違なく⻯の素質があるけども」 
断⾔されて、海⾺は息を呑んだ。⾃分が⻯とは、⼀体どういうことなのだろうか。 
「それって、何か凄い⼒が使える、とか？」 
幕府の奴らを圧倒できるような何かがあるのか、と海⾺が⼩さな期待に胸を膨らせ
ると、春と蕗が顔を⾒合わせて噴き出した。喉を鳴らして、⼆⼈とも笑い出す。 



「いやいや、そんな⼒の覚醒とかじゃないからな」 
「海⾺は、⾯⽩いこと⾔うね」 
⼀気に居⼼地が悪くなる。⾃分の⾔ったことに恥ずかしさを覚え、縮こまっている
と春が、軽い調⼦で海⾺の肩を叩いた。 
「気に病むな、海⾺。年頃の⼦供ってのは、⾃分に潜在能⼒があるかもと期待をす
るもんだ。隠れた⼒とか、覚醒とかしたいもんな。諏訪も昔はそうだったから」 

「ええ、諏訪さまも？」 
蕗が⽬を丸くし、春はうんうんと頷いた。 
「今じゃ堅物真⾯⽬の筆頭だが、昔は、夢⾒る男の⼦だったからなぁ。 
 神聖な⼑とかを欲しがって、探しに⾏ったり…」 
海⾺は思わず、想像してしまった。眉間に皺を寄せた諏訪少年が、草⽊をかき分け
て森の中を⼊っていく様⼦だ。ただし、あの強⾯の諏訪の少年像がうまく想像でき
ず、海⾺は唸ってしまう。 
「まぁ、覚醒云々はさて置き、現状だと海⾺は⻯の姿にはなれない。私もだ。で
も、⻯であろうとすることは出来る」 
「…⻯にはなれないのに？」 
「姿のありようだけを⻯と指すんじゃないからな。たとえば…」 
⾔いかけた春は、途中で⾔葉を途切れさせる。 
そして、突然に⽴ち上がるとまっすぐに⽥畑から平野に向かって、⻯越⼭の⽅⾓を
睨む。 
「もう来たか」 
何が、と問おうと海⾺が腰を上げかけると春は険しい表情で蕗を振り返った。 
「蕗、領⺠を城に集めさせてくれ。急ぎで、な」 
「⼼得ました」 
蕗も何かを感じ取ったのか、⽴ち上がるなり急ぎ⾜で駆けていく。 
取り残されたのは、春と海⾺だけだ。 
そこに⾺蹄と⼤きな⾜⾳が轟く。 
⾒れば、あぜ道を⾺に乗った諏訪と、⾃⼒で⾜を動かしている饕餮が春たちの元へ
駆けてきていた。 
「春姫、やべぇぞ。来た来た！」 
「喜ぶな、阿呆！」 
嬉々とした表情をする饕餮に対し、諏訪が喝を⼊れる。 
先ほどの春の「来たか」という台詞は、⼆⼈が来ることを先読みしてのことだった
のだろうか。海⾺がそう思っていると諏訪が春の⼿前で⾺を⽌め、地に降り⽴っ
た。 
⼀⽅、饕餮は⾺ではなく⾛って来たので、少々躓きつつもそのまま春の元に駆け寄
る。 
「姫、将軍からの使いだ。幕府の使者が来やがった！」 



「ば、幕府の…？」 
思ってもみなかった⾔葉に海⾺は思わず、固まってしまう。 
まだ⻯胆領に逃げ込んで時間も経っていないのに、海⾺たちが逃げ込んだことを知
って追いかけてきたのだろうか。途端に⼤量の汗が背を濡らし、海⾺は荒い息を吐
く。 
春はそれを理解しているように、海⾺の背を軽くさすった。 

少しだけ汗が引く。 
「やはり、尾⼭村の件で春様に謁⾒を申し⽴てる、と」 
「…だろうな」 
 ⼼得ていると⾔わんばかりに春は頷いた。 
「如何いたしますか？」 
「ん、会うよ。そりゃあ」 
 春が告げれば、諏訪は⾺を⽰した。 
「お先に御乗りください。我らは⾜で向かいます」 
諏訪の⾔葉に春は頷き、慣れた様⼦で⾺に跨った。そのまま春は城に向かって⾺を
⾛らせていく。 
「さて、俺たちも戻るぞ」 
「応よ。海⾺も⾏くぞ」 
 諏訪が駆けだし、頷いた饕餮が海⾺を振り向く。 
 当事者である⼰も⽴ち会わなければと、海⾺も⾜を⼀歩踏み出す。 
 ⻘天だった空は、いつの間にか⾬雲に覆われていた。 



三、開戦の狼煙 

ようやく広間にたどり着いた海⾺は、広間の⼾を開こうと⼿を伸ばす。 
⼰の村に関わることである。早く状況を知りたいと思った為であったが、その⾏動
は諏訪に⼿で制された。海⾺が驚いていると、⼝元に指をたてた諏訪が⼩声で囁
く。 
「今から、⼊るわけにはいかん。こっちだ」 
諏訪が僅かに⼾が開いている場所を⽰し、⼿招けば海⾺と饕餮は⾜⾳を⽴てずに近
づいた。恐る恐る広間を覗きこむと、以前、海⾺が来たときと段違いに固く張り詰
めた空気に覆われているのが判った。上座には春、下座には中⾁中背の三⼗代ほど
の武⼠と、⼀⼈の年⽼いた武⼠が居る。 
「若い⽅は、佐岳の⿊部だ。幕府の重⾂だな」 
諏訪が⽬を細めて呟くと続けて饕餮が⾔う。 
「年⽼いた奴は、下鴨の破鉢だな。前の戦で親⽗と戦った奴だ」 
⼩さな声でそう⾔われれば海⾺は炎に包まれる村と逃げる⼦供たちのことを思い出
した。 
 村を燃やした奴らと同じ幕府の要⼈かと思えば、怒りがこみあげて来る。 
「…あいつらの主が、村を焼けって⾔ったのか」 
怒りと憎悪が混じった声で呟いた瞬間、諏訪と饕餮が同時に海⾺の肩を抑えた。 
暗に⼆⼈が「落ち着け」と⾔っているのが伝わってくる。 
それに海⾺は頷きながら、息を吐いた。此処で声を荒げたり暴れたりすれば、⻯胆
家にも迷惑が掛かかるのは理解している。海⾺は⾃⾝の⼼に落ち着くように⾔い聞
かせながら、隙間から覗き込んだ。 
「…で、幕府の使者の、ええっと破鉢殿と⿊部殿か。貴殿らは何⽤で此処に参られ
たのかなぁ？」 
のんびりとした⼝調で春は破鉢に問う。尋ねられた破鉢は、あまりにも間延びした
声に⼀瞬、⼾惑うも⼰の責務を果たすべく、激情を抑えて返した。 
「⻯胆領に、侵⼊した罪⼈の引き渡しを願う」 
「罪⼈？ なんのことで？」 
すっとぼけた⼝調で春は聞き返したが、盗み⾒ている海⾺には何を⾔っているのか
がすぐに分かった。⾃分たちのことを⾔っている。 
⾝を震わせたと同時に、⿊部が絶えかねたように⾔葉を放った。 
「尾⼭村の百姓のことにござる。尾⼭村では、⻯の卵を育てていた。これは⻯狩令
に反することであるのだ。その残党である罪⼈を匿っているとなれば、⻯胆家も処
罰の対象になるぞ」 
⿊部がそこまで⾔うと破鉢は、もう⾟いと⾔わんばかりの様⼦で顔を顰めた。 



聞いていた海⾺も⾃分たちのせいで、と⼼臓を掴まれているような思いになる。そ
の中で春はぽりぽりと頬を掻いて、不思議そうに⾸を傾げるばかりだ。 
「尾⼭の百姓ねぇ…。確かに、かつては尾⼭家と交流はありましたが、近頃は関わ
りも薄いので何とも」 
春の答えに海⾺は仰天した。まさか、とぼけて押し返すつもりなのだろうか。 
無謀とも⼤胆とも⾔うべき⽅法に海⾺が、冷や汗をかいていると破鉢がさらに顔を
くしゃくしゃに歪めた。⼀⽅、⿊部はあざ笑いながら⼝を開いた。 
「⽩を切っても無駄だぞ、蜥蜴⾵情が。此処に逃げ込んだことは承知の上だ」 
⿊部が「蜥蜴」という⾔葉を放った瞬間、場の空気が⼀変した。 
肌を焼くような感覚を海⾺が感じたと同時に、諏訪と饕餮が勢いよく⼾を開けた。 
「待て！」 
いつになく真剣な春の⾳声が広間に轟く。 
―――⼀瞬の出来事であった。 
いつの間にか、諏訪と饕餮はそれぞれの⼑を構え、⿊部の⾸元に当てている。 
破鉢はその場から動くことなく顔を顰め、刃を当てられた⿊部は⽬を⽩⿊させて、
状況を理解できないでいる。誰かが動けば、切れてしまうような張り詰めた空気に
当てられ、海⾺も⽴ち尽くしていると。 
「お前ら、せっかちすぎ。戻れって」 
呆れたように春が呟くと、諏訪と饕餮が⼑を引き鞘に納める。 
⼆⼈はそのまま上座に近い位置に腰を下ろし、いまだ苛⽴ちが途切れぬ様⼦で恐怖
に固まっている⿊部を睨みつけた。睨みつけられた⿊部は尻もちをついて、震えな
がら⼝を開いた。 
「使いである某に、なんたる⾮礼だ！」 
「⾮礼はそちらだろう。姫を蜥蜴呼ばわりしたこと、万死に値する」 
諏訪が眉間の皺を深くして、⼑の柄を握る。 
まるで⾍や塵を⾒るような視線を受けて、⿊部は息を呑むほかない。 

そんな広間の状況を⾒ていた、破鉢は不思議な気分に囚われていた。 
蜥蜴と呼ばれて怒り、呼び名に誇りを持つ⻯らしい様⼦に、懐かしいような嬉しい
ような気分に陥ったのである。 
相変わらず、この地の⻯は「実直に⽣きている」と破鉢は感じる。 
同時に、このような者たちを絶やしてはならぬと思った破鉢は意を決して⼝を開い
た。 
「恐れながら、⻯胆家当主に進⾔致す」 



「うん、なんだ？」 
のんびりとした声で問われた破鉢は、そのまま⾔葉を続ける。 
「先ほど、貴殿は誤魔化そうとしたが、そこに居られるのは尾⼭家当主とお⾒受け
する」 
破鉢は、開いた⼾の前で⽴ったままでいる海⾺を⾒た。 
諏訪と饕餮が、しまった、と顔を顰める中で春は「あちゃあ」と額を叩いた。 
「まぁ、今更遅いとは思うが。確かに、そこにいるのは尾⼭家当主の⾎筋だ」 
春が困ったように呟けば、破鉢は険しい表情で⾔葉を続けた。 
「我が殿は尾⼭村を匿ったことを理由に⻯の城を攻める⼀計を案じて居られる。 
戦となれば、互いの被害は壮⼤のものとなることは⽬に⾒えていること。 
されば、⻯胆家当主には尾⼭村の当主以下百姓を、ただちに引き渡した上で開戦の
⼼なしと明⾔していただきたい」 
場に驚きが広がる。諏訪と饕餮、様⼦をうかがっていた海⾺までもが⽬を⾒張る
が、春だけは⽬を閉じて⾸を傾げている。 
「な、なにを⾔っている?」 
⿊部が焦りと怒りに声を上げるが、破鉢はそれをひと睨みして黙らせた。 
ややあって動いたのは饕餮だ。 
「…引き渡せだぁ？ てめぇらは、渡した百姓を裁くつもりだろうが。 
 それなのに、ほいほいと出来るわけねぇだろう！」 
饕餮が反論すれば、破鉢はぎろりとその顔をねめつけた。 
「他に⽅法がない故に進⾔しているのだ。何も城を開けることを望んではいない。 
 …某は尾⼭の罪⼈を⻯胆領外で発⾒した故、⻯胆領は関係なしと殿にお伝えす
る、と⾔っているのだ」 
「あー、なるほど」 
そう⾔って春は⽴ち上がると、⽋伸を⼀つした。 
「なぜか破鉢殿は戦を取りやめたいと考えておられる。で、うちに逃げ込んだ尾⼭
の百姓らを渡せば尾⼭村の百姓を匿った罪を『なかったこと』にしようとしてくれ
る、と？」 
「然り。此度、我が殿は⻯に関わる⼀切を、清算するおつもりだ。 
 万を超える兵をもって城攻めを⾏う、と。 
 今ならまだ⻯胆領側に罪はなく、交戦の意思なしとすれば、あるいは」 
これが、苦渋の先に破鉢が思いついた策であった。⿊部に聞かれている為、あとで
対処はしなくてはならないが百姓を匿った罪が、そもそも⻯胆家になければ戦を起
こす⼤義はない。 
これで苛賀が思いとどまってくれる可能性もある。 
拙いとは思っていたが、他に道はないと破鉢は思ったのだ。 



「なるほどな」 
どこまで汲み取ったのか、頷いた春が⾃⾝へ視線を投げかけたのを⾒て、海⾺は息
を呑んだ。 
⾃分たちのせいで、⻯胆領を巻き込む戦が起こるということは海⾺にとって予想外
のことであった。百姓たちを説得して幕府に降るか、また逃げ出すなりしなくては
ならない状況になったのだ、と理解し、海⾺は絶望した。 
もうこれから、どうしたらよいのだろうか。 
茫然としているうちに春は、ふにゃりと顔を緩ませる。 
そして、皆を驚かせるような⾔葉を告げた。 
「断る」 
誰もが⼀瞬、何を⾔ったか理解できなかった。 
今、この⼈はなんと⾔った？ 
断ると、⾔ったのか。 
破鉢も突然のことに固まってしまい、⽬をしばたかせたのちに、ようやく信じられ
ないという響きを持って訪ね返した。 
「…いま、なんと」 
「だから、尾⼭の当主も百姓も渡さない。我らは、⻯胆家は宮様の許しにより、⻯
と領⺠を守る権利を持っている。尾⼭の百姓は領内で⽣活している以上、領⺠だ。
相⼿が幕府であろう守りの約に従って渡さん」 
春がしっかりとした⼝調で語れば、ようやく頭が回り始めた破鉢は声を荒上げた。 
「⻯胆家当主、それがどのようなことか分かっているのか? 
 尾⼭の百姓を救うためだけに、戦が起こるのだぞ！ 
 ⻯に成れるものはいないと聞くが、どのように我らと戦をするつもりなのだ? 
 あまりに無謀すぎるとは思わぬのか！」 
 破鉢の⾔葉に春は驚いたように⽬を瞬かせた後、ふっと柔らかに笑った。 
「…破鉢殿、貴殿は良い⼈だな」 
激情に流されるまま声を張る破鉢に対して春はまるで、⼰の⼦に向けるような柔ら
かさで⾔う。それに破鉢は固まってしまい、諏訪が信じられないような複雑な⾊を
顔に張り付ける中で春はそのまま⾔葉を続けた。 
「⾃分の⾝に降りかかることを気にせず、忠告してくれるのはありがたいけどな。 
 すまんな、⻯は⾝内を捨てられん。そういう性の⽣き物なんだ」 
だから、渡せない。 
断⾔されて、海⾺は胸が掴まれる思いがした。 
嬉しさと⼾惑いと、苦しさが集まって喉が狭くなったような⼼地を感じながら、海
⾺は 

春を⾒つめた。気の抜けた顔が、なぜか凛々しく⾒えるのだから不思議だった。 
「私たちは⻯だから、⻯の誇りを守って⽣きているから。悪いが帰ってくれ」 
春がきっぱりと告げたところで、ようやく固まっていた⿊部が動き出す。 
予定通り⻯胆家と戦にはなるが、納得がいかないような流れに⿊部は顔を顰めて、



破鉢と春を⾒⽐べる。 
幕府の⼿の内を明かした破鉢を責めるつもりで⿊部が⼝を開きかけた瞬間、春が動
いた。 
「ちょいと失礼」 
春はいつの間にか、⿊部の前に⽴っていた。 
⼀瞬で距離を⽌められた⿊部が唖然としていると、春は⿊部の⼝に⼿を当てた。 
「…今⽇、お前は何も聞かなかった。知っているのは、私が⾔った『渡さない』の
⼀⾔だけで⼗分だ。破鉢殿が⾔ったことは何も聞いていない。いいな」 
笑っているのに、笑っていない。 
そんな春の笑顔を⾒て、⿊部は咄嗟に頷いていた。 
冷や汗をだらだらと流す⿊部に、春は笑顔を張り付けた。 
「では、戦場で会おう」 

「さて、困ったもんだなぁ」 
使者が帰った後、春はまったく困っていない様⼦で肩を解し始めれば、ようやく警
戒を解いた諏訪が、困り顔で春を⾒つめた。 
「何故、⽌めたのですか？ あのような阿呆は⾸にしても良かったと思うのです
が」 
名は呼んでいないが阿呆というのが⿊部のことを⾔っているのが、すぐに伝わる。 
饕餮も傍らで「そうだ」と頷いており、相当に不満であったのが理解できた。 
「お前ら、此処を⾎の海にするつもりか。此処では宴会や衆議もするんだぞ、⾎⽣
臭いのはご免だ」 
確かに、⼈を斬った場所で⾏事も政もしたくはない。 
呆れたように⾔う春の⾔葉ももっともだ、と海⾺は思ったが饕餮や諏訪はまだ納得
がいかないのか、⼝を尖らせて呟いた。  
「だったらよ、外にぶん投げて切ればよかったじゃねぇか」 
饕餮の⾔葉に諏訪が、名案だと⾔わんばかりに⼿を叩いた。 
「それもそうだな。饕餮、貴様にしては良いことを⾔う」 
「⼆⼈して、変な⽅向で阿呆になるな」 
春が溜め息をつくものだから、海⾺は思わず噴き出した。 
―――噴き出してから、現状を思い出し、海⾺は不安に瞳を揺らして春を⾒上げ
た。 

「春様、本当に。戦になるんですか」 
「んー、⾼い確率で、そうなるとは思うが」 
濁してはいたが、春の⾔葉には断⾔にも似た強い響きがある。 
海⾺はそれを聞いて⼤きな重⽯を体に乗せられた⼼地がした。 
何度か⼝を開きかけては閉じ、開こうとしては閉じ、ややあって海⾺はその場で平



伏してから、どうにか⾔葉を紡いだ。 
「俺のせいで、申し訳ありません！」 
「ん？」 
「俺たちが、逃げてきたから戦になって…本当に、本当にごめんなさい！」 
謝らなくてはいけない。 
そう思った海⾺は床に頭を擦りつけるほどに、頭を下げた。 
すると、すぐに春が腰を下ろして海⾺の肩を叩く。 
「顔を上げてくれないか」 
あまりにも優しい声⾳で告げられて、思わず顔を上げてしまうと困ったような泣き
そうな顔をしている春と⽬が合う。 
「謝るのはこちらの⽅だ。お前の村が焼かれたのは、幕府が私たちを貶める為だっ
たんだろう。私たちと幕府のいざこざにお前たちを巻き込んでしまった、だからす
まない」 
春は⾔うなり、静かに⼿をついて頭を下げた。 
まさか、春が謝ってくるとは思わず海⾺はどうしたらいいのか判らなくなった。 
確かに春の⾔う通りではあったが、匿ってくれたのも、幕府に渡さないと明⾔した
のも春で、巻き込まれたというより恩になっているという気持ちの⽅が海⾺には強
かった。 
謝られたいわけでもない。 
そう伝えたいのに、⾔葉にならず海⾺は⼿をばたつかせて、諏訪と饕餮に助けを求
めた。 
⼆⼈は海⾺の視線を受けて顔を⾒合わせると。 
「春様、海⾺が困っておりますので頭を下げるのも、そろそろお⽌めになってはど
うですか」 
「そうですぜ、今回は両⽅悪いし、悪くねぇってことでいいじゃないですかい」 
⼆⼈の呼びかけからしばらくして、春は渋々、顔を上げる。 
そうしてから深い息を吐き、三⼈を⾒回した春は⾸を捻ると。 
「…なんで、そう⽢やかすかなぁ」 
⼀⼈ごちてから、春は困り顔になるが、すぐに表情を引き締めると諏訪を⾒上げ
た。 
「…諏訪、みんなを集めくれ。軍議を開く」 
「は」 
諏訪が駆けだしていくのを⾒送り、春は⽴ち上がって再び上座に戻った。 

「饕餮、お前は領⺠らを集めて、事の次第を伝えてくれ」 
「御意」 
饕餮までもが⾛っていく。 
「海⾺」 
「は、はい」 



⾃⾝も何かを⾔いつけられるのか、と⾝構えた海⾺に春は⼿招きした。 
「お前はこっち。当事者なんだから、上座に近い⽅に座って軍議に参加してくれ」 
「あ、はい」 
予想とは違う呼びかけだったが、海⾺は頷いて春の側までやってくると腰を下ろし
た。 
これから軍議が始まるのか、と⾝が固くなる思いで緊張していれば、察したように
春が声を掛けてきた。 
「⼼配するな、海⾺。うちの⻯たちは強いぞ」 
⾔うなり春は不敵に笑った。 

※ ※ ※ ※  

戦になれば相⼿の体勢が整う前に、襲撃をする。 
そう考えていた苛賀は使者を送ってすぐに軍備を整えて、⻯胆領の領境まで⾏軍し
ていた。ひそかに陣を張り、⼆⼈の帰りを待っていた苛賀だったが戻って来た⿊部
と破鉢の様⼦に疑問を持った。 
⿊部は顔を⻘くして震えているし、破鉢は呆けたような、それでいて嬉しさと悔し
さを混ぜ合わせたような瞳をして現れたのだ。 
野営の為に張っていた陣の中に、⼆⼈がやって来たとき、苛賀は⼀体、何があった
のか判らずに⽬を丸くした。また、集まっていた⾂たちも不思議そうに顔を⾒合わ
せる。 
それほどまでに使者として出したときと、⼆⼈の様⼦が変わりすぎていた。 
「どうであった？」 
疑問を持ちつつ出来を尋ねる苛賀に呻いたのは⿊部だった。 
「え、あ…⻯胆家は尾⼭の百姓を渡さぬ、と」 
「そうか、そうか。では、いよいよということだな」 
苛賀は、満⾜げに笑みを浮かべる。 
苛賀の頭の中には、素晴らしい光景が浮かんでいた。 
幕府を開いた祖⽗や⽗が落とせなかった城、蒼⽥城を⼰が攻城戦で挑み、勝利す
る。 
それによって誰よりも優れているということが証明されると、苛賀は思った。 
尾⼭村を燃やすことも、挑発もうまくいったとあれば後は兵で蹂躙するだけで、敵
は根 

を上げるだろう。なにせ、相⼿は⻯になれない。 
その上に、切り札がある。負ける要素など⼀つもないのだ。 
「⻯だ」 
不意に放たれた⾔葉に顔を上げれば、⽬の座った破鉢がそこにいた。 
「…やはり、あそこに居るのは⻯たちだ」 
再度、⼰の野望を踏みにじられた気分がした苛賀は、それに⽬を吊り上げた。 



戦前の衆議といい今といい、破鉢は何故、ここまで⼰に反論するのだろうか。 
「破鉢、嫌だいうなら戦に出るな！ 邪魔なだけぞ！」 
⼤⾳声で苛賀が⾔えば、破鉢は驚いたことに、ふっと表情を緩めた。 
「嫌だ、とは申しておりますまい。某は出陣致します」 
衆議の場との打って変わりように、苛賀はやはり何かあったのかとも思ったが、⿊
部はいまだに放⼼気味で、誰も問いに答えてくれそうなものはいなかった。 
 様⼦が変わっていることは気になったが、戦に参加するというのなら何も問題は
ないだろう。苛賀は結論づけるなり、広間の⾯々を⾒やった。 
「蒼⽥城を攻める。仕度せよ！」 
 苛賀の下知に⾂たちからは「応」という威勢のよい声が轟いた。 

四、戦前の勝負 

「集まったな」 
春の⼀⾔に、広間を⾒回した海⾺は思わず、息を呑んだ。 
呼集に応じた重⾂たちが広間に座しているが、その形相が並ではない。 
ほとんどが⼆⼗を超えた辺りの若者だったが瞳には闘気をみなぎらせ決意に⼝元を
引き結んでいる様は、⾒るだけで圧倒されてしまう。諏訪と饕餮からも、まるで湯
気が⽴ち上っているかのように熱い気を感じ、広間全体が熱気に満ちていた。 
「諏訪から聞いたと思うが、戦になった」 
てっきり驚くのでは、と思ったが重⾂たちは春の⼀⾔にも顔⾊ひとつ変えず、頷



く。 
それに春は真剣な表情で⾔葉を続けた。 
「幕府の奴らは本気で、城を落とそうとしている。⼿勢は万を超えており、すでに
珊海道より北上し領境に迫っている。こちらの準備が整う前に攻め⼊る腹積もりだ
ろう。恐らく本陣は、森を背にした南の丘に置くはずだ」 
滑らかに並びたてられる情報。 
使者が来たのは、先ほどだと⾔うのにすでにそこまで調べ上げているのか、と海⾺
が⽬をむく中で、春は⾸を傾げる。 
「別に戦は珍しいことじゃないから、いいとするが。厄介なことに、苛賀の奴には
何か策があるようだ。な、夜頭」 
「ええ、ええ。その通りで」 
聞き覚えのない声に海⾺がぎょっとした瞬間、ひょっこりと広間の⼾を開けて男が
⼊って来た。⼾惑う海⾺に春が「うちの草の夜頭だ」と説明を加えた。 
夜頭は広間の中に⼊ってくると、下座の⼀番、⼊り⼝に近い位置に座す。 
「幕府は綾⿃という呪術師を雇っていましてねぇ。尾⼭村を焼く際にも、その呪術
師を利⽤していたそうなのですが、どうやらその呪術師関係で『切り札』があるよ
うで、ええ」 
「切り札？」 
「ええ、詳細はいまだ不明ですが。⼤規模な呪術を発動させるのではないかなぁ、
と私はおもいますねぇ」 
「⾯倒だな」 
春が⾆打ちをし、諏訪の顔も顰め⾯になったのを⾒て、饕餮が不思議そうに尋ね出
した。 
「呪術が使われると、そんなに厄介なんですかい？ 
 ありゃ、呪術師を倒せばいいだけだったと思うんですがね」 
「あぁ、⼤規模な呪術が⾏われた場合。それを封じるには術者を⾁体的、精神的に
追い詰める必要がある。だが万という兵が動く戦場で、術者を探すとなると⼤事
だ」 

「…なるほど、そりゃ⾯倒だ」 
 春の説明に饕餮は納得したようにうなずけば、諏訪が険しい形相で発⾔する。 
「しかし、春様。今のところ、呪術を防ぐ術はないのではありませぬか？ 
 呪術は発動すれば、地からの流れを読めば術者を⾒つけることは可能ですが」 
「諏訪の⾔う通りだな。今のところ、『切り札』の詳細も分からない。こういうの
も悪いが、注意しておいてくれとしか⾔えん」 
春がそういえば家⾂らは⽂句も⾔わずに各々、頷いた。 
判りあっているという場の雰囲気に海⾺は蒼⽥城の強みを感じる。 
それから、あっという間にどの場所を、誰が守るのかを⼿際よく決めた後に春が⼀
同を⾒回す。 



「さて、他に質問はあるか？」 
 無⾔で「ない」という答えが返ってくれば、春が真剣な声⾳で告げ始める。 
「じゃあ、最後に⼀つだけ⾔わせてもらうが。⻯は戦に出したくない」 
 春の⾔葉に場が静寂で貫かれる。 
 その中でも、饕餮と諏訪だけが複雑そうな様⼦になっていた。 
 ⼀⽅、海⾺の中には疑問が浮かぶ。春の⾔い⽅からして、⻯は戦にも出陣できる
ようだが何か事情があるのは部外者である海⾺にも伝わる。 
「それだけは譲れんから、そのつもりで」 
 相⼿の意⾒を聞く気はないようで、春はこればかりは譲れないと強い⼝調で⾔い
放つ。 
「あとは、いつも通りに⾏ってもらって構わない。これにて軍議を終える」 
 春の⼀⾔で、⼀同が⽴ち上がり、広間から出ていく。 
 あまりの、あっさりとした軍議に海⾺は「え」と驚きを隠せぬままに、広間を出
ていく重⾂たちと春の顔を交互に⾒⽐べた。 
「これだけ？ 作戦とかは?」 
「うちの奴らに、そんなのは不要だからな。むしろ、こっちがいらんこと⾔って混
乱させても迷惑だろう」 
 春は⾔いながら⾃らも広間から出て⾏く。 
「海⾺は諏訪と共に⾏動しろ。諏訪は世話をしてやってくれ。饕餮はいつも通り
な。夜頭は引く続き潜⼊」 
 あとは各⾃に任せると⾔わんばかりに春は広間から出て⾏ってしまう。 
 ⼤軍が攻めてきているというのに、こんなことでいいのかと海⾺が疑問に思って
いると。 
「⾏くぞ、海⾺」 
 声を掛けてきたのは諏訪だ。 
「⾏くって、どこに…？」 

「戦前にやることは多い。⼿伝ってもらうぞ」 
 諏訪が速⾜に広間から出て⾏こうとする。  
 春が命じた以上、海⾺も諏訪と⾏動を共にする他ない。 
 慌てて、後を追っていく。 
 すると饕餮や夜頭も共に出て⾏って、廊下を歩いていく。 
 背後から皆の背を⾒た海⾺は思わず息を呑んだ。 
 何か、始まろうとしている。 
 諏訪たちの背からは⼒強い気が上っているのが、海⾺には分かった。 
 ⼤きい何かが、始まる。 
 海⾺は⼰の⼼が震えるのを感じた。 



「あれ、蕗？」 
 広間を出て曲輪の中を諏訪と共に歩んでいた海⾺は、そこに蕗の姿を⾒つけて⽬
を丸くした。蕗は深⼭と尾⼭の百姓と共に、荷を運んでいたが、海⾺に気づくと駆
けてきた。 
「どうして、ここにいるんだ？」 
「なんでって、これから戦でしょう？ 幕府はわたしたち百姓にも⼿加減しないか
ら。籠る準備をしないと」 
 そうか、と海⾺は合点する。 
 戦になるということは、蒼⽥城側は百姓ともども城に籠って防衛しなくてならな
いのだ。 
「尾⼭の村⼈は全員連れてきたから、⼤丈夫よ」 
 蕗の背後に居るであろう同郷の者たちを⾒やる海⾺に対し、蕗は⾔う。 
「引き続き、わたしが尾⼭の村⼈を預かっていても⼤丈夫？」  
「うん、頼む」 
蕗のようなしっかりとした⼈になら、任せても構わないと海⾺は思う。 
「判ったわ。しっかりと預からせていただきます。じゃあ、私はそろそろ戻るか
ら」 
蕗はそういって荷運びに向かう。 
⾃分も⼿伝ったほうがいいのでは、と海⾺の⾜が蕗たちの⽅に踏み出されるが。 
「貴様はこっちだ」 
海⾺の⾸根っこを諏訪が掴んで、引っ張る。あまりの⼒強さに⾸が締まりかると諏
訪は少しだけ⼒を抜くが、そのままずるずると海⾺を引きずって、歩いていく。 
「海⾺。何か武芸はできるか」 
唐突に尋ねられ、海⾺はせき込みながらかろうじて答えた。 
「ゆ、⼸と⼑なら、少し」 

「そうか」 
ならいい、と諏訪は⼩屋のようなものに近づいていく。 
「ここで待っていろ」 
 諏訪は外で海⾺に待つように、⾔うなり⼩屋に⼊った。 
 ほどなくして、諏訪は⼑を持ってくるなり、海⾺に、それを差し出す。 
「具⾜と⼸は後で渡すが、これだけは持っておけ。戦前でも何が起こるかは分か
ら」 
「は、はい。ありがとうございます」 

丁寧に礼を⾔えば、諏訪はしっかりと頷いた。
「では、いくぞ」 
 また移動するのか。 
 ⼾惑う海⾺を他所に諏訪は進んでいく。 
 今度は⾸根っこを掴まれたりはしなかったが、諏訪は海⾺を連れて⾏く気がある



のかと思うような速さで歩いていく。歩いているはずなのに、速度は⾛っているの
と変わらないのだから、驚くしかない。 
「今から簡単に説明をしてやるから、城の内部を把握しろ。当事者である尾⼭家の
当主が、戦時に迷うことがあれば話にならん」 
 確かにその通りなのだが、諏訪の⾔葉にはそれ以上の険がある。 
 怒っているのか、と思わせるような雰囲気に海⾺が気圧されていると諏訪は唐突
に⾜を⽌めた。⾃然と⾜を⽌めた海⾺は、気づいた。 
 ⽬の前に巨⼤な⾨がある。 
「これは？」 
「⻯⾨だ。⻯が戦に出る際に開けられる」 
 ⼆⼗間は超える⼤⾨を⾒上げた諏訪に続いて、海⾺も顔を上げた。 
 塀も他と⽐べると⾼くそれなりの⼤きさがあるが、それ以上に⾨が突出して⼤き
い。 
 天を突いてるような存在感に海⾺が驚いていると諏訪は踵を返して歩きだした。 
 優しいのか、怒っているのか、⼼情が読み取れない⼈だ。 
 どういう⼈物なのか汲み取れないままに、海⾺は恐る恐る質問をした。 
「あの、諏訪さん」 
「なんだ」 
 ぶっきらぼうであるが、しっかりと返事が返ってくる。 
 聞く姿勢ではあるようだ、と海⾺は諏訪を追っかけながら、質問を重ねた。 
「⻯って、この城にいるんですか」 
「それが貴様に関係あるのか」 
 地雷だった。 

 諏訪はあからさまに顔を顰めて、不快感を露わにした。 
 怒気を受けた海⾺が、居⼼地の悪さに⾝を縮ませていると諏訪はしばし睨みを利
かせた後に、はたと気づいたような顔になる。 
「貴様は尾⼭の当主だったな」 
「え、あ、はい」 
「なら構わんな」 
 諏訪は、少しだけ頬を緩める。とは⾔っても、眉間に皺を寄せたままだが。 
「⻯はいる。俺たちがそれだ」 
「諏訪さんたちが？」 
「あぁ。俺も、春様も、饕餮も、蕗や重⾂たち、百姓領⺠に⾄るまでな」 
 よく分からない。 
 春たちは⻯になれないと⾔っていたが、実はなれるということなのだろうか。 
 さらに⾔葉を重ねようとしたところで、諏訪がそれを⼿で制した。 
「気になるなら、春様に聞け。恐らく戦が始まるまでは、城内の演練場にいるだろ
う。 



ただ、訪ねるのであれば春様に迷惑はかけるな。様はお優しい⽅だから、無理をす
る嫌いがある。負担をかけるな」 
 釘を刺すような形で⾔われ、海⾺はそこで諏訪という⼈物の⽚鱗を悟る。 
「諏訪さんって、春様のこと、⼤切に思ってるんですね」 
「ぬぁっ?」 
 冷静を顔に張り付けた諏訪の表情が崩れる。 
「きさ、お前、どういうつもり、いや当たり前だ。俺が、春を⼤切に思って、変な
ことがあるか?」 
真っ⾚になり、瞬きを何度も繰り返す諏訪。 
⽀離滅裂で、何を⾔っているのか分からないが、どういう意味なのかは海⾺に伝わ
った。 
海⾺は、ただ春に迷惑をかけるなと⾔っているあたり、主従として⼤切に思ってい
ることを感じただけだったのだが、諏訪は異様なまでに動揺している。 
「いや、変だとは思いませんけど、距離が近いな、と思ったので。饕餮さんも主従
にしては仲良いですよね？」 
海⾺の⾔葉に諏訪は、気が付いたように動きを⽌めた。 
⼀度、咳払いをしてから。 
「それは否定せん。俺と饕餮は春様と幼い頃から、よく⼀緒に居たからな。普通よ
りも幾分か、親しく⾒えるのは仕⽅がないだろう」 
 ⾃分に⾔い聞かせるように諏訪は⾔った後、⽬を細めて本丸の⽅を⾒やった。 
 愛おしげに頬が緩まり、何かを思い返しているように城を⾒つめている。 

 誰のことを思っているかが⼀⽬瞭然で。 
「諏訪さんは、春様のこと好きなんですか」 
気になって海⾺が尋ねた瞬間。 
ばし、と勢いよく諏訪は⼰の⼿で海⾺の頭を叩いた。 
眉間に皺をよせ、顔が再び真っ⾚に染まる。 
「俺は、家柄や⾝分にかかわらず俺個⼈を認めてくださった春を、春様を尊敬して
いるだけだ！ それ以上、⾔えば⼝を縫い付けてやるから、覚悟しろ！」 
怒っているように⾒えて、その実、照れているのが傍⽬からも分かる。  
戦前だというのに、⼼が温かくなるのを感じて、海⾺は思わず、笑みを浮かべた。 
「…笑っている暇があるのなら、柵の設置や補修でも⼿伝え！」 
 照れ隠し半分の諏訪に追い⽴てられ、海⾺は駆け出した。 

※ ※ ※ ※ 

半⽉よりは⼤きくて、望⽉よりも⼩さい。 
そんな⽉が浮かぶ夜、城内にある演練場に春は居た。 
古い道場内の⼾をあけ放ち、⽉明かりが差し込む中で縁側に腰を下ろして茶を啜



る。 
城中で戦の準備をしているというのに穏やかな表情で⼀息ついた春は、湯呑を置く
と。 
「出てきていいぞ、海⾺」 
「やっぱり、気づいてたんですか」 
 春が呼びかけると、道場前の茂みを掻き分けて海⾺が顔を出した。 
「そりゃあ、巫⼥だから」 
 にっと春は笑ってから、春は海⾺を⼿招く。促されて海⾺が、隣に腰を下ろすと
春は軽く⾸を傾ける。 
「それで、海⾺は、どうして此処に来たんだ？」 
「ちょっと聞きたいことがあって。諏訪さんに聞いたら、此処にいると」 
「そうか。で、なにが聞きたい？」 
 柔らかな笑みを浮かべる春に海⾺は、この城に来て常に思っていた疑問を投げか
けた。 
「⻯って、なんですか？」 
 春たちは、⻯の姿をしていない。 
 それなのに、何度も⾃らを⻯と呼ぶ。 
 そして、海⾺のことも⻯だと春は⾔った。 
「簡単だが、難しい質問だな」 
「それって⽭盾してません？」 

「しているようで、していないよ」 
 春は、そんな⾔葉遊びのようなことを⾔う。 
 はぐらかして質問に答える気がないのか、と海⾺が眉を潜めると春は天を仰いで
から、ゆっくりと⼝を開いた。 
「⻯は⽣き物の名だ。鱗を持ち、体は⼤きく強靭で、翼を持つ。しかし、此処で
は、ただ種族を表す為だけに使っている名ではない。⼼の在り⽅を、⽣き⽅を
『⻯』と指していることもある」 
「それは？」 
「つまり、侍や武⼠はこうあるべきだ、商⼈とはこのような⼼構えをするべきだ、
百姓としての矜持をもって⽣きるべきだ、という⼈がいるように。⻯というのは種
族ではなく、⻯らしくあろうとする者たちを⽰す⾔葉なんだ」 
 まだ分からない。 
 意味はなんとなく分かるのだが、海⾺は春の⾔葉がつかめずにいた。 
 海⾺が⾸を傾げると、春は笑みを深める。 
「私たちは、⻯の姿になれないから、⻯の⾎筋でないからという理由で『⻯ではな
い』と決めつけるのが嫌なんだ。姿が⼈間でも、⾝分が違っても⻯であろうとする
⼈を『⻯』と呼びたいから、呼んでいる。」 
「⻯であろうとするって、どんな⾵に？」 



 気になって尋ねれば、春はついっと腕を持ち上げて、海⾺を指さした。 
「簡単に⾔えば、海⾺みたいな奴のこと」 
「俺？」 
「そう、弱者や愚者を愛し、慈しみを持って⾒捨てない。常に誇り⾼く、何かがあ
れば諦めないで、抗う。そして、我慢強い」 
 春の⾔葉に海⾺は何とも⾔えない表情になる。 
「…どれも、俺には当てはまってないと思います」 
「そうかな、私は海⾺がとても我慢強い⼦だと思うけれど」 
「我慢強いって⾔われるのは嬉しいですけど、それだと⼀つしか当てはまってない
ですよ」 
⻯らしい要素が⼀つしかないのに、⾃分が⻯だと断⾔される理由が判らず、海⾺の
混乱は深まる。春はいまだに笑みを崩さない。 
「まぁ、さっきのは例だから。ぶっちゃけ、⻯として⽣きたいと思って⾏動した
ら、それはもう⻯だよ」 
あまりの暴論に海⾺は⽬を丸くした。 
今の話を聞くと、そんなに⻯は凄いものではないのかもしれないとさえ思ってしま
う。 
そんなに適当でいいのか、と思っていると春が⼀瞬だけ表情を消した。 

「…とはいえ、⻯と名乗るにはそれなりの覚悟が必要だ。半端者を嫌うのも⻯だか
ら、ふざけて名乗っていれば制裁を受ける。⻯の名、歴史、⽂化、習慣、⾎筋に関
わる柵を背負う覚悟がなきゃ名乗れんよ」 
 真剣な⾊をにじませながら告げた春は、ふいに海⾺へと⽬を向けた。 
⻩⾦⾊の双眸と⽬が合う。 
「これで、質問の答えになるが、判ったか？」 
 海⾺はすぐに⾸を傾げた。 
「…やっぱり、よく判らないです」 
「そうだろう、難しいからな。⻯は」 
 判らないと答えた海⾺を叱るわけでもなく、春は声を出して笑った。 
 ⾺⿅にしているというよりは、嬉しそうにみえる笑顔だ。 
「でも、海⾺は私が認めた⽴派な⻯の素質を持っている。名乗りたかったら⻯と名
乗ってもいいぞ」 
「はぁ…」 
 いまいち、春の真意がつかめずに海⾺は⾸を傾げると春は楽しそうに笑う。 
「なんで、そんなに楽しそうなんですか」 
「そりゃ楽しいさ。お前みたいな、いい奴が来てくれたからな」 
 と春はつぶやいた後で、海⾺の肩を叩く。 
「ただ、無理はするなよ。時には我慢しなくてもいいからな」 
「我慢？」 



 何を⾔っているのだろうか、と海⾺が思った、そのとき、地響きが迫ってきたこ
とに気づいた。その轟きが聞こえたと思った瞬間、鐘の⾳が鳴り、城内が⼀気に騒
がしくなった。 
「来たか」 
春が⽴ち上がり、歩き出せば海⾺もつられて、後を追った。春は道場から出て、近
くに設置されている櫓に向かっていく。慌てて後を追った海⾺は櫓を上り終えて⽬
を⾒張る。 
夜の平野に広がるのはおびただしい数の灯⽕。 
まるで、⼤量の蛍が集まっているかのように平野を炎で、明るく照らしていた。 
万を超える兵という使者の⾔葉に嘘はなかったのだ。 
敵の数に気後れをしながら、海⾺は春の表情を⾒やった。 
今、城主としての春は何を思っているのだろうか、と。 
⾒上げた先に居た春は。 
「はは、来た来た」 
笑っている。 
春は不敵に、⼒強く笑って灯⽕を⾒つめていた。 

「春様、笑っている場合じゃないですよ。はやく戦の準備をしないと」 
思わず、海⾺が⾔えば春は笑みを絶やさずに⾸を横に振った。 
「まだ戦にはならんさ。勢い、来ただけで⾜元が暗い中で攻めるだけの覚悟があっ
ちの将軍にはないだろうしな。⽇が昇ってからが、始まりだ」 
⾔いきったあと、春は⼀度、⼩さく息を吐くと、険しい顔で灯⽕を睨みつける。 
「…勝てるんですか」 
 諏訪も饕餮もいないからこそ、海⾺は、そんなことを尋ねた。 
 戦⼒差は圧倒的だというのに、春に狼狽える様⼦がないことを気にした海⾺の⾔
葉に春は頷いた。 
「今は、まだこっちのことを舐めてるからな。吃驚させて、引かせればいいだけ
だ」 
「吃驚させる？」 
「そう、個の武を魅せて、引かせる」 
 春はそう呟いてから、静かに⼝を引き結んだ。 



五、開戦 

朝、海⾺は渡された具⾜で⾝を包み、⼑と⼸を携えて東乃⼝と呼ばれる登城⼝を守
る諏訪の元を訪れていた。守り⼿である⾜軽や将がひしめきあう中、海⾺は⼈並み
を縫って、諏訪を探した。⾝⻑の⾼い諏訪はすぐに⾒つかる。 
「諏訪さん」 
 呼びかけてから、諏訪の姿をしっかりと確認した海⾺は⽬を丸くした。 
 ⻘みがかった⿊の具⾜に、⻯をかたどった前⽴てのある兜を被っている諏訪はい
つになく殺気⽴っていた。 
「なに⽤だ、海⾺」 
 尋ねる声にも普段以上の覇気が籠められており、ただ様⼦を⾒に来たとも⾔えな
い。 
海⾺が思わず、数歩後ろに下がると、どんと誰かにぶつかる。 
 よろけた⾃⾝の⾝体を⽀えた⼈物を海⾺は⾒上げた。 
「饕餮さん」 
 背後に⽴ったのは、漆⿊の鎧にねじれた⾓の装飾がついた兜を⼩脇に抱えた饕餮
だ。 
 ⻑い槍を地⾯に突き刺して、開いた⼿で海⾺を⽀えている。 
「おう、俺だ」 
 ⻭を⾒せて笑った饕餮は海⾺の背を軽く押し返してから諏訪の⽅を⾒やる。 
「お前よ、そんな殺気出してたらみんな、怖がっちまうだろ」 
「それは俺の知ったことではない。第⼀、貴様が⾔える⼝か」 
 諏訪が⽬を細めると、背後の饕餮が、ごきりと⾸を鳴らした。 
 ⼝⾓を上げ、⽬は爛々と輝かせる姿は諏訪とはまた違った殺気を放ち始めてい
る。 



「いやぁ、仕様がねぇのよ。久しぶりの戦だろ。楽しみでよ」 
「判らんでもないが、抑えろ。それと、貴様は⻄乃⼝の守り将だろう。さっさと持
ち場に戻れ」 
「みんなの顔⾒るぐれぇはいいじゃねぇか」 
 鋭い注意に饕餮は顔を顰めてから、海⾺の頭に⼿を伸ばすと荒れた⼤きな⼿で、
がしがしと乱暴に海⾺の頭を撫でた。 
「海⾺、お前はなるべく前に出るんじゃねぇぞ。素⼈が出ると死んじまうからよ。
なにより、周りの邪魔だしな」 
「判っています。俺は後⽅に控えて、必要だったら配給や伝令をしますから」 
 城内の間取りをようやく把握したばかりの海⾺が、出しゃばっても何も出来な
い。 
 それは海⾺⾃⾝がよく判っており、昨夜のうちに春と役割を確認している。 
「判ってんなら、上出来だ」 

 饕餮は笑いながら、海⾺の背を叩いた。 
「じゃあ、またな」 
 ⾔いながら地⾯に突き刺していた槍を抜いた饕餮は、途中で「あ」と振り向い
た。 
「海⾺、⾔い忘れたが。春姫を頼むぞ、無茶するお⼈だからよ」 
 次に饕餮は諏訪に⽬を向けた。 
「てめぇはこの戦で、おっちんじまっても構わねえが。春を泣かせんじゃねぇぞ」 
「そっくりそのまま返してやろう。貴様が死んでも構わないが、春様を泣かせたら
容赦はせん。それと、春様を名で呼ぶな。敬称をつけろ、ど阿呆」 
 諏訪が眉間に皺を寄せて⾔い放つ。しばし剣呑な雰囲気が漂うが、どちらともな
く笑みを浮かべる。 
「守りきれよ」 
「あぁ、貴様こそ敵を⼊れるなよ」 
 互いに⾔い放つなり、饕餮が槍を持って⻄乃⼝に向かって駆け出した。 
 諏訪も踵を返して東乃⼝へと体を向ける。 
 なんだかんだで、仲がいいのかな、と海⾺が恐る恐る伺っていると、諏訪が静か
に⼝を開いた。 
「海⾺、俺からも頼む」 
「え？」 
「…何かあったら春様を頼むぞ」 
 ⾔うなり諏訪も駆けだした。 
 同時に⾨の外から太⿎や法螺⾙の⾳と共に、地響きに似た⾜⾳と⼈の声が聞こえ
てくる。 

 天劉三年 鳴神⽉。



 ⻯狩令に反する尾⼭家を匿った罪を理由に幕府が、⻯胆領に攻め⼊った。 
 ⻯胆領の城主は、領⺠ともども城に籠り、城を守らんとした。 
 のちに蒼⽥城の戦いと呼ばれ、⻯の名を改めて知らしめた戦が始まった。 

「始まりやがった」 
 饕餮が、疾⾵のごとき俊⾜で⾃⾝の守るべき⻄乃⼝に戻ったと同時に、敵の総攻
撃が始まった。近づいてくる⾜⾳の轟き。 
 ⽿の良い饕餮には、⾨越しに敵がどこまで来ているのかを予測できた。 
 饕餮は、敵が平野を超え、あぜ道を進んで来ていると、予想する。 
「そろそろか」 
 饕餮は呟きながら、兜を被った。 

 ぼさぼさの髪の上にかぶるので微妙に蒸し暑いが、そんなことは饕餮に関係な
い。 
「饕餮殿、どうなされるか」 
 周囲の⾜軽たちが、険しい顔で指⽰を仰ぐ。 
 すると饕餮は、普段は⾒せないようなひどく残忍で、楽しそうな笑みを浮かべ
た。 
「打って出る」 
「策は？」 
「ない」 
 清々しいまでの返答に、皆から苦笑が漏れた。 
 ⻄乃⼝には何千という敵が押し寄せているにも関わらず、味⽅は三百が良いとこ
ろ。 
 何か奇策でもなければ、潰されてしまうのは眼に⾒えていたが、饕餮はそれでも
「ない」ときっぱり⾔う。 
 しかし、ふと幼⼦に向けるような優しい顔を皆に向けると。 
「俺は出るが、てめぇらは無茶しなくていい。死にたくねぇなら、後ろ下がっと
け」 
 饕餮が、そう続けるものだから⾜軽たちは更に苦笑を深める。 
 無謀なのに、優しい。戦⼒差があろうとなかろうと、⾃分のしたいようにする。 
 今まで数多くの戦を経て、それが饕餮だと理解している⾜軽は仕様がない、と顔
を突き合わせた。 
誰も饕餮の無策を⾮難はしない、そのうえ饕餮⼀⼈で戦前に出させる根性なしもい
ない。 
「いえ、某たちも戦います」 
「問題ありませんよ」 
 各々が戦う意思を伝えれば、饕餮はにいっと笑う。 
「じゃあ、俺がいいと⾔ったら来いよ」 



 あっけからんと⾔い放ち、⾨を開くように指⽰を出す。⾺には乗らない。饕餮は
⾃⾝の⾝体が通り抜けられる程度に、⾨が開くと、そこから⾝を滑り込ませて、外
に出た。 

 ⻄乃⼝の寄せ⼿の将は、⿊部だった。 
 五千の兵の中軍に居た⿊部は、⾨から単⾝、⾶び出てきた饕餮に、すぐ気づい
た。 
 ⿊の具⾜が⽇の光を反射し、光っており武⼠⾃体も体が⼤きいが、その⾝の丈を
超える⻑い槍がよく⽬⽴っている。 
 ⿊部は体の⼤きさから、⼰に⼑を突きつけた無礼者の⽚⽅だと、即座に判断し
た。 
 広間での⾮礼を思い出し、⿊部は兵を急き⽴てた。 
 ⾺にも乗らず、単⾝ならば倒せると、そう⾼を括ったのだ。 
「討て、あの男を討て！」 
 外に出た饕餮も気づいた。 

 うちの姫を侮辱した塵が居やがる、と。 
 その時の饕餮の笑みは、誰もが震えるようなものだった。 
 幕府の兵は⼸を構えて、饕餮に放つ。 
「効くかよ」 
 残忍に笑った饕餮は、槍を振るった。⾵が巻き起こり、⾶んできた⽮が煽られ
て、あらぬ⽅向に⾶んでいく。 
「おい、てめぇら出てきていいぞ」 
 饕餮は背後にいる⾜軽たちに声をかけてから地⾯を砕くかと思うような勢いで、
地を蹴り上げると、⼀瞬で敵兵の⽬先にまで迫った。 

 轟 

饕餮が槍で薙ぐと、まるで刈られるように⾜軽の⾝体が吹き⾶んだ。 
⽬の前に居た兵たちは、体が上と下に分れて、⾎を噴き出しながら倒れる。 
何が起こったのだ、と⿊部は遠くから様⼦を伺って、⽬を⽩⿊させるしかない。 
「おい、てめぇ」 
 ⾎を浴びた饕餮が、怒気を含ませながら⿊部に声をかけた。 
「てめぇは覚えているぞ、⿊部だったか…。今、そっちに⾏くから覚悟しやがれ」 
 饕餮は⿊部をねめつける。 
 鋭い眼光に射抜かれた⿊部は、⾺上で震えだす。 
「な、なんだ。お前は、名乗りも上げず、卑怯だ」 
 恐怖で思考が凍っているのか、戦場でありながら卑怯だ、なんだと⿊部は⾔い始
める。 



 だらだらと汗を掻き、顔を⻘くして震えるさまは滑稽を通りこして、哀れだ。 
 しかし、今の饕餮には憐みを持つ⼼はない。 
 ⼰の唯⼀無⼆の主を⾺⿅にされたことを、忘れていない。 
 槍を構え直すと、饕餮は再び地⾯を蹴った。 
 まるで巨⼤な⽮が直進したようで、あっという間に⾸が幾つも⾶んでいく。 
 饕餮が⿊部に近づくべく、まっすぐに槍で貫きながら、前に進めば敵兵たちが、
串刺しとなって絶命する。 
 その中で饕餮は笑った。 
「この俺に名乗りを求めるかよ」 
 呆れたように⾔ってから、饕餮は槍を敵兵から抜き、⾎を払う。 
「⼀応、名乗ってやるよ。俺は饕餮だ。⻯にもなれねぇ、化け物だ」 
 武功や⾝分を名乗らず、ただそれだけを⾔うと饕餮は腕を振るった。 

 ⼗何⼈という兵が、腕や体を切り裂かれ、吹き⾶ぶ。 
 ⾎に染まった槍と具⾜を纏う饕餮に、その場に居た皆が恐怖した。 

⼀⽅、東乃⼝を守っていた諏訪は、深く息を吐いていた。 
⾨を前にして、⼑の柄を握る。 
諏訪も⼀介の武⼠だ。 
普段は、抑えていたが、武⼠特有の気が戦になれば⾃然と漏れる上に⻯の好戦的な
衝動が、⾎を⾊濃く受け継ぐ諏訪にも出ていた。 
顔に冷静さを張り付けながらも、諏訪は何度も⼼のうちで思った。 
戦いたい、戦いたい、戦いたい、戦いたい、戦いたい。 
将としては冷静ではいけないと理性に告げられ⾺上で滾る気持ちを抑えながら、指
にゆっくりと⼒を込めて⼑を抜き放つ。 
「⾏くぞ」 
 たった⼀⾔で諏訪は周囲の兵たちから、⼒強い気が⽴ち上るのを感じる。 
 百姓⼠分に問わず、彼らもまた、⻯の末裔だ。 
 戦にたぎらぬ理由はない。 
それを背で受け⽌めた諏訪は、開いた⾨から、どっと鐙を蹴った。 
 ⾨から諏訪が⾶び出し、それに続いて若い騎⾺武者が⾶び出した。 
東乃⼝の寄せ⼿は破鉢だ。 
 後⽅に居た破鉢は、諏訪率いる騎⾺武者の姿が現れたことで⽬を⾒張る。 
 かつて、破鉢は蒼⽥城を攻めた。その時に⾒た恐怖の再来に、驚く他ない。 
「まさか、あれは」 
 ⼈⾺⼀体を⾒る。 
 かつて蒼⽥城を攻めた際、多くの武⼠が、後世に残している。 
 ⽂字通り諏訪たちの乗⾺技術は、⼈⾺⼀体を体現していた。 



 ⼤勢いる幕府の兵の中、流れるようにして⾺は動く。 
⾺は⾜軽たちをいなして、突進し、幕府の⾜軽が反撃しようとすれば、いつの間に
か遠くに逃れる。まるで⼤波に乗った船のように流れながらも、散開し、集合し、
散開してを繰り返しながら⾺は攻めてくる。 
驚く敵兵の中、諏訪は普段なら⾒せぬような好戦的な笑みを浮かべた。 
（俺たちの⾺術に敵うものがいるはずもない） 
 破鉢や幕府の兵たちは知らなかったが、⻯というのは元来、他の動物と意思疎通
を取りやすい⽣物であった。 

春ほどではないが、⻯の⾎を引く諏訪や他の武者たちも動物程度であれば⾔葉にし
なくとも⼼の機微は測ることができる。 
 加えて、東乃⼝は⽥もない平野が広がっている。上りも下りも少ない平地のため
に、⾛りやすい。 
そんな場所で意思疎通のできる⾺と諏訪たちが共にあれば、どうなるか。 
 幕府側が⼿を出せるはずもなく諏訪は流れるように、⼈波を縫っては⼑を振る
う。 
 いつの間にか、味⽅が倒されているのだから幕府側には脅威でしかない。 
「…っ」 
 しかし、諏訪は途中で⾺を⽌めた。 
 ⾒られている、と強く感じ、その⽅に⽬を向ける。 
 ⽬が合ったのは⾺を駆って、諏訪に近づいてくる破鉢だった。 
 ⾔葉は不要だ。 
 諏訪は、破鉢の姿を捉えたと同時に即座に戦わなければならぬと判断し、⾺を⽌
めた。 
 対する破鉢は⽬に熱い闘気を⽴ち上らせてやって来ると、同様に⾺を⽌めた。諏
訪と違ったのは、破鉢は⾺から下り始めたことである。 
 破鉢は⾺上の戦いが苦⼿であった。 
 ⼰とは別の⽣き物に⾜を任せた状態で、勝負をしたくはなかったのだ。 
 諏訪はそれを感じ取ると⾃らも⾺から降りた。 
（全⼒でなければつまらん） 
 互いに⾺を下り、⼑を抜き放つ。破鉢は下段に、諏訪は中段に構える。 
「志⼾家⾺廻役破鉢、参る」 
「⻯胆家当主が⾂、諏訪」 
名乗りを上げたと同時に、⼆⼈は地⾯を蹴って、⼰が敵を討つべく⼑を振るった。 
 ⼀瞬のうちに⼆⼈の姿は掻き消え、代わりに刃が弾きあう⾳だけが響く。 
 最初に諏訪が斬りこんだ。 
 しかし、破鉢が居た場所には⼈の姿かたちはなく、いつの間にか諏訪の真横に破
鉢が⽴っていた。顔向けて突きが繰り出される。諏訪が⾸を傾けてよければ、⼑が
諏訪の兜を削り、吹返を⾶び散らさせる。体制を⽴て直そうとした諏訪であった



が、すでに⽬の前に刃が迫っており、急いで諏訪は腕を振るう。刃を弾きあげるな
り、諏訪は後ろに⾶びずさった。 
（なるほど、強い） 
 諏訪は距離を取りつつ、関⼼した。 
 下鴨の破鉢といえば⻯胆領では有名な上⽅の武⼠であった。 
 何せ、饕餮の⽗と刃を交え、その⽚腕を奪ったというのだから驚きだ。 

 饕餮の⽗・永江は、今の饕餮と同等かそれ以上の⼒を持った武⼠であり、領⺠誰
もが慕う強く⼼優しい⼈物だった。彼の⼈柄と強さに憧れぬ⼦はいなかった。 
 無論、破鉢も永江に憧れていた⼦供の⼀⼈だった。 
 その憧れが、どれほどと聞かれれば息⼦である饕餮と張り合う程度には、⼤きい
ものだった。そんな諏訪の⽬の前には⼰の憧れの⽚腕を奪った男がいる。 
（強いが、勝つ） 
 なんとしても勝たねばならないと⼑を構え直しながら諏訪は思った。 
 ⼰が憧れた⼈の為、そして、その息⼦である男に賭けて。 
 此処で⼰が負けて、死ぬようなことは絶対にあってはならないと強く思う。 
（絶対に、何が何でも、勝たねばならない） 
 諏訪は⾜に⼒を込めた。 
 めり、と地⾯が割れるような⾳が鳴る。 
 全⾝がしなり、筋⾁が唸った。 
 何かをする気か、と破鉢が⾝構える中で、諏訪は更に全⾝に⼒を⼊れた。 
（あの莫迦の真似をするのは癪に障るが、そうも⾔ってられん） 
 内⼼で、そう呟き⼀瞬だけ、顔を顰めてから諏訪は⼑を突きの構えにし、腰を低
く落とした。 
―――それは、⻄乃⼝で饕餮が⾒せたものに似ていた。 
 諏訪は地⾯を蹴りあげると放たれた⽮のごとき速さで、直進する。 
 あっという間に距離が詰まり、破鉢の⽬の前に迫った。 
（とった） 
 切っ先は、まっすぐに、破鉢の喉元に迫る。 
 しかし、破鉢は、それを感じて嬉しそうに⼝⾓を上げていた。 

「お、諏訪が戦ってるな。これは使者に来た破鉢殿かな」 
 ⼤広間で、春が軽い⼝調で呟きながら床に広げた地図の上で⽊で作った駒を動か
す。 
東乃⼝の前、平野の開けた場所で諏訪と破鉢の駒が向かい合っていた。 
曲輪から戻って来た海⾺は、その様⼦を⾒て仰天した。 
「判るんですか、誰がどこで戦っているとか」 
「まぁな」 



 春は頷きながら、傍らの⾜軽の兵を動かした。 
「諏訪が率いる騎⾺隊の奴らは、動きが速いから省いているけど」 
「速いって、そんなに？」 

「ああ、だいだい…」 
 春は駒を置いている箱から、騎⾺と書かれた駒を取り出す。 
 それを⼀旦、平野におくと⼿で掴んだまま、⽬にも⽌まらぬ速さで動かし始め
た。 
「あいつらは、⾺と⼀⼼同体に近い状態で、動くから滑らかに⾛る。 
 右に、左に、敵の居る場所、いない場所を把握した上で動けるんだ」 
 ⾔いながら春は、駒の動きを⽌めて、箱に戻す。 
「こんなの動かしていたら、こっちの⼿が疲れる」 
「…なるほど」 
 確かに、騎⾺全員が、今⾒せられたように動けば、駒を動かしている春が疲れる
だろう。 
 納得しながら海⾺は地図と、その上に並べられた駒を確認する。 
 地図は蒼⽥城と、その周辺を上から⾒下ろしたように細かに描かれている。 
 ⻄乃⼝には饕餮の駒があり、⼤勢いる⾜軽の壁を突き破るようにして⿊部に向か
っている。東乃⼝では前述したとおり、諏訪と破鉢が対⾯する形になっている。 
 その周囲で騎⾺武者と敵の⾜軽が交戦していた。 
 駒を⾒る限りだと⻄乃⼝も東乃⼝の敵兵の陣形は崩れ、蒼⽥城側が優勢になって
いるように⾒える。そして、敵兵の壁の更に奥、森を背にした丘には苛賀の駒があ
る。 
海⾺は他にも敵味⽅の駒が⼊り乱れる中、⻯⾨は閉ざされたままで、守り⼿が少な
いことに気づいた。 
「…⻯⾨の守りは少なくていいんですか？」 
「ああ、普通の⼈間には⼤きすぎて⻯⾨は開けられない。開けようにも、あれは有
事の際にしか開かないしこの世には、⼤筒や鉄砲もない、敵が⾨を破壊することは
出来んだろう」 
「おお、づ？」 
 聞きなれない単語に海⾺が⾸を傾げると、春は「しまった」と⾔わんばかりの顔
をする。 
「いや、なんでもない。聞かなかったことにしてくれ」 
 春は軽く⼿を振って、散らすようにして苦笑する。 
その後で、春は戦場をざっと地図を⾒回してから困ったような顔になった。 
「とにかく、あの⾨は⻯が戦場に出る必要があるときだけ開くから、⼼配はいらな
い」 
「開くって」 
 そんな勝⼿に開くみたいな⾔い草は何なんだろうか。 



 海⾺が疑問に思ったときだった。 
 唐突に、春の顔⾊が変わった。 
 勢いよく振り向いた春は広間の壁越しに何かを睨むように、⾒つめる。 
「春様？」 
 どうしたのだろう。 

 また巫⼥の⼒で何かを⾒ているのか、と海⾺が尋ねようとしたとき。 
「何か…来る」 
 春は、嫌悪感を露わにして、そう⾔った。 



六、不穏の影 

苛賀は怒っていた。 
「何なのだ、これは！」 
 戦場を丘の上から⾒下ろして、苛賀は持っていた軍配を投げすてた。 
「さっさと城を落とさぬか、何を⼿間取って居る?」 
 開戦から、まだ⼀刻も経っていないというのに苛賀をそんなことを⾔い始めた。 
 どうやら、苛賀は頭の中で⼀刻も経たずして⾃軍が敵兵を圧倒し、城を落とすと
いう妄想が浮かんでいたらしい。 
「⿊部も、破鉢も何をしている。武功を⽴てろとは⾔ったが、時間を掛けろとは⾔
っておらぬぞ」 
 蒼⽥城も抵抗している現状、短時間で城攻めを為すのは不可能に近い。 
 しかし、苛賀には、それが判らなかったようで、苛⽴ち混じりに声を上げた。 
「綾⿃、居るか?」 
「はい、ここに」 
 呼びかけると頭⼱を被った綾⿃が、どこからともなく現れる。 
「死兵を出せ」 
「よろしいので」 
「あぁ、⼿加減は不要だ。お主の呪術で、あの城を落とせ」 
 苛賀の命令に、綾⿃は頭⼱の下でほくそ笑んだ。 
「御意」 
 頷くなり、素早く陣幕の外に出て⾏ってしまう。 
 苛賀は、それを⾒送った後、改めて戦場に⽬を落とした。 
こんな城は、さっさと落として⽗や祖⽗よりも優れていることを、知らしめなけれ
ばならない、と。 
「兵を引かせよ、これより死兵を出す！」 
 苛賀の下知に、使番が戦場に放たれた。 
 程なくして、⿊部も破鉢も戻ってくるだろう。 
 その時が、勝負だ。 
 ほくそ笑む苛賀の側、平凡な使番に扮していた夜頭は内⼼で、顔を顰めた。 
（姫様、これは少し不味いかもしれませんよ） 
 夜頭は、陣幕から出て森を振り返った。そこに居るおびただしい数の、⼈影。 
任務の最中だと⾔うのに、思わず、息を呑まざる負えなかった。 



⻄乃⼝、⿊部の元に使番がやって来る。 
悪⻤羅刹のごとき饕餮に攻め込まれ、すでに陣形もなく皆が恐れで逃げ出していく
中で、⿊部の元に苛賀からの使番がやって来た。 
「撤退せよ、とのご指⽰が！」 
 それだけで⿊部は確信した。奥の⼿を使うのだ、と。 
「聞け、化け物！」 
 勝利を確信した⿊部は、撤退の指⽰を⾶ばしながら饕餮を⾒やった。 
 呼ばれた饕餮は、近くにいた⾜軽の⾸を槍で、吹き⾶ばしながら振り向く。 
 ⼀瞬、ぎょろりとした⽬と⽬が合い、気後れする⿊部だったが、すぐさま威勢よ
く声を張り上げた。 
「お前たちは、終わりだ！ 程なくして死兵が来るからな！」 
 それだけを⾔って、⿊部は⾺腹を蹴った。 
 撤退の下知を⾶ばしながら踵を返して⿊部は逃げていく。 
 その様⼦に饕餮は、呆れるやら、状況がよく判らないやら、で⾸を傾げた。 
「逃げて何⾔ってんだ、あれは」 
 追撃するか、饕餮は迷う。 
 本⾳を⾔えば追って、春を蜥蜴呼ばわりしたことを後悔させながら⾸を取りた
い。 
 しかし、深追いして、守るべき⾨を放置するのも憚れる。 
「さて、どうすっかな」 
 饕餮は、戦場で腕を組んで真剣に悩み始めた。 
 が、そんなことをしている暇はすでになくなっていた。 
「…あ？」 
 ⽿の良い饕餮には、それが届く。⾁が破裂し、砕けるような⾳と、⼤勢の⾜⾳
が。 
「獣や⼈、じゃねぇな」 
 各々⽣物が出す⾳ではない。しかし、⻯でもない。饕餮は槍を構え直した。 
「饕餮殿、如何しましたか」 
 逃げ惑う敵兵を倒していた味⽅の兵たちが、饕餮の様⼦に⾸を傾げる。 
「何かが来る。てめぇらはいつでも動けるようにしとけ」 
 饕餮の⾔葉に皆が警戒を露わに、各々が得物に籠める⼒を強くする。 
 その時、⼤量の⽮が⾬の如く饕餮らに向かって放たれた。 
 饕餮は槍を振るって、その⾵圧で、⽮の軌道を変えた後、射⼿がいるであろう⽅
向を⾒やる。 
 林の⽅に⼈影がいくつか⾒えた、と思った饕餮は地⾯を蹴り、間合いを詰める。 



 槍を⼀閃し、⼈影の⼀つを刃で叩いた。 
敵の⾸がつぶれる⾳がした…はずだった。 
「は…？」 
 饕餮は思わず、唖然とした。 
 ⾸の⾻が潰れたはずなのに、⽬の前の敵は⼿⾜を動かしている。 
 饕餮は、⾸が座らない状態で、⼿⾜をバタつかせる敵をしばし⾒やった後、槍を
引くと敵の⼼臓めがけて槍を放つ。 
 確実に⼼臓を潰し敵は動かなくなるが、それは⼀瞬だった。 
 再び⼿⾜を動かし始める。 
 饕餮は、敵の⾝なりと、瞳を⾒て気づいた。 
 先ほどまで戦っていた者たちとは違う。恰好はまるで百姓のようで武装はしてお
らず、⽬が⽩⽬と⿊⽬が判断つかないほどに朱⾊に染まっていた。本能で、これが
普通でないと判断した饕餮はすぐさま槍を抜いた。 
「撤退しろ！」 
 饕餮の⼤⾳声が⻄乃⼝周辺に轟く。 
 背後では⾜軽たちが驚いたような顔をしているのを⾒て、饕餮はもう⼀度、声を
上げた。 
「てめぇら、戻れ！」 
 ⾔って、饕餮⾃らも駆けだそうとしたときだった。 
 林から現れた別の兵が饕餮に刃を振るった。 
 防ごうと槍を構えた饕餮だったが、⾸をぶらつかせ、⼼臓を潰したはずの兵も腰
の⼑を抜き、振るい始める。 
 ⼀⽅は防いだが、防ぎきれなかった刃の⼀つが、饕餮の腹を突き刺す。 
 饕餮は痛みに顔⾊を変えることなく、ただ⼰を襲った者たちを⾒やった。 
 林から現れたのは⾜軽の姿をしていたが、同様に瞳が朱⾊に染まっていることを
確認し、饕餮は再び、吠えた。 
「全員、戻って、⾨を閉ざせ！」 
 饕餮は槍を振るい、敵の⾸を落とす。 
 腹に突き刺さった⼑をそのままに、饕餮は勢いよく⾶びのいた。 
 ⾸を落とした⼆つの死体は動かなくなるも、⾸がない状態で、⼿⾜を動かし始め
る。 
 林からも⼤勢の⾜⾳と同じ気配がするのを感じながら、饕餮は⾨に向かって⾛り
始めた。 
「引け、撤退しろ！」 
 何度も、そう吠えた。 

 諏訪は破鉢の⾸を落とすことを確信していた。 



 しかし、笑った破鉢は、⾝を捻りながら、⼰の⼑で諏訪の⼑を弾くと、その⼀撃
を避けてしまう。外れたことで、諏訪の横脇が開く。 
 周りこんだ破鉢が、そこに刃を振り下ろそうと構えるが、唐突に動きを⽌めた。 
 諏訪の動きも同時に⽌まる。 
 ⼆⼈は、ほぼ同時に体勢を⽴て直すと、異様な気配を発する⽅⾓を⾒やった。 
（⼈でも⻯でもない、物の怪か…？） 
 それが⼈ではないということを諏訪も、肌で感じ取る。 
 五⽉蠅い戦場の中で何か⽣温く奇妙な空気が漂い始めている、と諏訪は思った。 
 破鉢も同様に、普段は感じない謎の殺気が迫ってきていることに気づいた。 
 それはどうやら、本陣のある丘の⽅⾓から迫っていることも察知する。 
 その時、使番がやって来た。 
「破鉢様、撤退せよとのご指⽰が、御屋形様より」 
「撤退、だと？」 
 何故、此処で。 
 苛賀は戦下⼿の阿呆だが、よもや此処で撤退させるほど⾺⿅だったか。 
 そう思い返したところで、破鉢は急速に『奥の⼿』の存在を思い出した。 
「まさか、此処で使うというのか」 
 破鉢の中に不意に怒りが⽣まれた。 
 この若者と雌雄を決しようとしたいたところで、何たる侮辱か。 
 久⽅ぶりに⼼躍る勝負をするはずであったのに、と怒りを沸かせつつ、破鉢は諏
訪を⾒やった。 
「勝敗を決せぬのは腹⽴たしいが、すぐに撤退した⽅がよい。我が殿は怪しい⼿段
を⽤いて城を落とす御積もりだ」 
 ⼰の邪魔をした苛賀に⼀⽮報いるつもりで、破鉢は諏訪に忠告してから駆けだし
た。 
 撤退を指⽰しながら、⾺に乗る破鉢に事の重⼤さを感じた諏訪は⾃らも撤退の指
⽰を出し始める。勝負を中断させられたのは、不快を通り越して怒りしか感じえな
いが、そんなことを⾔っている暇ではないのを理性が告げていた。 
「引け、皆戻るぞ！」 
 諏訪の声に敵兵を蹴散らしていた騎⾺は瞬時に戻って来る。破鉢率いる兵が引い
ていくのを横⽬に諏訪は⾺に乗って、⾨へと向かう。 
 その時、どこからともなく、⼤量の伏兵が現れた。 
「何だ、あれは」 
 ⾺を駆りながら諏訪は、破鉢の兵と⼊れ替わるように迫りくる敵兵を確認した。 

 各々、槍や⼑などの得物を持っているが、格好は百姓に具⾜姿の武者、町⼈⾵の
いで⽴ちなど⼈によって様々な上に、年齢も⽼若男⼥問わずだ。 
 総じて⾐服や体が汚れていることが共通しているが、姿だけでは敵と判断するの
は難しい。ただ、殺気を放っていることから、諏訪は敵と感じて、部隊を引かせ



た。 
 ⾨に⼊る間際、逃げ遅れた幕府の兵が現れた伏兵に斬られたのを⾒て、諏訪は瞠
⽬した。 
「これが、幕府の『奥の⼿』か…?」 
 騎⾺が⼊ったと同時に諏訪は急いで⾨を閉ざせる。 
「⼸兵、構えよ。近づけさせるな！」 
 騎⾺から下り、⽯打棚に昇りながら諏訪は指⽰を出す。 
 慌ただしく⾜軽が動き、各々が⽯打棚の上や⽮佐間の前で、⽮を構える。 
「千はいるか」 
 諏訪は焦点定まらぬ様⼦で、⼿⾜を何度もバタつかせて迫る兵たちを⾒やった。 
 陣形も何もなく、ただ迫って来る兵たちが、射程に⼊ったと感じた瞬間。 
「放て！」 
 諏訪の声に⼀⻫に⽮が放たれた。 
 それはしっかりと、敵兵の⾝体に命中した―――はずだった。 
 しかし、射ても射ても、敵兵は動きを⽌めない。頭に命中した者もいるのに、す
ぐに動き出して迫って来る。 
「不死、とでもいうのか?」 
 腹⽴たしげに諏訪は⾔いながら、近くにあった槍を掴んだ。 
 体を捻って、槍を投げる。槍は空を裂き、まっすぐに敵兵に向かって⾶んでいく
と、敵兵のうち⼆⼈を貫き、地⾯に縫いとめた。 
「⼆体だけか」 
 この⼿段では確かに動きは⽌められるが、敵の数に対し、槍を放つ数が追いつく
はずもない。諏訪が、どうするべきか、と考えたとき敵兵は堀を超え、塀のすぐ側
までやって来た。死なぬ敵兵が、塀を登り始めたのを⾒て、諏訪はハッとした。 
（このままでは、越えられる） 
 そう判断した諏訪は、⽯打棚から⾶び降り、地⾯に着地した。 
「此処を放棄する！ 皆、⼆の丸に⾛れ！」 
 ⼆の丸には⻯⾨がある。 
 その為に⾃然と塀も巨⼤な⾨に合わせて⾼くなっている。掘も深い。 
 あそこでなら、まだ敵兵を留めることが出来るかもしれない。 
「⼆の丸に伝令を！ 中⾨だけを開き、残りを閉ざして固めろ、と！ 
 他の守り⼝にも、守りを放棄し中⾨に集え、と伝えろ！」 

 中⾨は⻯⾨の側にある⼆の丸と三の丸を繋ぐ⾨だ。 
 そこだけを開けておけば、敵兵を⼊れにくいだろうと諏訪は考えたのである。 
 諏訪の⾔葉に使番が⾛り出す。 
同時に東乃⼝を守っていた⾜軽たちも⾛り出した。 
「⾛れ、中⾨に向かうぞ！」 



「春様、待ってください！」 
 広間に居たはずの海⾺は、本丸の中を駆けまわっていた。 
 その理由は単純。突然、春が広間を⾶び出して⾛り出したのだ。 
 着物の裾が捲り上がり、⾜が⾒えてしまうのも気に留めず、春は廊を⾛り抜けて
いく。ぎりぎり追えるか、という速さに海⾺は驚くしかない。 
「春様、どうしたんですか！」 
 ⾛りすぎて胸や腹が痛み、荒い息を出しながら海⾺が尋ねる。 
 しかし、春はまったく答える素振りを⾒せずに裸⾜のままで、外に出ると本丸か
ら⼆の丸へと降りて⾏ってしまう。そして⼆の丸に着くや否や、周囲をキョロキョ
ロと⾒回し始めた。
「蕗！」
 ⽬的の⼈物を⾒つけるなり、春は作業をしている⾜軽の中に⾶び込んだ。 
「春様、どうしてここに？」 
 ⼈波の中から顔を出したのは具⾜を纏った蕗だった。⼆の丸で、他の⾜軽たちの
⼿伝いをしていたらしい蕗は、春と海⾺が居ることに驚いたようだった。そんな驚
いたままの蕗に対し春は焦った様⼦で詰め寄る。 
「中⾨だけを開いて、残りの⾨を閉ざしてくれ」 
「春様？」 
「急げ！」 
 険しい顔で春が声を上げれば蕗は⼀瞬だけ⽬を丸くしてから、頷いた。 
「中⾨を残して、他の⾨を閉ざしてください！」 
 蕗が復唱して周囲に指⽰を出していけば。慌ただしく皆が動き始めた。 
 その中で春が海⾺を振り返って、両肩を掴んだ。 
「海⾺、お前は東側から回って、残りの⾨を閉ざすように伝えてくれ！」 
「は、はい！」 
 必死の顔の春に、海⾺は頷くなり地⾯を蹴った。 

「中⾨を残して、残りの⾨を閉じてください！」 
 ⾃分の声で皆が動くか、不安を残しつつ、海⾺は伝令に⾛る。 
 しかし、海⾺の不安など杞憂だと⾔わんばかりに⾔うや否や、兵は動き、それぞ
れの守り⼝を堅め始める。皆の⾏動が何かに急き⽴ているようだ、と海⾺が気付い
たのは⼆の丸と三の丸を繋ぐ⾨が⼆つほど閉じてからだ。不思議に思った海⾺は⾛
りながら、ふと⽮佐間から外を⾒やった。 
「な、なんだ。あれ」 
 ⼤量の兵が三の丸に溢れていた。 
 彼らはこぞって⼆の丸に向かって⾛ってきている。 
 真っ⾚な瞳に得物を振り回す様⼦は悪⻤羅刹のようだ。 



 外に出ていた味⽅の⾜軽が⽌めようと交戦するが、容赦なく⾜軽たちは切り刻ま
れていく。しかも、倒されたはずの敵は何故か動きだして⽴ち上がるのだから海⾺
は理解が出来ずにそれを⾒つめた。そこでもう⼀つの事実に気付く。 
「諏訪さんと、饕餮さんは？」 
 彼らは外に居た。 
 三の丸に敵がいるということは、⼆⼈はどうなったのだろうか。 
 海⾺は思わず、⾜を⽌めるとすぐ側にあった櫓に上った。 
 ⻄乃⼝と東乃⼝を交互に確認するが、すでに敵兵があふれて、何がどうなってい
るのか判らない。 
まさか、⼆⼈は死んだのか。 
 考えたくはなかったが、冷たい汗が背筋を流れ、海⾺は短い息を繰り返して吐き
出す。⽣きていてくれ、と願った海⾺がふと視線を中⾨へと向けると。 
「え？」 
 思わず、海⾺は⾝を乗り出した。 
 海⾺の視線の先には敵兵から逃れる⾜軽たちと、その中でも⽬⽴つ⼆つの具⾜が
⾒えた。 
 捻じれた⾓のついた兜と、⻯の前⽴ての兜。 
「饕餮さん、諏訪さん！」 
 ⼆⼈は、中⾨の前まで駆けてきていた。 
 海⾺は櫓から下りると、中⾨へと⾛り出した。 
 ⼤丈夫だ、⼆⼈はまだ⽣きているという希望を元に、伝令の仕事も忘れて、ただ
⼀直線に駆けた。 

「てめぇ、何で此処にいやがる！」 
「それは、こちらの台詞だ！」 
 饕餮と諏訪は互いに互いを罵倒しながら、三の丸から⼆の丸へとやって来てい
た。 
 饕餮も⾨に戻ってすぐに、敵が塀を越えて来ることを予想し、⼆の丸への撤退を
⾏っていた。その最中に東乃⼝から放たれた伝令により中⾨のみが開くことを知っ
た為、ちょうどよく⾨に向かう道中で諏訪と合流する⽻⽬になったのだ。 
「何が敵を⼊れるな、だ。てめぇこそ守りきれてねぇだろうが」 
「その⾔葉、そっくりそのまま返してやろう。守りきれと俺に⾔って来たのは貴様
だぞ」 
 ⼆⼈は⾃軍の最後尾につき、迫りくる不死の兵を蹴散らしながら、⽂句を⾔う。 
 中⾨がみえた頃、不意に饕餮が体を捻った。 
「おい、諏訪。こいつら⾜切ると遅くなるぞ」 



 饕餮が⾔って、槍で敵の⾜元を払う。 
 ⾜が吹き⾶び、転がった敵兵は這って前に進もうとするが、⾜があったときより
は格段に進む速さが遅い。 
「⾔われなくとも理解している！」 
諏訪はしつこい、と顔を顰め振り返りざまに、迫った敵の⼿⾜を切り⾶ばした。 
⼑についた⾎を払いながら、再び諏訪は前を⾒て⾛り出す。 
「そうかよ、そりゃ失礼しやした」 
「失礼だと思っているのか、貴様」 
 ⼆⼈は眉を潜めて、互いの顔を確認する。 
 ふざけたような⾊合いを残していた表情が、引き締められ、⼆⼈は険しい顔にな
った。しばしの沈黙があってから、饕餮が⼝を開いた。 
「…⼆の丸に⾏きゃ、時間は稼げるが、⾨を閉じれるかが問題だな」 
「あぁ、全員⼊ってから⾨を閉じようとすれば、敵兵を⼊れる隙が⽣まれる」 
「だったら、やることは⼀つしかねぇな」 
 そう⾔った饕餮は顔を顰めた。 
「てめぇと⼀緒だと思うと、最悪だが⽂句⾔っている暇ねぇな」 
「最悪なのは俺の⽅だ、ど阿呆」 
 ⾔い合った⼆⼈は、ほぼ同時に⾜を⽌めると迫りくる兵に向き直った。 
 そして、今来た道を戻るように⾛り出すと、各々の得物を構える。 
「先ほどから⾔おうと思っていたのだが、な！」 
 諏訪が⾔いながら、⼑を振るえば迫っていた⾜軽たちの上半⾝と下半⾝が割れ
る。 
「貴様、腹から⼑が⽣えているぞ！」 
 諏訪の⾔葉に「あ」と饕餮は、⾃⾝の腹を⾒やった。 

 具⾜の隙間より突き刺さった⼑の柄を握り、抜く。 
 そして抜いた⼑をそのまま投げ、敵兵の⼀⼈の頭を砕いてから饕餮はつぶやく。 
「さっき、刺されたの忘れてた」 
 饕餮が槍を振るいながら⾔うのを聞いて、諏訪は呆れを隠さない。 
「やはり、⾺⿅だろう。貴様は！」 
「⾺⿅だの阿呆だの、失礼だな、てめぇは！」 
⾔い合いながら⼆⼈は、不死を切り伏せていた。 
 その時だった。 
「饕餮さん、諏訪さん！」 
 中⾨へと辿りついた海⾺が⼆⼈に声をかける。 
「海⾺か?」 
 敵を槍で貫きながら饕餮が尋ねると「はい！」と海⾺の返事が返ってきた。 
「何をしているんですか、早く⼊ってください！」 
「あー、それなんだがなぁ。海⾺、俺たち以外が⼊ったら⾨閉じてくれねぇか」 



「え？」 
 饕餮の答えに海⾺から、⼾惑いの声が漏れる。 
 それに諏訪が⾆打ちをすると、声を上げた。 
「分からないか。俺たちが⼊ろうとすれば、その隙に敵が⼊る。敵が⼀⼈でも⼊れ
ば城が落ちる」 
「つまり殿ってわけだ。⾜⽌めしてる間に、さっさと閉じてくれ！」 
 諏訪と饕餮の⾔葉に、⾨の前に⽴っていた海⾺は⽴ち尽くした。 
 ⼆⼈を置いて、⾨を閉じろというのか。 
 海⾺がそんなこと出来るわけがない、と思っていると諏訪が苛⽴ち混じりに背後
を⾒やった。すでに⾃分と饕餮以外の⾜軽たちが逃げ込んだというのに、⾨を閉じ
ようとする気配がないことに気づき諏訪は⾆打ちをした。そこで諏訪は⼑を振るっ
て敵兵を切ると、⾨へと駆けてきた蕗を⾒つけ、声を上げた。 
「蕗！ ⾨を閉じろ！」 
「え…？」 
命じられた蕗はしばし海⾺と同じく茫然としながらも、戦う饕餮たちと⾨を交互に
⾒やった。それだけで事の次第を理解したのか、⼩さく息を呑む。 
そして、数秒ほどおいて、蕗は意を決したように顔を上げた。 
「⾨を閉じてください、急いで！」 
蕗は周囲の⾜軽に声を掛けて⾨を閉じ始めた。 
呼びかけられた⾜軽たちは、驚きと困惑に固まるも⼀⼈、また⼀⼈と⾨を閉じよう
と動 

き出す。蕗たちの⾏動を信じられず海⾺は掠れた声を出した。 
「蕗、何やって…」 
「閉じなきゃ、あれが中に⼊って来る。⼊ってきたら、みんな、死んじゃう！」 
 その通りだ。海⾺も理屈で理解しているが体が動かない。 
 固まったままでいると、饕餮が⽚腕を上げた。 
「俺たちは⼤丈夫だ、強ぇからよ。すぐに⾏く」 
 だから、さっさと閉じてくれ。 
 あっけらかんと⾔い放ちながら迫って来た敵兵を饕餮が槍で貫けば、海⾺の中で
⼾惑いが弾けた。 
ようやく動き出した海⾺は蕗らを⼿伝って、扉を押す。そして、敵兵がやってくる
前に中⾨を完全に閉じて、その上で閂までをかける。 
 ⾒せなくなった⼆⼈の背に海⾺は、その場にへたり込むしかなかった。 
 そこに饕餮から。 
「ありがとうな、じゃあ⾏ってくるぜ」 
 と、海⾺たちに向けて⼤きな声が聞こえた。 
「いいからさっさと働け！」 
 という諏訪の声が⽴て続けに聞こえた。 
しばらくの間、⼆⼈の罵倒と各々が得物を振るう⾳も聞こえていたが、徐々に⼩さ



くなり、いつの間にか消えていた。 

七、迎え 

 ⾨を閉ざしてどれほど経ったのか、⼆⼈の声はもう聞こえない。 
 海⾺は罪悪感を強く感じ、その場から⼀歩も動けないでいた。 
 海⾺も代々、村⻑の家柄である為に、時に⼤勢を助ける為に⼀⽅を切り捨てるの
は⽌む負えないと思っていた。 
 しかし、今⽇のように⾃らの⼿で、知⼈を切り捨てたのは始めてだった。 
 海⾺の傍らにいる蕗も、⾎の気のない顔をして⾨に寄りかかっている。 
 ⾨を閉ざした誰もが、⼰の未熟さと罪悪感に⾎の気を引かせていた。 
 そんな中、誰か⾔ったのか「春様」という声に、皆がゆっくりと顔を上げた。 
 海⾺も顔を上げれば、ゆっくりと春が、中⾨の⽅に向かって歩いてくるのが⾒え
た。 
 ⽬と⽬が合った瞬間に、罪の意識がさらに重なりあって、肩が重くなった⼼地を
感じる。 
「春様、おれ」 
 海⾺は何を⾔おうとしたのか、⽬の前に春がやって来ると⼝を開いた。 
 ⾔葉にする前に、頭がよく回らず、海⾺は結局、⼝をすぐさま閉じる。 
 すると。 
「いい、ありがとうな」 
 春はそう⾔うと海⾺の頭を撫でた。 
 幼⼦にするように優しげに何度も、何度も頭を撫でる。 
 それだけで⼰が何をしてしまったのか、海⾺は改めて考えてしまって、死にたく



なった。 
 すると、そこへ夜頭が駆けてくる。 
「姫様、遅くなりました」 
「遅くなったことは別に気にしないが。それより、あれは何だ」 
 海⾺に声を掛けた時とは違って、底冷えするような低い声で春が問えば、夜頭が
びくりと怯えたように肩を揺らした。 
「…あれは、呪術です。綾⿃という呪術師が、集めた死体を操って、不死の兵とし
て使⽤しています」 
「し、死体？」 
 三の丸に溢れていたのは、すべて死体とでもいうのか。 
 海⾺はあり得ない、と⽬を丸くしたが春は納得した様⼦で頷いた。 
「なるほど。死体を⼈形替わりに動かしている術ということか。幕府も外道な術を
扱う」 
 普段よりも棘を含んで春は忌々し気に吐き出す。 
「死体、って⻯を禁⽌しているのに、⾃分たちは、そんな術を？」 
 側で聞いていた海⾺は、死体を操っているという事実に驚きを隠せず、震える声
で問い 

返した。⻯は駄⽬で、死体はいいのか。 
 幕府の考えが判らず、混乱していると春は腕を組んで、顔を顰めた状態で答え
た。 
「もともと、⻯狩令というのは幕府が他国の兵⼒増強を危惧して発令した、と⾔わ
れている。⾃分たち以外が武⼒、⻯を持つことを恐れたんだ」 
「じゃあ、死兵を使うのは、なんで…」 
「⻯狩令を発令した⼿前、⻯を持つことは出来ない。だから、⻯の代わりに死体を
使って不死の兵にしているって、ことだろうよ」 
春の推測に海⾺は唖然とした。 
⾃分たちで⻯は禁⽌しておいて、死体の兵などという⼈道に反する者を平気で使う
のか。 
それを防ごうとした諏訪や饕餮のこと、そして冤罪で燃やされた村のことを思い出
して、海⾺の中に怒りに似た感情が沸き上がって来た。 
「なんだよ、それ」 
 海⾺の胸の奥底に怒りが絡みつく。 
「ふざけんなよ、うちの村まで燃やしといて、⻯狩令だとか⾔って。その癖に⾃分
たちは、死体を使って、城を攻めて、それで諏訪さんや、饕餮さんが残って。なん
だよ、それ！」 
 今までため込んできた全てのことが海⾺の頭の中で爆発した。 
 閉じた⾨を叩き、怒りを訴える。 
 海⾺とて、ただの⼦供だ。 
 村をまとめる役割にあるから⻑い間、誰にも⽂句を⾔うことなく仕⽅ない、と⼰



に⾔い聞かせて我慢してきた。冤罪で村が焼かれたことも、幕府の⾔いがかりに近
い形で戦が起こったことにも怒りを覚えたが、すぐに押し殺した。周りに迷惑をか
けないように、と溜め込んできたものが不死の兵の存在によって、⼀気に弾けた。 
「⻯を狩ってる癖に、何様だよ。なんで、不死の兵なんて使うんだよ」 
「…そうだな」 
 静かな声で春が同意すれば、海⾺ははた、と気づいた。 
 この中で⼀番、怒っていいのは春だというのに、⾃分ばかりが勝⼿に声を荒上げ
ている、ということに。 
「春様、すみません、おれ、俺ばかり怒って…」 
「いや、謝ることじゃないさ。むしろ、嬉しい」 
「え？」 
「此処まで誰かのことを思って怒れる⼈が居てくれるのが、嬉しいよ」 
 春は⾔いながら再び海⾺の頭へと⼿を伸ばして撫でた。⼼から嬉しそうに微笑む
春を⾒て、海⾺は泣きそうになる。 
 諏訪と饕餮を失ってもなお、笑う春の⼼境を思うと悲しくなった。 

 しかし、海⾺の想いとは裏腹に春は、海⾺の頭を撫でたのちに、あっけらかんと
笑った。 
「…さて、じゃあ、そろそろ迎えに⾏ってやろうか」 
「む、迎え？」 
 何の、と尋ねようとしたところで海⾺は春の姿を確認して驚いた。 
 春は朱⾊の⼩袖に籠⼿と脛当を付け、額には鉢⾦をつけて軽装といはいえ、しっ
かりと腰には佩⼑した出で⽴ちであった。 
 そんな春は⽬を細めて、閉じられた⾨を⾒つめる。 
「諏訪と饕餮の奴、三の丸まで⾏ったようだがこっちに戻る⽅法を考えてないみた
いだからな。先導しに⾏くぞ」 
「⽣きてるんですか…?」 
「うん、⽣きてるよ」 
 春は軽い⼝調で⾔い放ってから蕗へと視線を向けた。 
「蕗、しばらくは任せるぞ」 
 呼ばれた蕗は泣きそうに顔を歪めてから「はい」と頷く。 
 その反応に満⾜げな笑みを浮かべた春は、すたすたと踵を返して歩き出す。 
「みんなは⾨閉じて、敵を⼊れないでおいてくれ。私ひとりで迎えに⾏ってくるか
ら」 
 ⼿を軽く振りながら春は裏⾨の⽅へと歩いていってしまうが、誰もそれを引き⽌
めずに守りを固める為の準備に取り掛かっている。 
 状況が飲み込めない海⾺は春と蕗を含めた⾜軽たちを交互に⾒⽐べた後、慌てて
春の後を追って⾛り出した。 
「春様、待ってください！」 



「どうした、海⾺？」 
 呼びかければ春は、⽴ち⽌まって振り返る。 
「迎えに⾏くって、本当に⼀⼈で外に⾏くんですか？」 
「うん、ちょっと⾏ってくる」 
 散歩に⾏くような⼝調で春は頷いて、再び歩き出してしまう。 
 ⼝調こそは軽いものの、本当に饕餮と諏訪を迎えに⾏くつもりなのだと悟った海
⾺は急いで春の前に回りこむと⾏く⼿を遮る。 
「駄⽬です、危険すぎます！」 
「私は強いから⼤丈夫だって」 
「いや、強いとかじゃなくて。⼀⼈じゃ絶対に駄⽬です！」 
 これで春が怪我をしたり死ぬようなことがあれば饕餮や諏訪に申し訳がたたな
い。 
 海⾺は必⾄に春を⽌めようとするが、春は困ったように⾸を傾げはするものの歩
みを⽌めない。 

「諏訪みたいなこと、⾔うなぁ」 
 春は少し疲れたように呟いてから、じゃあ、と海⾺の肩を叩く。 
「海⾺も来るってのはどうだ？」 
「え？」 
「ほら、そうしたら⼀⼈じゃないだろ。」 
 そういう問題ではない、とは⾔いたかった海⾺だったが、続けた春の⾔葉に⼝を
噤む以外の道がなくなる。 
「…あのままじゃ、あいつ等でも持たん」 
 不安を少しだけ乗せた声にか留めようとしていた気持ちが海⾺の中で⼀気に消え
失せた。 
 ずっと飄々として何でもないように装っているが、春も何も感じていないわけで
はない。 
 今、起きている出来事に関し怒りや不安を抱えているのは当然のことだ。 
 戦の原因を作った上に、迷惑をかけ続けている⼰が⽌めるべきではない、と海⾺
は春の⾏く⼿を遮るのを⽌める。 
「わかりました、でも俺も⾏きますからね」 
 海⾺がまっすぐと⾒返せば、春は「お」と少し驚いた顔になる。 
 予期していなかったかのような反応に海⾺が⾸を傾げると春は苦笑して軽く⼿を
振った。 
「いや、まさか本気で来るつもりだとは」 
「冗談だったんですか？」 
「いや？ ⾔葉で怯えさせて、その隙に⾏くつもりだった」 
 正直すぎる春の返答に、海⾺は呆れた。 
「俺、そんなに臆病者じゃないです」 



「まぁ、⾔い⽅は失敗だったが結果的に迎えに⾏くことになったし問題ないな」 
 春が⾔いながら「⾏くぞ」と促して海⾺と共に裏⾨に回る。 
 裏⾨の⽅にはまだ死兵の姿はなかった。 
「⼆⼈がどこに居るかは分かっているんですよね？」 
 先ほどの喋り⽅からしてすでに春は把握しているだろうと踏んで尋ねればにやり
と春は⼝⾓を上げた。 
「勿論、巫⼥だから判っているさ。諏訪たちは三の丸の端、櫓の上に居るぞ」 
「…そこまでどうやって⾏くつもりですか」 
「⾛る」 
 春はその場で⾜踏みをして⾛る仕草をした。 
「敵は？」 
「私が斬る」 
 今度は腰に佩いた⼑を指で⽰す春。 

 迷いなく答える姿勢は、関⼼するが如何せん、内容が内容だけに海⾺は頷けな
い。 
「…本当に⼤丈夫なんですか？」 
「⼤丈夫だって。海⾺は後からついておいで」 
 ⾔うなり春は裏⾨の⽅を守っている将や⾜軽たちに声を掛けて、潜り⼾から出て
⾏ってしまう。それを誰も⽌めようとしないのだから、海⾺は頭を抱えたくなる。 
「じゃあ、⾛るぞ」 
「え、待ってください！」 
 潜り⼾から出た春が駆け出す。幸い、敵は周囲に居らず、すぐに襲われることは
なかったが、あまりにも素早く春が⾛っていくものだから海⾺は慌てて後を追っ
た。 
 無⼈と化した城内を駆けて、程なくして。 
「お、もう来てるな」 
 そう呟いた春の視線の先には⼤量の死兵が居る。 
 まるで⼤海の波のようにうねり、曲輪内をひしめき合って迫って来る様⼦は恐怖
でしかない。⾒る限りでも百はいる。間近で⾒ると、さらに恐ろしさが倍増して海
⾺は⾝を震わせた。 
「春様、どうするんですか」 
 斬るにしてもこの⼈数を相⼿にするのは到底無理なのではないか、と海⾺は春を
⾒やった。⾃⾝が戦うことも覚悟して腰の⼑に⼿を伸ばした海⾺はそこで気づく。
春の⼝⾓が上がっていることに。 
「海⾺、ゆっくり来い」 
 春は⾔い残すなり、爛々と⽬を輝かせて⼑の柄を握って地⾯を蹴った。 
 そして、戦前に顔を合わせた饕餮や諏訪を思い起こさせるような殺気を纏った。 
 急激な加速で春は死兵との間、⼋間の距離を縮めると⼑を抜き放ち、敵の⾜を切



り落とした。⼀⼈が地⾯に伏す前に続けて、傍らの兵の腕を切り⾶ばす。 
 襲撃に気づいた前⽅の死兵が数名、⼿持ちの鉈や⼑で春に切りかかろうとする
が、それはあまりにも遅い反応だった。得物を振り下ろそうとしても、いつの間に
か春の姿はなく逆に春の斬撃を⾷らって⾸から上を吹き⾶ばされる。 
 ⼈数は死兵側が有利であるはずなのに、反撃できぬままに倒されていく上によし
んば反応できたとしても春が避ける⽅が圧倒的に速かった。 
 流れるような⼑捌きで、次から次へと死兵の⼿⾜を吹き⾶ばす春。 
 そして、海⾺が追い付くころには迫っていたはずの死兵はすべて倒れているとい
う現象が起こったのである。 
「は、春様、怪我とかは」 
 掠れた声で海⾺が尋ねれば、春は「ふう」と⼩さく息を漏らしてから顔を上げ
た。 

「ん、ないぞ」 
 ⼑を鞘へと戻しながら、春は⼤丈夫だと穏やかな表情をしていた。 
 確かに春⾃⾝に怪我をした部分は⾒受けられず、確認した海⾺は深く息を吐き出
すと⼰の胸元を強く握りしめた。 
 瞬きをするのも忘れるほどの、素早い剣技。 
 通りで皆、⼼配もせずに春を送り出したわけだ、海⾺は納得しつつも驚きと興奮
が冷めきらぬままに浅い息を繰り返した。 
「こんなに、強かったなんて…」 
「⼦供の頃に、諏訪や饕餮と遊んで鍛えられたからな。あいつらは滅多に前線に出
してくれないけれど」 
 ⾔いながら無防備にも春は腰を下ろすと転がった死兵たちを眺めた。 
「危ないですよ！ 起きるかもしれないから、早く⾏きましょう！」 

ハッとした海⾺は慌てて春の腕を引く。
相⼿は死兵だ。倒したからといって安⼼は出来ないのだと海⾺は強く春に呼びか

けるが。 
「いや、こいつらはもう動けんさ」 
「う、動けない？」 
「あぁ、私が斬ったからな」 
 どういう意味なのか、海⾺には全く分からなかった。 
 問おうと⼝を開きかけて、春が悲しそうな瞳で死兵たちを⾒つめていることに気
づく。 
 海⾺はそれが泣いているようにも怒っているようにも⾒えた。 
「春様？」 
 不安になって声をかければ、春は「うん」と⼩さく頷いて⽴ち上がった。 
「急ごうか」 
 再び駆けだした春の顔は、まっすぐ前だけを⾒つめていた。 



「このままだと、俺たち死ぬな」 
 物⾒櫓の上から、曲輪に溢れる死兵たちを⾒下ろして饕餮が顔を顰める。 
 返り⾎と、⾃らの⾎で具⾜や着物を⾚く染めた饕餮の⾔葉に傍らに居る⾜軽たち
は恐怖に顔を引き攣らせて、息を呑む。場が⼀気に恐れに呑まれる中で、同じく⾎
で具⾜を汚した諏訪は顔を怒りで染めると饕餮に詰め寄った。 
「縁起の悪いことを⾔うな、⾺⿅者！」 
「⾺⿅って事実だろうが」 
「事実だとしても、これ以上、空気を悪くする⾺⿅が何処にいる?」 

「⾺⿅⾺⿅って、窮地の状況の時ぐれぇ罵るのを⽌めたらどうだよ！」 
「なら、罵らずにはいられないお前の頭をどうにかしてくれ」 
 狭い櫓の中で、⼆⼈は普段と変わらぬ⾔い争いを始める。 
 不安を顔に張り付けていた⾜軽たちは、恐怖から⼀転、⼆⼈のやり取りに苦笑を
して顔を⾒合わせる。諏訪と饕餮は、それを確認するなり⾔い合いを続けながらも
⼝⾓を上げた。 
 その時。 
「おーい」 
 聞き覚えのある声が、遠くから⾶んでくる。 
「おい、この声は…」 
 饕餮が笑みに苦みを加えて、頬を引き攣らせた。 
「まさか」 
 諏訪が眉間の皺を深めて⽶神を押さえれば、⾜軽たちも⽬を丸くした。 
「おーい」 
 再び聞こえた呼びかけに数秒の間を置いてから、皆がこぞって動き出す。櫓の柵
から⾝を乗り出し、声がした⽅向を⾒やった。 
「おーい」 
 もう⼀度、聞こえた声とその主を発⾒した皆は顔を顰めるしかない。 
 具⾜を纏った春が海⾺を背負い、⼿に⼑を持った状態で櫓に向かって⾛って来た
のである。迫りくる死兵を斬り、相⼿の攻撃を避け、⾶んでは跳ねてを繰り返す様
を⾒つけて諏訪が深い溜め息と共に顔を両⼿で覆った。 
「よいしょ」 
春はそう掛け声をすると共に死兵の⼤軍の中を素早く動いて地⾯を蹴った。常⼈を
超える⾝体能⼒で春は体を捻りながら宙を舞うと、そのまま櫓へと⾶び込んだ。 
「皆、⽣きてるな」 
 確かな⼝調で⾔いながら着地した春に⼀同は苦笑を返すしかない。 
「…何故、此処に居らっしゃるのですか?」 
 最初に声を荒上げたのは諏訪だった。般若のごとき形相で春に詰め寄ると、がっ



と⼤⼝を開けて怒りの声を発する。 
「お前ら帰ってこないから迎えに来たんだが」 
 春が⼿⾜の⼟埃を払いながら答えれば諏訪は⻭噛みして、⾝をよじる。 
「そういうことを、⾔っているのでは、ありませぬ！」 
「凄い顔してるな、諏訪」 
 はは、と笑った春に指さされれば諏訪はもう嫌だと⾔わんばかりに、その場にう
ずくまる。饕餮は⼆⼈のやり取りに「あー」と呟きながら可哀そうに、という表情
を諏訪に向け 

る。それから饕餮は春に視線を合わせるように背を曲げると。 
「春姫、後ろのは海⾺ですかい？」 
「そう、遅かったから途中でおぶった」 
 春は饕餮の尋ねに頷いて、背を⽰す。 
 しかし、背後を確認した饕餮の顔⾊は優れない。 
「どうした？」 
「…海⾺、⽬ぇ回してますぜ」 
「え、嘘だろ」 
 慌てて春が床に下ろせば、海⾺は定まらない視線と共に体を左右に揺らしてい
た。⼼なしか顔⾊も⻘く、海⾺の状況に⼼当たりのない春は「なんで」と不思議そ
うに⾸を傾げた。 
「…そりゃ、軽業師みてぇに⾶ぶ姫の背に乗ってたんだろ。⽬ぐれぇ回すわな」 
「それも、そうか。すまん、海⾺」 
 申し訳なさそうに春は海⾺へと頭を下げた。それに対し海⾺は⼝の中をもごもご
と動かした後に「⼤丈夫、です」⾆ったらずに返事をする。 
「そ、それよりも。饕餮さんたちは、⼤丈夫なんですか」 
 ⾎がいっぱい出てますけど、と⾔葉を続けた海⾺が不安気に⾒上げれば饕餮は⻭
を⾒せて笑った。 
「⼈より丈夫だから問題ねぇよ。なぁ、諏訪」 
 呼びかけられた諏訪は、床に⼿をついた状態からややあって頷いた。 
「あぁ、俺たちは⻯の⾎を引いている分、体も強く作られている。これぐらいの出
⾎では死なん」 
 ようやく⽴ち上がった諏訪は、仕切りなおすように咳払いをする。 
 饕餮が、その様⼦に肩をすくませつつ春へと体を向けた。 
「それにしても姫様。よく俺たちが此処にいるのが判りやしたね」 
「お前たちがが殿をした後に逃げ遅れた奴らを集めて櫓に登ったのは、すぐに分か
ったさ。 
 なにせ、巫⼥だからな」 
 春は⼝⾓を上げながら櫓の隅に居る⾜軽たちを⾒やる。 
 その通りで、と饕餮は関⼼したように呟きながら櫓の下を歩き回っている死兵た
ちを顎で⽰した。 



「姫、ありゃなんですかい」 
「死兵、だそうだ」 
「死兵？」 
 聞きなれない単語に饕餮に続き諏訪も、眉をひそめると春は、⼝添えた。 
「幕府の奥の⼿って奴だな。死体を使った兵で、どうやら死なんようだ」 

「不死の兵、ということですか」 
 春の説明に諏訪が険しい顔になったとき、此処に来るまでの道中を思い出した海
⾺が⼝を開いた。 
「あ、でも春様が斬ったら動かなくなりましたよ」 
別に対策がないわけではない、という意味を含めた⾔葉だったのだが諏訪の眉間が
更に深くなる。、同時に春がそっぽを向いた。 
春が視線を遠くに向けていると、諏訪が耐えかねたように顔を怒りに歪めて無⾔で
春を睨んだ。異様なほどに居⼼地の悪さを感じる。 
「あの、何か俺」  
 余計なことを⾔いましたか、と続けようとした海⾺の背を当然、饕餮が叩いた。 
「お前は悪くねぇさ、単純に俺たちと姫様が悪かっただけだからな」 
 海⾺の⽿元、⼩さな声で饕餮が⾔う。 
「悪かったって？」 
 海⾺も声を潜めて問えば、饕餮は春と諏訪に背を向けるように海⾺の⾝体を引っ
張った。 
「姫が特別な⼒を⾊々、使えるのは知ってんだろ？」 
「ええ、まぁ…」 
「ああいう特別な巫⼥の⼒っては使う度に、使⽤者に負担がかかるんだよ。特に不
死の兵を倒すなんて、それなりに⼒を使ってからな。諏訪はそれが気に⾷わねぇん
だが、⾃分らが殿務めたのが原因だから怒れねぇってわけよ」 
 饕餮の⾔葉で、海⾺にも事情が理解できた。 
 春に常より忠義を尽くしている諏訪のことだ。 
 ⾃分に関わることで春に負担をかけていることも、春が無理をしていることにも
怒りを向けているのだろう。諏訪の⼼中を察したところで、海⾺は気になっていた
質問を饕餮に投げかけた。 
「その、負担って、春様は⼤丈夫なんですか。具合が悪くなったりするんです
か？」 
 質問に饕餮は、少し驚いたような顔をした。 
 そしてすぐに笑みを浮かべると、海⾺の頭をがしがしとかき混ぜるように撫で
た。 
「問題ねぇだろうよ、確かに体に負担はかかるが、あの⼈は柔じゃねえ。諏訪が過
保護すぎんだけだからな」 
 饕餮は困り顔で⾔う。 



 その様⼦に嘘はなく、海⾺が安⼼していると諏訪が訝しげな眼を向けてきた。 
「貴様ら、何をコソコソとしている？」 
 咄嗟に⾔い訳が思いつかず海⾺が息を呑む⼀⽅、饕餮は顔⾊ひとつ変えずに振り
返った。 
「なんでもねぇぜ、それより帰る⽅法はどうするんですかい？」 

 諏訪を流すように続けた饕餮の質問に皆の視線が春へと集まった。 
主に指⽰を仰ぐ⼀同の視線に春は穏やかに笑うと、櫓の下の⽅へ眼を落とした。 
「私が先導する。ゆっくり後ろを追いかけてきてくれ」 
 春はそう⾔うと梯⼦に⼿をかけて⼀⼈、下へと降りて⾏ってしまう。 
 死兵が⼀⻫に春へと顔を向けた。 
 攻撃される、と海⾺ら⾒守っていた⼀同は⾝を堅くしたとき、春は笑みを潜め
る。 
「退け」 
 短くとも相⼿に恐怖を与えるには⼗分な鋭い⼀⾔。 
 あまりにも冷淡な声に、聞いている海⾺は思わず⽿を覆いて逃げたくなった。 
 死兵たちも恐れを感じたのか、道を開けるように後退する。 
「あれも、巫⼥の⼒なんですか？」 
 海⾺が驚きながら問うと、傍らに居た饕餮が⽬を細めてから頷く。 
「あぁ。確か、第三者の呪術に介⼊するってもんだったな。相当、疲れるらしい」 
 確かに春の顔⾊は⼀気に悪くなっている。 
 来るときに使わなかったのは、体に負担がかかるからか。 
 海⾺が納得している中、諏訪が顔を顰めて春をまっすぐと⾒つめていた。 
「ほら、降りてきていいぞ」 
 顔を上げて春は海⾺たちに向かって、⼿招いた。 
 笑顔で促されて先に諏訪が梯⼦に⼿をかけて降りていく、それに続いて⾃然と⼀
⼈、また⼀⼈と降りていく。最後に海⾺、饕餮の順で全員が下に着くなり、春は満
⾜げに頷いた。 
「じゃあ、⾏くか」 
 春が歩き出すと、さらに死兵たちは後退した。 
死兵たちが避けた出来た道を、春に続いて皆が辿り始めた。 



⼋、⻯⾨ 

「⾒ろ、蒼⽥城の者ども、⼿⾜も出ずに引きおったぞ。勝利も同然だ」 
 蒼⽥城へと何百という死兵が雪崩込む様⼦を眺めて苛賀が嬉々として声を上げ
る。 
 ⼿を叩いて、⾼らかに笑う苛賀に続き、⿊部を含めた⾂たちも笑みを浮かべる中
で破鉢の表情だけは優れない。兵が引き、代わりに死兵が蠢く城を⾒つめて⻭ぎし
りをする。 
「こんなもの、戦ではない」 
周りから聞こえる喜悦の声に紛れる⼩さな声で、破鉢は呟いた。 
「何が、勝利だ」 
 奥の⼿が何かと思えば、死体を操り、不死の兵として利⽤とするという⼈道に反
する術だった。諏訪との闘いを中断された上に、外道とも⾔える技を使って喜ぶ主
と周囲の⾂下たちに破鉢は呆れを通りこして、怒りをひしひしと感じていた。 
「下らん」 
 破鉢は、苛賀の采配と⾏動を⼀蹴すると踵を返して本陣から出る。 
 不敬と取られる可能性もあったが、今の破鉢には主の機嫌取りなど⼆の次に近か
った。 
 向かったのは⾃軍の兵の元である。 
「破鉢様、如何致しましたか？」 
 険しい顔をして戻って来た破鉢の様⼦を疑問に思い、⾺廻役が問う。 
すると、破鉢は声を潜めてから。 
「今から明⽇までにかけて、決して具⾜を解くな。それと、いつでも逃げられるよ
うに⾺を⽤意しておくように皆に伝えてくれ」 
「逃げる、とは…」 
 今、⾃軍は攻勢となっている。 
 ⾺廻役が破鉢の⾔葉の意味を理解できずに⾸を傾げる。 
 すると、破鉢は険しい顔で蒼⽥城の⽅を⾒つめた。 
「あのような⾮道な⼿段を⽤いて城を責めれば、⻯の琴線に触れる。…本気で攻め
こんでくるぞ」 
 そして、そうなれば我らには勝ち⽬などない。 
 破鉢があまりに静かな声で告げると、その静かさに⾺廻役は息を呑んで震え上が
った。 



「あのー、春様」 
「なんだ、海⾺？」 
 三の丸から⼆の丸を⽬指す道中、海⾺は前を歩く春に声を掛けた。 

「どうやって⼆の丸に⼊るんですか。⾨は閉じてますよね？」 
 中⾨は勿論のこと、裏⾨も春と海⾺が出る際に閉じてしまっている。 
 死兵は春たちを避けているが、⾨を開けてしまえば中に⼊ってしまうかもしれな
い。 
 無事に諏訪たちと合流出来たが、中には⼊れないのは海⾺たちも同じなのであ
る。 
 海⾺の質問に春は顔⾊ひとつ変えずに⾸を傾げた。 
「んー、⼤丈夫だろ」 
 あまりにも落ち着いた声に、逆に海⾺が不安になっていると饕餮がいつもの威⼒
で背を叩いてきた。 
「⼤丈夫だから、気にすんな。海⾺」 
「何が、気にするなだ、阿呆」 
 不安を払拭させるために笑った饕餮に対し、間髪⼊れずに諏訪が批判を重ねる。 
 饕餮は不満を露わにして諏訪を睨んだ。 
「いちいち、突っかかってくんじゃねぇよ。気分が悪くなるだろうが」 
「…知るか。貴様は、その能天気さをどうにかしろ。笑っている暇があるなら周囲
を警戒するなりしたらどうだ」 
 諏訪は苛⽴ち混じりに饕餮を叱責する。 
「今が、どういう時か分かっているのか。周囲は不死の兵が溢れ、三の丸まで攻め
込まれている。劣勢どころではないのだぞ」 
「そりゃ、分かってるけどよ。ただ思い詰めても何も始まらねぇだろ。変に空気を
張り詰めさせるより、笑っていた⽅がいいと俺は思うがね」 
 饕餮が⾒せつけるように笑みを浮かべれば、諏訪は怒りに顔を歪めた。 
「まぁ、⼆⼈の意⾒は、それぞれ⼀理ある。も、今考えるべきなのは別のことだと
私は思うなぁ」 
 割って⼊るように春が⾔葉を紡ぐ。 
 顔を⾒合わせて⼀触即発の雰囲気を漂わせていた諏訪と饕餮は、主の⾔葉に背筋
を伸ばした。海⾺も⽿を澄ませて、春の⾔葉を聞き取ることに徹する。 
「今、⼀番⼤切なのは、勝ちに⾏く準備をすることだろう」 
「勝てるんですか…?」 
 あまりにも不利な状況。到底、勝てると思っていなかった海⾺が聞き返すと春は
落ちついた⼝調で語り続ける。 
「うん、そうだな。この戦は負けない、いや勝てる。けれど、簡単なことじゃな
い」 
 ⾃⾝に⾔い聞かせるように春は⾔いながら、⾜を中⾨ではなく⻯⾨に向かって進



めた。 
 ⾃然とその後を追って、海⾺たちも⻯⾨を⽬指す。 
「しかし、本当に腹が⽴つなぁ」 

「え？」 
 不意に紡がれた⾔葉に海⾺が⽬を丸くすると、春は苛⽴ち混じりに呟いた。 
「死体を操る程度の術で、この城を落とせると思っていることが腹⽴たしい。死体
を使うというのも、くだらん」 
 ⼀つの⾔葉を吐く度に、声に怒りが上乗せされる。前を歩いている為、海⾺たち
には春の表情は⾒えなかったが怒っていることが⼗分、伺えた。 
「諏訪」 
「は」 
 春の呼びかけに間髪⼊れず、諏訪が答える。 
「⾶べ、と⾔ったら怒るか？」 
 静かな問いかけに、諏訪は頭を横に振る。 
「いえ、まったく問題ありませぬ」 
「…そうか、なら⾶んでくれ」 
「御意」 
 短いやり取りであったが、諏訪と春が⾔葉を交わしただけで饕餮の顔⾊が⼀変し
た。後に続いていた⾜軽たちの顔⾊も変わる。『⾶ぶ』という⾔葉の意味を理解で
きない海⾺が、⼀⼈取り残されたような感覚を覚えているうちに、春が⾜を⽌め
た。⻯⾨前に着いたのだ。  
 ⾨は閉ざされ、周囲を取り囲むのは死兵の集団だ。 
 死兵は海⾺たちから距離を取っているが、いつ襲い掛かってくるのかと海⾺は気
が気が出ない。冷や汗が⾸筋を伝う海⾺に気が付いたように饕餮が肩を叩いてく
る。 
「⼼配すんじゃねぇよ、⻯⾨は神聖なもんだから開いたとしても、呪術に操られた
死兵は近づいちゃ来ねぇし、⼊ることもできねぇよ」 
「そうなんですか」 
 ほっと海⾺が安堵の息をついた、そのときに諏訪が⾨を⾒上げて呟く。 
「…開くぞ」 
 ⽊の軋む⾳が頭上から聞こえて、海⾺は顔を上げた。 
 ⼆⼗間は超える⼤⾨がゆっくりと動き始めたのを⾒て、海⾺は⼝をあんぐりと開
けるしかない。巨⼤な⾨が静かに開いていく様はまさに圧巻で、同意を求めるよう
に海⾺は周囲へと⽬を向けた。しかし、誰⼀⼈として狼狽えるものはなく諏訪や饕
餮も熱い視線で⻯⾨を⾒つめていた。 
 ⻯⾨がしっかりと開け放たれれば、安堵に近い息が皆から漏れた。 
「春様、海⾺！」 
 ⾨の向こうには蕗たちがいて、同じく安⼼した顔をしていた。 



「諏訪様たちもよくご無事で」 

 夜頭も安堵していう。海⾺もそこで、ようやく息をついたが春たちは険しい形相
で、静かに⻯⾨に近づいて、中に⼊っていく。 
「諏訪を⾶ばす、準備しろ！」 
 春が⼤⾳声で命じれば弾かれたように皆が⼀⻫に動き出した。 
「準備ができ次第、すぐに⾶ぶぞ！」 
 続けた春の⾔葉に「応」と皆の⼤⾳声が返ってくる。 
 皆が忙しく動く中で春や海⾺たちは静かに⻯⾨から中に⼊っていく。 
「海⾺」 
 名指しで呼ばれて「はい」と答えると、春は好戦的な笑みを浮かべて海⾺を⾒や
った。 
「これから私は諏訪と共に敵陣に向かうが、お前も来るか？」 
「俺も？」 
「あぁ、お前みたいな若い奴らにこそ⻯がどんなものかを⾒ていてほしい」 
 春はそこまでいうと海⾺を真剣な⽬で⾒つめた。 
「⻯に乗ってみたくないか？」 
 春の提案を聞いて、海⾺は反射的に頷いていた。 
 春たちの⽣きざまを⾒せられて、ここで⻯に乗りたくないか、と問われたら考え
る必要はなかった。何よりも⻯への興味が引き⽴てられていたのだ。 
 頷いてから慌てて⼝を開く。 
「乗りたい、乗りたいです」 
「そうか、じゃあ此処で待っててくれ」 
 春は満⾜げに頷くと諏訪を⾒やった。 
「諏訪、海⾺も⼀緒に⾶ぶぞ」 
「…は、⼼得ました」 
 頷いた海⾺は春と共に城の⽅に向かって歩き始めた。  
 残された海⾺はややあってからハッとした。 
 そもそも、諏訪と⾶ばす、⻯を⾶ばすといはどういう意味なのか理解できていな
い。 
 ⾸を傾げていると側にいた饕餮が、海⾺の背を⼒強く叩いた。 
「よかったじゃねぇか、諏訪に乗せてもらえるなんて滅多にねぇぞ」 
「え、諏訪さんに？」 
「そう、⻯の諏訪に」 
 饕餮は嬉しそうに笑っているが、海⾺はいまいち理解できなかった。 
「どういうことですか、諏訪さんは⼈じゃ…？」 
 ⾸を傾げると饕餮はにやりと⼝⾓を上げた。 
「普段は、な。でも諏訪や俺らには⼈の姿ともう⼀つ、元々の⽣まれ持った姿があ
る」 



「それって、⻯になれるってことですか?」 
「まぁ、諏訪や姫様はそうだな」 
 饕餮はしきりに頷くが、そこで海⾺の中で⼀つの疑問が浮かぶ。 
「⻯になれるなら、なんで最初からそれで戦わなかったんですか？」 
 海⾺は⼈の姿で戦うより⻯の姿になった⽅が、効率的で、戦いも優勢になるので
はと思った。それに対し、饕餮は眼を細めると苦笑して「それはな」と答え始め
る。 
「姫様のご意向なんだよ。⻯になるな、⻯で殺すなってな。だから俺たちは本来の
姿を封じられて、⼈の姿でいる」 
「…なんで、そんな」 
「俺たちを戦の道具にしたくねぇんだとよ。別に俺たちはいつでも戦えるし、構わ
ねぇんだがな」 
 頭を掻きながら喋る饕餮を海⾺は⾒上げる。 
「饕餮さんも、⻯になれるんですか？」 
 尋ねると、饕餮は鞭で打たれたような顔をした。 
 ややあってから、饕餮は明るい笑みを浮かべて海⾺の頭を撫でた。 
「俺は、半端もんだからなれねぇんだ。代わりにお前が⼩便垂らすような怖ぇ姿な
らあるがな」 
「そんな俺、怖がりじゃないんですけど」 
「…怖がりだろうが、なかろうが驚くような姿ってこった。熊や獅⼦みてぇだか
ら」 
 饕餮はそこまで⾔うと、海⾺の頭を撫でる⼿に⼒を込めた。海⾺の髪の⽑が乱れ
るほどにかき混ぜる。 
「まぁ、なんだ。せっかく、⻯の勇姿が⾒れるんだ、しっかり⾒とけよ。⻯っても
んがどういう⾵に⽣きて戦うのかを、な」 
 含みのある饕餮の⾔葉に海⾺は春の⾔葉を思い出した。 
「春様は⻯として⽣きようとしたら、それは⻯だって⾔ったんですけど。 
 …⻯って何なのか、俺はやっぱり分からないです」 
「別に⻯にこだわらなくともいいんだがな」 
 饕餮は⾔いながら、海⾺の頭を叩き始めた。 
「だが、この時勢だ。⾃分がどう⽣きるかぐれぇは考えなきゃならねぇ」 
「どう⽣きるか？」 
「あぁ、⻯であれ、⼈であれ。⾃分が何処にいきてぇのか、どうしてぇのかが定ま
ってなきゃ⽣きるのは難しくなる」 
 饕餮はそこまで⾔うと、さらに⼒強く海⾺の頭を叩いた。 
「まぁ、深く考えなくていいんじゃねぇか。まだお前は若ぇんだし、これからゆっ
くりと 



⾃分が、どう⽣きたいかを考えりゃあいいさ」 
「それは、わかりましたけど。頭を撫でるの⽌めてください、禿になります！」 
 髪の⽑を根こそぎ奪うように頭をたたき続ける⼿を⽌めるように⾔えば、饕餮は
「おう」 
と笑いながら頷いて、ようやく⼿の動きを⽌めた。そのとき。 
「諏訪様が、⾶ばれるぞ！」 
 誰かが放った⼀⾔に海⾺のみならず皆が⼀⻫に振り返った。 
 諏訪と春が、⻯⾨の正⾯の何尺も先に⽴っている。 
 そこに⼈が集まり始めると、饕餮が海⾺を担ぎ上げた。 
「ほら、⼀緒に⾏くんだろ」 
「え、ちょっと?」 
 制⽌の声を上げるが、饕餮は無視して海⾺を俵担ぎにすると諏訪と春の元へと駆
けていく。そして⼈垣を掻き分けて、饕餮は⼆⼈の元へ近づいた。 
「饕餮さん、俺⼦供じゃないんで下ろしてください」 
 海⾺が抵抗しようともがくと、饕餮が「いいから⾒とけ」と顎で諏訪の⽅を⽰
す。 
 ⾔われた通りに視線を動かした海⾺は、諏訪と春の姿を⾒て⼝を噤む。 
 諏訪の背後に⽴っていた春が⽬を瞑り、静かに何かを唱えて諏訪の背を叩いた。 
 すると、次の瞬間、諏訪に変化が現れる。 
淡い⻩⾊の光を諏訪が纏い始めたのだ。 
蛍が灯す光に似たそれが諏訪を包むと同時に⽊が割れるような⾳が響き始める。 
 バキバキ、という⾳とともに諏訪の体は少しずつ変わりはじめる。背からは巨⼤
な翼が⽣え、肌は鱗に覆われ始め、全体的に爬⾍類を思わせる姿になっていく。 
「みんな下がってくれ」 
 変わり始める諏訪の姿を眺めていた兵たちに汗をかきながら春が声をかける。 
 拝むようにして諏訪を⾒つめていた⾯々が慌てて、後ろに下がると光が膨張し、
何尺にも膨れ上がった。そして、淡い光が⼀層強くなり、眩しいほどになったと思
ったら急速に光は消え失せた。 
「…懐かしいねぇ」 
 饕餮が笑いながら呟き、眩しさに⽬を瞑った海⾺は慌てて諏訪の⽅を⾒て、息を
のんだ。 
「諏訪、さん？」 
それはとても⽩い⽣き物だった。 
雪を溶かしこんだように体は⽩銀で、頭からは⼆本の⾓が⽣えていて、⾺のような
鬣があった。⽝のように四⾜で⽴ち、背には翼をもっていて、体は海⾺の⼗何倍も
の⼤きさをしている姿は海⾺が知っているどの⽣き物にも当てはまらない。 
「これが⻯？」 



「あぁ、⻯だ」 
海⾺が驚きながら尋ねれば、饕餮はとても満⾜げな表情をして笑った。 
海⾺はあまりのことに、しばし⻯を⾒つめて呆然としていた。未知の存在に圧倒さ
れ、驚いていると「海⾺」と上から声をかけられた。⾒上げると、いつの間にか春
が諏訪の頭の上、⼆本の⾓の間に坐していた。 
「来い、⾏くぞ！」 
 ⼿を差し伸べられたが、海⾺は諏訪の上に登る術を知らない。なにせ、諏訪の背
までは⼈を三、四⼈縦に並べた⾼さがある。 
「じゃあ、⾏くぞ、海⾺！」 
「は、⾏くって？」 
 饕餮の⾔葉に海⾺は「どこに」と尋ねようとした。 
 しかし、尋ねきる前に饕餮が海⾺の体を持ち上げた。 
 まさか、と海⾺が⻘くなったところで饕餮が勢いよく振りかぶった。 
「ほら、⾶んでけ！」 
 吐き出した呼気と共に、海⾺の体は投擲された。 
 宙を舞い、放物線を描きながら諏訪の背へと落ちていく。 
 叩き付けられる、と思ったところで諏訪の⻑い蜥蜴のよなうな尾が海⾺に巻き付
いて、捕えた。 
『おい、貴様。打ちどころが悪くて死んだらどうする？』 
 洞窟の中で響くような声⾳で⾔った諏訪は饕餮を睨んだ。 
 この姿でも喋れるのか、と驚く海⾺を余所に諏訪は饕餮と⾔い争いを始めた。 
『貴様はどうして適当なのだ、少しは⼈を思いやれ』 
「だから、優しく投げたんだろうが」 
『そもそも投げるな、⾺⿅が』 
「じゃあ、他に何か⽅法があるのかよ。海⾺に⾃分でよじ登らせろってか？」 
『だからどうして、そう極端なのだ』 
 海⾺は尻尾で宙づり状態のまま⼆⼈のやり取りを⾒守る。 
 またか、と皆が顔を顰める中で春が「おいおい」と声を上げた。 
「喧嘩は後だ、夜⽬が効かないんだから早めに出陣しないと⽇が暮れるぞ」 
 もっともな主の台詞に⼆⼈は静かに⼝を噤んだ。 
「じゃあ、海⾺は鬣につかまっておけよ」 
 諏訪の背に下ろされた海⾺は固い鱗を滑りそうになりながら、春に⾔われる通り
に諏訪の鬣につかまる。しっかりとしがみ付けば、「それでいい」と春が頷いた。 
「諏訪、海⾺が落ちそうになったら尾で受け⽌めてやれよ」 

『御意』 
 春の指⽰に諏訪が頷くと、空気が⼀変した。 



「皆、下がれ。出陣するぞ！」 
 春が⼤声で命じれば、下にいた⾜軽たちが皆、素早く下がった。 
続けて「⾵向きは！」と春が鋭い声で尋ねれば、「北から南に流れてますぜ」と饕
餮が⼤声で答える。諏訪が⾜に⼒を籠め、体勢を整える。 
「…⾛れ！」 
春の命令で諏訪は地⾯を蹴った。⾜を動かして、⻯⾨まで⾛りぬける。 
そして、そのまま翼を強くはばたかせて、諏訪の体は宙に浮きあがった。 

九、⻯の出陣 

⼤きな浮遊感と⾵を感じた海⾺は吹き⾶ばされそうになりながら、恐る恐る⽬を開
けた。そして、⽬の前に広がった光景に⼝をあんぐりと開けた。 
 ⽬に⾶び込んできたのは群⻘の空と、⽩くたなびく雲だ。 
 強く⾵が⾶び込んできて⽬が痛かったが、それでも必死に海⾺は⽬を開けて、周



囲を⾒回した。背後の⻯⾨、蒼⽥城が、どんどん遠くなっていく。下の平野は美し
い緑でどこまでも広く、遠くまで続いている。 
 遠くにある⼭脈や森、川まで⼩さくなって⾃分の⽬に⾶び込んでくる。 
 そして、何よりも全⾝で⾵を感じているという状況に海⾺は酔いしれた。 
 まるで⾃分⾃⾝が⾶んでいるように錯覚するほど、諏訪の背に乗って⾶ぶという
⾏為は美しく、衝撃的なものだった。 
「海⾺、⼤丈夫か」 
 ⾵の⾳に紛れて、春の声が聞こえた。 
 ⾵が喉に⼊ってきて咳き込み、⾃分の声が春に聞こえているのか分からないまま
海⾺は⼤きな声で「はい」と叫んだ。 
「そうか、最初だと気をやる奴もいるが、やっぱりお前は胆⼒があるな！」 
 海⾺は薄⽬を開けて、⾵に負けないほどの⼤声でしゃべる春を⾒やった。春は、
諏訪の⾓の間に⽴ち、両⼿で諏訪の⾓を掴んで⾶ばされないようにしている。 
 あの体勢では諸に⾵を受けてしまうのではないのか、と海⾺は⼼配するが春は⼀
歩も後ろに下がることなく⾜を膠でくっつけたように諏訪の頭から離れない。 
「海⾺、そろそろ敵陣に突っ込むぞ！」 
 春の鋭い声に海⾺はハッと気づいた。 
 今は戦の最中だった、と。 
 空を舞うという未知の体験に⼼躍っていた気分が急速に張りつめたものへと変わ
っていく。春も真剣な顔で下を⾒下ろしている。 
『春様、⾒えました』 
諏訪の⾔葉を聞いて、海⾺は落ちないように気を付けながら下を⾒下ろした。 
 下には⼤勢の兵と、いくつもの陣幕がある。 
「じゃあ、⾏こうか」 
 春が⾔えば、諏訪の体が急降下した。⼒強い⾵に押されて、息苦しくなりながら
も海⾺は意識を保つように⼰の⼼に語りかけた。 

  ※※※※※ 

空気が変わった。 
逃げる準備をしていた破鉢は、肌に感じる⾵の変化を悟って振り返った。 
まだ明るい空の向こう、蒼⽥城のある⽅⾓を睨んで、息を呑む。 
城の上に⼤きな⿊い影が、浮かんでいる。 
ふつうの⿃よりも⼤きいことは、遠⽬からでも分かった。 
「皆、逃げろ！ ⻯が来るぞ！」 
 破鉢は声をかけながら⾺の背に⾶び乗る。 
 周囲に声をかけながら、破鉢は⼀⾜先に⾃らの配下たちを逃がし始めた。すでに
準備ができていた配下の者たちは⾺を駆って、本陣の張っていた丘より奥の森へと



逃げ込んでいく。そして、破鉢はほかの兵たちにも声をかけながら⾃らも⾺を駆っ
て森へと⾛った。 
 背後を確認すれば巨⼤な影が⻘い空を⾶んで近づいてくるのが⾒えた。 
 ああ、終わった。 
 ⻯の逆鱗に触れたのだ、と破鉢は悟った。 

破鉢以外に最初にその影に気付いたのは物⾒の兵だった。 
「…なんだ、あれは」 
 ⼤きな⾬雲のようなものが近づいてくる。 
 しばし⾜軽は不思議に、それを⾒上げていたが近づいてくる⿊い影が雲ではなく
⽣き物ではないと悟ったときに唖然とした。 
「は…？」 
 驚いている間に、それは地⾯へと降り⽴つ。 
 周囲に緊急事態を告げなくてはいけないと思ったのにもかかわらず、恐怖で固ま
ってしまったのだ。⽬の前には⾃⾝の⾝⻑の何倍もの⼤きさもある⻯が鋭い⽛を光
らせて⽴っていたのだから動けるはずもない。何もできずに固まっていると⻯が腕
を振り上げた。 
 そしてそのまま⾜軽を踏みつぶす。 
 ⾜軽は体の⾻を折られて、絶命する。 
 続けて⻯は敵の本陣めがけて駆けだした。 
 雷鳴に似た咆哮を放てば、周囲の兵たちも異変に気づいてやってくる。しかし、
集まってきた兵が反撃する前に容赦なく⻯は巨⼤な⾜で踏みつぶしていく。 
 あっという間に周囲は⾎と死体の海と化すが、⻯はそれを⼀瞥しただけで特に気
にした⾵もなく、⼤将がいるであろう本陣へと向かった。 
「⽌めろ！」 

 と、兵の⼀⼈が叫び、槍で⻯を叩こうとする。 
 しかし、槍は⻯の固い鱗にあたった瞬間に、はじけ⾶び、刃はまるで薄氷を割っ
たように粉々になってしまう。⽮を放つ兵などもいたが⻯の固い鱗に弾かれて攻撃
になっていなかった。⼀⽅、⻯のほうは騎⾺さえも蹴り⾶ばし、敵兵たちを轢き殺
して相⼿の戦⼒を奪っていった。 
そして、あっという間に本陣にたどり着き、下を⾒ろした⻯は⽬を丸くした。 
『春様、苛賀がおりませぬ』 
「なに、諏訪。それは本当か？」 
 春は諏訪の頭の上から⾝を乗り出して、敵の本陣を眺めた。 
 確かに⼈はいるが、記憶にある苛賀の姿がなく春は瞠⽬しながら、諏訪の体を滑
るように下に降りる。使者としてやってきた⿊部などは恐怖で顔を引きつらせてい
たが、やはり苛賀がいない。 



「…苛賀は、どこだ」 
「そ、それは…」 
 ⿊部は震えるばかりで答えない。 
 それで春はすべてを悟った。 
「…逃げたか」 
 ―――春の⾔うとおり、本陣に向かってくる⻯を⾒た苛賀は驚きと恐怖のあま
り、数名の家⾂のみを引きつれて、本陣から⼀⾜先に逃げていたのである。 
 すでに苛賀と家⾂たちは⻯越⼭の麓を駆けていた。 
 その⼀団と出会ったのは配下を逃がしていた破鉢である。 
「何を、しておいでか！」 
 破鉢は⾺に乗って、隠れるように⼭道を進もうとしている苛賀に気付くと駆け寄
った。 
「まさか、逃げるおつもりなのか」 
 破鉢は苛⽴ち混じりに声を上げた。 
 すると苛賀は憎悪と恐怖を交えた視線で破鉢を睨みつけた。 
「仕様がないではないか、あんなの化け物が攻め込んでくるなど思わぬだろう！」 
「…某は再三、⻯の強さについて進⾔いたしたはずですが」 
「そんなの知るか、あんな⻯が来るなど！」 
 声を荒上げる苛賀の姿に破鉢は⼼から失望した。 
 あれほど忠告したというのに、今さらになって逃げだす⼦供のような男が⾃分の
主であるなど破鉢にはもう耐えられなかった。 
「…暇をいただきます」 
「何？」 

「もう貴殿に仕えることはない。では、失礼いたす」 
 破鉢はそれだけを⾔い残すと配下たちをつれて苛賀とは真逆の⽅向へと⾺を駆け
ていく。 
 苛賀は突然のことに唖然としたが、程なくして沸々と怒りを爆発させた。 
「破鉢、貴様、私に刃向うというのか！」 
 ⾺を駆っていた破鉢は⼀度、⾺を⽌めると苛賀を睨みつけた。 
「刃向ってはおりませぬ、ただ⾃らが仕えるべき主は貴⽅ではないと悟ったまで。 
 …某は某の思う主に対し忠義を尽くす！」 
 ⾔い残した破鉢は⾺を駆って、配下とともに尾⼭村へと続く道を降りていく。少
数で逃げ出した苛賀に⾃分たちを追ってくるほどの余裕があるとは思えない。 
 必死に⾛ることもないだろう、と考えた破鉢は配下たちに⾛る速度を緩めて、⾺
に負担をかけないように告げる。 
 そしてから、ふと蒼⽥城に向かったときの⼀件を思い出した。 
 ⾃分を良い⼈だと告げた春のことを思い出した破鉢は⼩さな願望を抱いた。 
「許されるとは思わぬが…、あのような御仁に仕えたいものだ」 



 ⼩さく呟いた破鉢は、⾃分の⽣きる道を考えながら⼭道を下って⾏った。 
―――そんなやり取りがされているとは知らない春であったが家⾂の反応から苛賀
がいないことは理解できた。春が鋭い⾆打ちをすると、びくりと⿊部は肩を震わせ
る。しかし、春は⿊部をひと睨みしただけで特に何をするわけでもなく諏訪を⾒上
げた 
「諏訪、もういい。⼤将がいないんじゃ戦う意味がない」 
『…戻りますか』 
「ああ、敵の⼠気も下がったしな、でも」 
 春はそこまで⾔ってから本陣の端にいる頭⼱を被った男へと⽬を向けた。綾⿃で
ある。 
 そして、腰から⼑を抜き放つと、そのまま綾⿃に向かって投擲した。⼑は吸い込
まれるように綾⿃の喉へと突き刺さる。 
「術者だけは許しておけん、あんな⾺⿅げた術を使うやつにはな」 
 春が睨みつけると、綾⿃は何もいえずただ⾎を喉から吹き出しながら絶命してい
った。 
 それ以上、春は何もせず恐怖で固まったままの兵や⿊部たちを置いて諏訪の背に
乗り込んでいった。 
「戻るぞ」 
 その⼀⾔で諏訪の⾜が動き出す。駆けだした諏訪は翼をはばたかせて⾶び⽴っ
た。 

   ※※※※※※ 

 あまりに、あっけない戦いだった。 

 海⾺は、城への帰路の中で、諏訪の戦いを思い返した。 
 ⼑の刃も槍も諏訪の⽪膚を通さず、⽮も諏訪には効いていない。 
 ただ⼀⽅的に諏訪が踏みつぶすだけで敵兵たちは⼿も⾜も出ずに、ただ⾍のよう
に潰されていくだけ。半刻もしないうちに諏訪が⾛っただけで敵兵たちは吹き⾶ん
で、転がっていった。 
 ―――これが⻯。 
 海⾺は肌が粟⽴つのを感じて、深い息を吐いた。 
 空⾼く⾶べたことはとても楽しく、興奮が冷めないものであったが、諏訪の戦い
ぶりはまた別の感情を海⾺に刻み付けた。 
あんなにも簡単に⼈が死ぬのが、⻯の戦いなのか。 
 空を⾶んでいるために⾵は冷たかったが、⼼の中にも似たような⾵が吹いている
のかと思えるほどに冷たいものが⼼と体の中で渦巻いていた。 
「怖かったか？」 
 ⾵を受けながら、春が問う。 



 静かな声⾳だったが、轟轟と⾵が五⽉蠅い中でも⾃然と聞き取ることが出来た。 
「…怖かったです」 
 はっきり喋りたかったが、声が震えて⼩声しか出ない。 
 しかし春は、しっかりと聞き取ったように頷いた。 
「⼈間を畏怖させるほど⼒を持っているのが⻯だからな」 
 春は困ったように呟いた。 
「簡単に⼈を殺せるからこそ、⻯は戦で滅多に使われてはならない。むしろ⼀⽣、
使われないままの⽅がいい」 
 春の声⾳は悲しげで、⾔っていることが実現不可能であろうことを物語ってい
た。 
 戦になれば⺠や城を守るために⼒は必要で⻯を使うことになる。 
 しかし、⻯を使うほどに周囲や幕府から恐怖されて⻯が孤⽴していく。 
 それは短い間しか⻯胆領にいない海⾺にも、すぐに理解することが出来た。 
 ⻯たちは、昔も今も、戦の絶えない場所で暮らして、死ぬか⽣きるかの境⽬に近
い場所を必死に渡っているのだろう、と海⾺は思った。 
「さっきの、私は怖かったか？」 
 ふいに聞かれて、海⾺は⼀瞬、何を聞かれているのか分からなかった。 
 しかし、振り向いた春の儚げな表情を⾒て、すぐに理解する。 
 死兵の術を扱っていた敵の術者を殺したときのことを聞いているのだ。 
 確かに怖かった、といえば怖かったが、直接いうのは憚れた。 
「その、確かに怖かったんですけど、いつもの春様を知っているんで⼤丈夫です
よ」 

 海⾺は思考しながら恐る恐る告げると、春は少しだけ驚いたように⽬を⾒開い
た。 
 そして、しばし⽬を瞬かせてから春は柔らかにほほ笑む。 
「…ありがとう」 
 何気ない感謝の⾔葉だったが、そこには様々な感情が重なっているように海⾺は
思えた。 
 春も多くのものを抱えながら、⻯として⽣きようとしている。 
 そう思うと海⾺は尊敬するとともに、春の⽣き⽅がどうしようもなく悲しく思え
た。 
 もっと何か声をかけるべきか、と海⾺が考えたとき。 
「お、術が解けてるな」 
 春が何気なく告げたのを聞いて、海⾺は下を⾒下ろした。 
 すると三の丸で蠢いていたはずの死兵たちが、誰ひとりとして動かずに地に伏せ
ている様⼦が⾒えた。 
「術者がいなくなったから呪術の効果が切れたんだな」 
 春が安堵の息をついたとき『着地いたします』と諏訪が告げる。 



 諏訪はゆっくりと⻯⾨の前に降り⽴って、中に⼊ると、饕餮や蕗たちが出迎えて
くれた。 
 そして、諏訪の尾までがすべて中に⼊ると⻯⾨はゆっくりと静かに閉じ始める。 
 閉じてしまうのか、と⻯⾨を⾒つめていた海⾺に春が声をかけてきた。 
「近いうちにまた開くぞ」 
「え？」 
 戦は終わったのではないか、と思う海⾺に対し春は静かに告げた。 
「まだ、仕事が残っているからな」 
 春の声は出迎えた皆の歓声に紛れて、聞こえなくなった。 

終章、最後の勝負 

 夜明け前の静かな刻限。 
 ⻯胆家との戦で敗⾛した苛賀は志⼾城の寝床で、横になっていた。 
 ⻯に本陣まで攻め込まれ、敗⾛した苦々しい記憶にさいなまれ、まったく眠りに
はつけない。そのため、夜になってもただ横になるだけの⽇々が続いていた。 
「まったく、忌々しい。近々、決着をつけてやる」 
 誰もいない寝所で⼀⼈つぶやいた、その時。 
「それは同感だ」 
 答える者がいて、苛賀は⽬を⾒開いた。 
 誰だ、と声をあげようとして⾸筋に短⼑が当てられていることに気付く。 
「こんばんは、苛賀殿。静かにしてくれるとありがたい」 
 暗闇の中で⾃⾝に短⼑を向けている⼈物をみて、苛賀は息を呑んだ。 
 美しい⼥が、残忍な笑みを浮かべて苛賀を⾒つめていたのである。 
「⻯胆家当主の春だ」 
 と⾃⼰紹介をした⼥、春は笑みを絶やさずに声を潜めて呟いた。 



「まさか、あそこで逃げられるとは思ってもみませんでしたよ、てっきり本陣で震
えているものばかりと思っていたのでね」 
 春は困ったといわんばかりに肩を竦めてから、苛賀を⾒つめた。 
「というか、攻めてきて、後始末を何もせずに⾃らだけが逃げ帰って、このような
寝所で眠るというのは如何なものと思われるが。死兵の埋葬もしないというのも
な」 
 春は「やれやれ」と⾸を振る。 
「それで、苛賀殿。先ほど決着をつけるとおっしゃったが、私どもとしても、貴⽅
との因縁に終⽌符を打てるのなら是⾮もないのだが」 
 春はそういって⼝⾓を釣りあげる。 
 しかし、笑みは⼀瞬で次に浮かんだのは⻤のような形相であった。 
「…来るなら来てみろ。次は貴様を逃がすようなことはせず、地獄の底まで追って
いくが、その覚悟があるなら我が城をおとしてみせよ」 
 春は汚物を⾒るような瞳で⾒下ろしてから、苛賀の⾸筋から短⼑を引いた。そし
て、そのまま⼾を開けると悠然とした態度で寝所から出ていく。残った苛賀はしば
し恐怖で固まった後に、声を上げた。 
「曲者だ！」 
 苛賀が叫んだが、誰も答えない。 
 慌てて、外に出れば不寝番が気絶して外に転がっていた。役にたたない奴らめ、
と苛賀 

は吐き捨てながら春が逃げたであろう後を追う。 
 そして、庭が⾒える⼀⾓に出たとき、苛賀は本当の意味で腰を抜かした。 
 庭の上は普段なら、空があるはずだったが今は⽩銀の鱗によって遮られていた。 
 そして鎌⾸をもたげた⻯が⻘い瞳を輝かせて、苛賀を睨んでいる。 
「では、失礼した」 
 春は⾔って地⾯を蹴ると、⻯の⾸に⾶び乗る。 
 そして、⻯もろとも、庭の上から消え失せ、そのまま夜の闇の中へと消えていっ
た。  
 苛賀はほかの家⾂たちが駆けつけるまで、動くことが出来ず、ただ肌を粟⽴たせ
て震えているのであった。 

「ははは、⾒たか。苛賀のあの顔！」 
 朝⽇が昇りつつある空、諏訪の頭に乗った状態で春が笑う。 
「どうだった、海⾺、饕餮。⾒ものだっただろう？」 
 春は⾔いながら背にしがみ付いている海⾺と饕餮を振り向いた。⾵に⾶ばされそ
うになっている海⾺を腕で抑えながら、饕餮も春と同じように声を上げて笑い始め
た。 
「ええ、怯えて、怖がってましたねぇ、こりゃしばらく酒の種になりそうだ！」 
「俺は、諏訪さんから落ちないようにするのに必死で、顔なんて⾒てないです



よ！」 
 海⾺が顔を⻘くしながら叫べば、春は「それは勿体ない」と苦笑を漏らしたつ
つ、諏訪を⾒下ろす。 
「諏訪はどうだった？」  
『どうも何も、君主にあるまじき態度でありました』 
「いや、そういうことじゃなくて⾯⽩かったか、そうじゃなかったのかを聞いてる
んだが」 
 春が落胆したように呟けば、諏訪は慌てて『それならば』と⼝を開く。 
『⽬が落ちそうなほど驚いておりましたからな、⾯⽩いとは思いましたが』 
「だろう、これからも時々、来て驚かそうかな」 
冗談を春が⾔うと、諏訪は困ったように眉間に皺をよせ、饕餮は腹を抱えて笑い出
した。それぞれの反応を⾒て、海⾺はふと不思議な気分に陥った。戦もあって追い
詰められもしたのに、この⼈たちはどうして笑っていられるのだろうか、という思
いが頭の中に浮かんだのである。 
「あの春様」 
「なんだ？」 
「あのまま志⼾城を攻め込むことだって、出来たんじゃないんですか？、ただ忠告
だけして帰るなんて」 
 春たちは苛賀に攻め込まれたのだから、やり返してもいいのではないのか。 

 海⾺の思いを⾒透かしたように春は笑う。 
「殺したって意味はない、恨みだって特にないしな」 
 よく分からず、海⾺が⾸をかしげていると春は静かに海⾺を振り返った。 
「海⾺だって、やり返したいわけじゃないだろう？」 
 尋ねられて、ふと気づく。 
 確かに村を焼かれたということに関して苛賀に怒りはあるが、何も城を潰すなど
関係ない⼈を巻き込んで無差別にやり返したいという気持ちはなかった。怒りはあ
るが、恨みはないという異様な感情の中にいることに海⾺はいたのである。いつの
間にか感じていた怒りの感情が消えていることに気付いて、茫然としていると春が
笑った。 
「ずっと何かに対して怒ったりするのは疲れるからな、感情なんていつの間にか消
えたり、戻ったりしているもんだ」 
 春はそう含みのある⾔い⽅をしてから、空を⾒つめた。 
 すでに⽇が昇り、明るく地を照らしていた、 
「あ？」 
 そこで饕餮が訝しげな⽬を下に向けた。 
「どうした、饕餮？」 
「いや、なんか知らねぇ騎⾺がいくつか⾛ってんで」 
 つられて海⾺も下を確認すれば確かに平野に⼩さな騎⾺の⼀団が蒼⽥城のある⽅



⾓に向かって⾛っていた。 
「幕府の残党だろ、別にわざわざ狩りにいく必要もないし、放っておけ」 
 春の⾔葉に饕餮は「はいよ」と頷きながら顔を上げる。海⾺も視線を上げると、
遠くに⽇の光に照らされた蒼⽥城の影が⾒えた。 
そこで海⾺はふと思いだした。 
「あの、紅燭って⻯が起こしてるって聞いたんですけど本当なんですか？」 
 ⽥村の爺さんが⾔っていたことを思い出して聞けば春が「ああ、そうだ」と頷い
た。 
 そして、さらに春は思いついたと⾔わんばかりに⼿を叩く。 
「景気づけだ。諏訪、やってやれ！」 
『御意』 
 諏訪が頷きながら、⻭を打ち鳴らし始めると、饕餮が海⾺の体を押さえて諏訪の
背に強くしがみ付かせた。 
「ちゃんとくっついとけよ、⾶ばされるからな！」 
 饕餮が⾔った瞬間、諏訪が甲⾼く⻭を打ち鳴らした。 
 そして⼝から紅⾊の炎を吐き出す。 
 炎は⼤気や雲に溶けるようにして、消えていき、空の⾊が少しずつ変わり始め
る。そこ 

までは美しいだけの光景だったのだが。 
「⾏くぞ！」 
 春が叫んだ瞬間、諏訪が炎を吐きながら錐揉み上に⾶び始めた。 
 そして、⼀定の距離まで落ちると回転しながら上空向かって⾶んで、また落ちて
を繰り返し始める。空はゆっくりと朱⾊に染まり、紅燭を起こし始めた。 
「ははは、いいぞ。やれやれ！」 
 と春が叫ぶと饕餮も笑う。 
「おい、諏訪。少しは⼿加減しやがれ！」 
『これぐらい我慢しろ！』 
 諏訪もいつものように苦⾔を告げながらも笑っている。 
 三⼈の笑い声を聴きながら、海⾺は思った。 
 ⻯は不思議なことばかりで、⾃分には分からないことだらけだが、いくつか分か
っていることがある、と。 

 蒼⽥城には、⻯がいる。 
そこに住まう者は、誰しもが⻯という⽣き⽅をしていた。 
⼰が⻯であるという矜持と共に、⽣きていた。 
彼らは⾎が薄まろうと、種族が違おうと⾼々に我らこそ、⻯であると宣⾔する。 
蒼⽥城は本当に『⻯の城』なのだと。 

 そして、もう⼀つだけはっきりしているのはこれから先、⾃分がどう⽣きていく
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のかは分からなくとも、春たちのようになりたい、とだけは明確に思っていること
だった。 




